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<令和7年度以降入学生用>

　カリキュラムツリー

　カリキュラムツリー

　年次開講科目一覧

　実務経験のある教員等による授業科目一覧

学校行事日程

　年次開講科目一覧

　実務経験のある教員等による授業科目一覧

<令和2～6年度以降入学生用>

令　和　７　年　度

作業療法学科　3つのポリシー



日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 ７日 入学式

４月 6 7 8 9 10 11 12 ８日 対面式・前期オリ

13 14 15 16 17 18 19 ９日 前期授業開始

20 21 22 23 24 25 26 １０日 内科検診・レントゲン

27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 ２日 自治会総会・春レク

５月 4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

６月 8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

７月 6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 １～７日 前期定期試験

８月 3 4 5 6 7 8 9 ８、１８～２２日前期定期試験予備日（再試）

10 11 12 13 14 15 16 8/11～9/15 夏季休業

17 18 19 20 21 22 23 ２３日 臨床実習指導者会議

24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 １６日 後期オリ・後期授業開始

９月 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

令和７年度　学校行事日程



日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 １７日 自治会総会・秋レク

１０月 5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 １日 学園祭（予定）

１１月 2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 12/22～1/6 冬季休業

１２月 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 ６日 授業再開

１月 4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 2/2～2/6 後期定期試験

２月 8 9 10 11 12 13 14 2/9～2/13 後期定期試験予備日（再試）

15 16 17 18 19 20 21 春季休業（～3/31

22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 １４日 卒業式

３月 8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31



作業療法学科 3 つのポリシー 

 

・ディプロマポリシー 

1．他者を尊重し、他者と協力して、ひとつの目標に向かって努力することのできる医療人

になれる 

2．作業療法士として必要な基礎的及び専門的な知識と技術を実践現場で発揮できる 

3．医療現場における課題に取り組むことのできる実践力を身につける 

 

・カリキュラムポリシー 

時代のニーズに対応し、地域で活躍できる実践力を身につけるカリキュラム 

 

1．教養と倫理観を備えた豊かな人間性のある人材を育成する 

2．人と医療に関する理解を深め、作業療法士としての基礎的及び専門的な知識と技術を育

成する 

3．作業療法士として必要な臨床思考力や臨床技術力を育成し、自身を内省することで作業

療法士として必要な思考力と行動力を育成する 

 

・アドミッションポリシー 

1．感謝の気持ちを持って成長し続けられる人 

2．相手の気持ちに寄り添える人 

3．「夢中になれる」・「楽しむ」ことができる人 

 
 



山口コ・メディカル学院　作業療法学科　カリキュラムツリー（2025年度～）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

臨床実習Ⅰ

　実習前OSCE

　実習後OSCE

　実習報告会

臨床実習Ⅱ

　実習前OSCE

　実習後OSCE

　事例報告会

　模擬事例試験

臨床実習Ⅲ・Ⅳ

　実習前OSCE

　実習後OSCE

　事例報告会

　模擬事例試験

1年次 2年次 3年次 4年次

【基礎分野】

英 語Ⅰ

倫理学

心理学Ⅰ

生物学

情報科学

基礎力学

ソーシャルスキル論

英 語Ⅱ

心理学Ⅱ

教育学

社会福祉学

統計学

ボランティア論

【専門基礎分野】

解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅲ

解剖学Ⅰ実習

運動学Ⅰ

臨床心理学

医学概論

リハビリテーション概論

解剖生理学Ⅱ

解剖生理学Ⅳ

解剖学Ⅱ実習

運動学Ⅱ

病理学

生理学実習

運動学実習

内科学Ⅰ

小児保健学

神経内科学

精神医学

整形外科学Ⅰ

リハビリテーション医学

人間発達学

内科学Ⅱ

整形外科学Ⅱ

薬理学

多職種連携概論Ⅰ

【専門分野】基礎作業療法学

作業療法セミナーⅠ

作業療法概論

作業療法セミナーⅡ

基礎作業学Ⅰ

作業療法セミナーⅢ

基礎作業学Ⅱ

作業療法セミナーⅣ 作業療法セミナーⅤ 作業療法セミナーⅥ

作業療法研究法

作業療法セミナーⅦ

【専門分野】

作業療法管理学

作業療法管理学Ⅰ

【専門分野】作業療法評価学

作業療法評価学総論

作業療法評価学Ⅰ

（身体機能）

作業療法評価学Ⅱ

（身体機能）

作業療法評価学Ⅲ

（身体機能）

作業療法評価学Ⅳ

（精神・認知機能）

作業療法評価学演習

【専門分野】作業療法治療学

作業療法治療学総論

日常生活活動学

作業療法治療学Ⅰ

（中枢神経系）

作業療法治療学Ⅳ

（精神基礎）

作業療法治療学Ⅱ

（内部障害・筋神経系）

作業療法治療学Ⅴ

（精神応用Ⅰ）

日常生活活動学演習

高次脳機能作業療法学

作業療法治療学Ⅲ

（筋・骨格系）

作業療法治療学Ⅵ

（精神応用Ⅱ）

義肢学

作業療法治療学演習Ⅰ

作業療法治療学演習Ⅱ

作業療法治療学演習Ⅲ

【専門分野】地域作業療法学

地域作業療法学 地域作業療法学演習

社会福祉援助技術論

生活環境論

【専門分野】臨床実習

臨床実習Ⅰ 臨床実習Ⅱ 臨床実習Ⅲ

臨床実習Ⅳ

※施設見学実習

救急医学

脳神経外科学

多職種連携概論Ⅱ

装具学

臨床作業療法学

臨床実習セミナーⅠ 臨床実習セミナーⅡ

※国家試験対策

作業療法治療学Ⅶ

（発達）

栄養学



令和7年度以降入学生　年次別開講科目一覧

１．基礎分野

単　　位 開　講

必修 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容 単位数

英 語 Ⅰ （ 文 献 ） 1 15 15 14単位必修 科学的思考の基盤

英 語 Ⅱ （ 英 会 話 ） 1 15 15 人間と生活

倫 理 学 1 15 15 社会の理解

心 理 学 Ⅰ 1 15 15

心 理 学 Ⅱ 1 15 15

教 育 学 2 30 30

生 物 学 1 15 15

社 会 福 祉 学 1 30 30

統 計 学 1 15 15

情 報 科 学 1 15 15

基 礎 力 学 1 15 15

ソ ー シ ャ ル ス キ ル 論 1 15 15

ボ ラ ン テ ィ ア 論 1 15 15 14単位

14 225 105 120 0 0 0 0 0 0

２．専門基礎分野

単　　位 開　講

必修 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容 単位数

解 剖 生 理 学 Ⅰ 1 30 30 15単位必修 人体の構造と機能

解 剖 生 理 学 Ⅱ 1 30 30 及び心身の発達

解 剖 生 理 学 Ⅲ 2 45 45

解 剖 生 理 学 Ⅳ 2 45 45

解 剖 学 Ⅰ 実 習 1 30 30

解 剖 学 Ⅱ 実 習 1 30 30

生 理 学 実 習 1 30 30

運 動 学 Ⅰ 1 30 30

運 動 学 Ⅱ 1 30 30

運 動 学 実 習 2 30 30

臨 床 心 理 学 1 30 30

人 間 発 達 学 1 15 15 12単位

病 理 学 1 30 30 14単位必修 疾病と障害の成り立ち

内 科 学 Ⅰ 1 30 30 及び回復過程の促進

内 科 学 Ⅱ 1 30 30

小 児 保 健 学 1 30 30

神 経 内 科 学 1 30 30

精 神 医 学 1 30 30

整 形 外 科 学 Ⅰ 1 30 30

整 形 外 科 学 Ⅱ 1 30 30

医 学 概 論 1 15 15

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 1 15 15

救 急 医 学 1 15 15

脳 神 経 外 科 学 1 15 15

薬 理 学 1 15 15

栄 養 学 1 15 15 14単位

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 2 30 30 4単位必修 保健医療福祉と

多 職 種 連 携 概 論 Ⅰ 1 15 15 リハビリテーションの理念

多 職 種 連 携 概 論 Ⅱ 1 15 15 4単位

33 765 210 165 225 75 30 60 0 0

科　　　　　　　　目

科　　　　　　　　目

作 業 療 法 学 科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
卒業要件

指  定  規  則

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
卒業要件

指  定  規  則

内科学へ



３．専門分野

単　　位 開　講 指  定  規  則

必修 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容 単位数

作 業 療 法 概 論 1 30 30 18単位必修 基礎作業療法学

基 礎 作 業 学 Ⅰ 1 30 30

基 礎 作 業 学 Ⅱ 1 30 30

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 45 45

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 45 45

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅲ 2 45 45

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅳ 2 45 45

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅴ 2 45 45

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅵ 2 45 45

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅶ 2 90 90

作 業 療 法 研 究 法 1 30 30 6単位

作 業 療 法 管 理 学 2 30 30 2単位必修 作業療法管理学 2単位

作 業 療 法 評 価 学 総 論 1 30 30 6単位必修 作業療法評価学

作 業 療 法 評 価 学 Ⅰ （ 身 体 機 能 ） 1 30 30

作 業 療 法 評 価 学 Ⅱ （ 身 体 機 能 ） 1 30 30

作 業 療 法 評 価 学 Ⅲ （ 身 体 機 能 ） 1 30 30

作業療法評価学Ⅳ（精神・認知機能） 1 30 30

作 業 療 法 評 価 学 演 習 1 30 30 5単位

臨 床 作 業 療 法 学 1 30 30 20単位必修 作業療法治療学

作 業 療 法 治 療 学 総 論 1 30 30

作 業 療 法 治 療 学 Ⅰ ( 中 枢 神 経 系 ） 1 30 30

作業療法治療学Ⅱ(内部障害・筋神経系） 1 30 30

作 業 療 法 治 療 学 Ⅲ （ 筋 ・ 骨 格 系 ） 1 30 30

作 業 療 法 治 療 学 Ⅳ ( 精 神 基 礎 ） 1 30 30

作 業 療 法 治 療 学 Ⅴ （ 精 神 応 用 Ⅰ ） 1 30 30

作 業 療 法 治 療 学 Ⅵ ( 精 神 応 用 Ⅱ ） 1 30 30

作 業 療 法 治 療 学 Ⅶ （ 発 達 ） 1 30 30

日 常 生 活 活 動 学 1 30 30

日 常 生 活 活 動 学 演 習 1 30 30

高 次 脳 機 能 作 業 療 法 学 1 30 30

装 具 学 1 30 30

義 肢 学 1 30 30

作 業 療 法 治 療 学 演 習 Ⅰ 2 60   60

作 業 療 法 治 療 学 演 習 Ⅱ 2 60 60

作 業 療 法 治 療 学 演 習 Ⅲ 2 60 60 19単位

地 域 作 業 療 法 学 1 30 30 4単位必修 地域作業療法学

地 域 作 業 療 法 学 演 習 1 30 30

社 会 福 祉 援 助 技 術 論 1 30 30

生 活 環 境 論 1 30 30 4単位

臨 床 実 習 Ⅰ 1 40 40 27単位必修 臨床実習

臨 床 実 習 Ⅱ 8 320 320

臨 床 実 習 Ⅲ 8 320 320

臨 床 実 習 Ⅳ 8 320 320

臨 床 実 習 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 30 30

臨 床 実 習 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 30 30 22単位

77 2470 75 195 235 315 405 485 640 120

単位 開　講

必修 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

合 計 124 3460 390 480 460 390 435 545 640 120

４．卒業要件単位数

基礎 科学的思考の基盤人間と生活 13 14

人体の構造と機能及び心身の発達 12 15

疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進 14 14

保健医療福祉とリハビリテーションの理念 3 4

基礎作業療法学 11 18

作業療法管理学 1 2

作業療法評価学 6 6

専門 作業治療学 17 20

地域作業療法学 4 4

臨床実習 6 27

合 計 87 124

科　　　　　　　　目
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

18

卒業要件

1年次 　２年次 ３年次 ４年次

870 850 980 760

27

14

15

14

4

20

6

2

専門
基礎

124

4

分野 教 育 内 容 科目数 配当単位 卒業要件単位数



実務経験のある教員等による授業科目一覧　　作業療法学科  　　　令和7年度以降入学生

1年次 2年次 3年次 4年次
解剖学Ⅰ実習 1 30
解剖学Ⅱ実習 1 30
生理学実習 1 30
運動学Ⅰ 1 30
運動学Ⅱ 1 30
運動学実習 2 30
精神医学 1 30
整形外科学Ⅰ 1 30
整形外科学Ⅱ 1 30
リハビリテーション概論 2 30
作業療法概論 1 30
基礎作業学Ⅰ 1 30
基礎作業学Ⅱ 1 30
作業療法セミナーⅠ 2 45
作業療法セミナーⅡ 2 45
作業療法セミナーⅢ 2 45
作業療法セミナーⅣ 2 45
作業療法セミナーⅤ 2 45
作業療法セミナーⅥ 2 45
作業療法セミナーⅦ 2 90
作業療法評価学総論 1 30
作業療法評価学Ⅰ（身体機能） 1 30
作業療法評価学Ⅱ（身体機能） 1 30
作業療法評価学Ⅲ（身体機能） 1 30
作業療法評価学Ⅳ（精神・認知機能） 1 30
作業療法評価学演習 1 30
臨床作業療法学 1 30
作業療法治療学総論 1 30
作業療法治療学Ⅰ(中枢神経系） 1 30
作業療法治療学Ⅱ(内部障害・筋神経系） 1 30
作業療法治療学Ⅲ（筋・骨格系） 1 30
作業療法治療学Ⅳ(精神基礎） 1 30
作業療法治療学Ⅴ（精神応用Ⅰ） 1 30
作業療法治療学Ⅵ(精神応用Ⅱ） 1 30
作業療法治療学Ⅶ（発達） 1 30
日常生活活動学 1 30
日常生活活動学演習 1 30
高次脳機能作業療法学 1 30
装具学 1 30
義肢学 1 30
作業療法治療学演習Ⅰ 2   60
作業療法治療学演習Ⅱ 2 60
作業療法治療学演習Ⅲ 2 60
地域作業療法学 1 30
地域作業療法学演習 1 30
社会福祉援助技術論 1 30
生活環境論 1 30
臨床実習Ⅰ 1 40
臨床実習Ⅱ 8 320
臨床実習Ⅲ 8 320
臨床実習Ⅳ 8 320
臨床実習セミナーⅠ 1 30
臨床実習セミナーⅡ 1 30

科目名 単位数
時間数



山口コ・メディカル学院　作業療法学科　カリキュラムツリー（2020年度～）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

臨床実習Ⅰ

　実習前OSCE

　実習後OSCE

　実習報告会

臨床実習Ⅱ

　実習前OSCE

　実習後OSCE

　事例報告会

　模擬事例試験

臨床実習Ⅲ・Ⅳ

　実習前OSCE

　実習後OSCE

　事例報告会

　模擬事例試験

1年次 2年次 3年次 4年次

【基礎分野】

英 語Ⅰ

英 語Ⅲ（英会話）

体育理論

体育実技

哲 学Ⅰ

心理学Ⅰ

教育学Ⅰ

統計学

情報科学Ⅰ

生物学

物理学

社会福祉学

教育学Ⅱ

法 学

心理学Ⅱ

哲 学Ⅱ

情報科学Ⅱ 英語Ⅱ（医学英語）

【専門基礎分野】

解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅲ

解剖学Ⅰ実習

運動学Ⅰ

臨床心理学

医学概論

リハビリテーション概論

解剖生理学Ⅱ

解剖生理学Ⅳ

解剖学Ⅱ実習

運動学Ⅱ

病理学

ボランティア論

生理学実習

運動学実習

内科学Ⅰ

小児保健学

神経内科学

精神医学

整形外科学Ⅰ

リハビリテーション医学

人間発達学

内科学Ⅱ

整形外科学Ⅱ

地域リハビリテーション学

救急医学

脳神経外科学

薬理学

栄養学

リハビリテーション工学

理学療法概論

言語聴覚概論

看護学概論

【専門分野】基礎作業療法学

作業療法セミナーⅠ

作業療法概論

作業療法セミナーⅡ

基礎作業学Ⅰ

作業療法セミナーⅢ

基礎作業学Ⅱ

作業療法セミナーⅣ 作業療法セミナーⅤ 作業療法セミナーⅥ

作業療法研究法

作業療法セミナーⅦ

臨床作業療法実践研究

【専門分野】作業療法管理学

作業療法管理学Ⅰ 作業療法管理学Ⅱ

【専門分野】作業療法評価学

作業療法評価学総論

作業療法評価学Ⅰ

（身体機能）

作業療法評価学Ⅱ

（身体機能）

作業療法評価学Ⅲ

（身体機能）

作業療法評価学Ⅳ

（精神・認知機能）

作業療法評価学演習

【専門分野】作業療法治療学

作業治療学総論

日常生活活動学

身体機能作業治療学Ⅰ

（中枢神経系）

精神機能作業治療学Ⅰ

（基礎）

発達過程作業治療学

身体機能作業治療学Ⅱ

（内部障害・筋神経系）

精神機能作業治療学Ⅱ

（応用Ⅰ）

日常生活活動学演習

高次神経機能障害学

義肢装具学総論

身体機能作業治療学Ⅲ

（筋・骨格系）

精神機能作業治療学Ⅲ

（応用Ⅱ）

義肢装具学各論

作業治療学演習Ⅰ

作業療法治療学特論Ⅰ

作業治療学演習Ⅱ

作業治療学演習Ⅲ

作業療法治療学特論Ⅱ

【専門分野】地域作業療法学

地域作業療法学 地域作業療法学演習

社会福祉援助技術論

生活環境論

【専門分野】臨床実習

臨床実習Ⅰ 臨床実習Ⅱ 臨床実習Ⅲ

臨床実習Ⅳ

※選択科目

※施設見学実習



令和2年度以降入学生　年次別開講科目一覧
　

１．基礎分野

指 定 規 則

必　修 選　択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容

英 語 Ⅰ （ 文 献 Ⅰ ） 1 15 15 3単位必修 科学的思考の基盤

英 語 Ⅱ （ 医 学 英 語 ） 1 15 15 人間と生活

英 語 Ⅲ （ 英 会 話 ） 1 15 15 社会の理解

体 育 理 論 1 30 30 2単位必修

体 育 実 技 1 30 30

哲 学 Ⅰ 1 15 15 14単位以上

哲 学 Ⅱ 1 15 15

心 理 学 Ⅰ 1 15 15

心 理 学 Ⅱ 1 15 15

法 学 1 15 15

教 育 学 Ⅰ 1 15 15

教 育 学 Ⅱ 1 15 15

社 会 福 祉 学 2 30 30

統 計 学 1 15 15

物 理 学 2 30 30

生 物 学 2 30 30

情 報 科 学 Ⅰ 1 15 15

情 報 科 学 Ⅱ 1 15 15 14単位

小 計 17 4 345 150 165 15 15 0 0 0 0

２．専門基礎分野

指 定 規 則

必　修 選　択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容

解 剖 生 理 学 Ⅰ 1 30 30 12単位必修 人体の構造と機能

解 剖 生 理 学 Ⅱ 1 30 30 　　及び心身の発達

解 剖 生 理 学 Ⅲ 1 30 30

解 剖 生 理 学 Ⅳ 1 30 30

解 剖 学 Ⅰ 実 習 1 30 30

解 剖 学 Ⅱ 実 習 1 30 30

生 理 学 実 習 1 30 30

運 動 学 Ⅰ 1 30 30

運 動 学 Ⅱ 1 30 30

運 動 学 実 習 1 30 30

臨 床 心 理 学 1 30 30

人 間 発 達 学 1 30 30 12単位

病 理 学 1 30 30 14単位必修 疾病と障害の成り立ち

内 科 学 Ⅰ 1 30 30 及び回復過程の促進

内 科 学 Ⅱ 1 30 30

小 児 保 健 学 1 30 30

神 経 内 科 学 1 30 30

精 神 医 学 1 30 30

整 形 外 科 学 Ⅰ 1 30 30

整 形 外 科 学 Ⅱ 1 30 30

医 学 概 論 1 15 15

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学 1 15 15

救 急 医 学 1 15 15

脳 神 経 外 科 学 1 15 15

薬 理 学 1 15 15

栄 養 学 1 15 15 14単位

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 1 30 30 3単位必修 保健医療福祉と

地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 1 30 30 リハビリテーションの理念

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 工 学 1 30 30

理 学 療 法 概 論 1 15 15 3単位以上

言 語 聴 覚 療 法 概 論 1 15 15

看 護 学 概 論 1 15 15

ボ ラ ン テ ィ ア 論 1 15 15 4単位

小 計 31 2 840 195 165 225 120 135 0 0 0

科 目
単　位 開　講

時間数
卒業要件

作業療法学科

科 目
単　位 開　講

時間数
卒業要件

開講期

1年 2年 3年 4年

開講期

1年 2年 3年 4年



３．専門分野

指 定 規 則

必　修 選　択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容

作 業 療 法 概 論 1 30 30 14単位必修 基礎作業療法学

基 礎 作 業 学 Ⅰ 1 30 30

基 礎 作 業 学 Ⅱ 1 30 30

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 15 15

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 15 15

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅲ 1 15 15

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅳ 1 15 15

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅴ 1 30 30

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅵ 1 30 30

作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅶ 2 60 60

作 業 療 法 研 究 法 1 30 30

臨 床 作 業 療 法 実 践 研 究 2 60 60 6単位

作 業 療 法 管 理 学 Ⅰ 1 30 30 2単位必修 作業療法管理学

作 業 療 法 管 理 学 Ⅱ 1 30 30 2単位

作 業 療 法 評 価 学 総 論 1 30 30 6単位必修 作業療法評価学

作 業 療 法 評 価 学 Ⅰ （ 身 体 機 能 ） 1 30 30

作 業 療 法 評 価 学 Ⅱ （ 身 体 機 能 ） 1 30 30

作 業 療 法 評 価 学 Ⅲ （ 身 体 機 能 ） 1 30 30

作業療法評価学Ⅳ （ 精 神 ・ 認 知機 能 ） 1 30 30

作 業 療 法 評 価 学 演 習 1 30 30 5単位

臨 床 作 業 学 1 30 30 22単位必修 作業療法治療学

作 業 治 療 学 総 論 1 30 30

身体機能作業治療学Ⅰ (中枢神経系 ） 1 30 30

身体機能作業治療学Ⅱ(内部障害・筋神経系） 1 30 30

身体機能作業治療学Ⅲ （ 筋 ・ 骨 格 系 ） 1 30 30

精 神 機 能 作 業 治 療 学 Ⅰ ( 基 礎 ） 1 30 30

精 神 機 能 作 業 治 療 学 Ⅱ （ 応 用 Ⅰ ） 1 30 30

精 神 機 能 作 業 治 療 学 Ⅲ ( 応 用 Ⅱ ） 1 30 30

発 達 過 程 作 業 治 療 学 1 30 30

日 常 生 活 活 動 学 1 30 30

日 常 生 活 活 動 学 演 習 1 30 30

高 次 神 経 機 能 障 害 学 1 30 30

義 肢 装 具 学 総 論 1 30 30

義 肢 装 具 学 各 論 1 30 30

作 業 治 療 学 演 習 Ⅰ 2 60 60

作 業 治 療 学 演 習 Ⅱ 2 60 60

作 業 治 療 学 演 習 Ⅲ 2 60 60

作 業 療 法 治 療 学 特 論 Ⅰ 1 30 30

作 業 療 法 治 療 学 特 論 Ⅱ 1 30 30 19単位

地 域 作 業 療 法 学 1 30 30 4単位必修 地域作業療法学

地 域 作 業 療 法 学 演 習 1 30 30

社 会 福 祉 援 助 技 術 論 1 30 30

生 活 環 境 論 1 30 30 4単位

臨 床 実 習 Ⅰ 1 40 40 25単位必修 臨床実習

臨 床 実 習 Ⅱ 8 320 320

臨 床 実 習 Ⅲ 8 320 320

臨 床 実 習 Ⅳ 8 320 320 22単位

小 計 73 0 2380 45 165 235 255 360 500 670 150

必　修 選　択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

合 計 121 6 3565 390 495 475 390 495 500 670 150

４．卒業要件単位数

必 修
基
礎

科学的思考の基盤 ,人間と生活 ,社会の理解 18 21 17

人 体 の 構 造 と 機 能 及 び 心 身 の 発 達 12 12 12

疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進 14 14 14

保健医療福祉とリハビリテーションの理念 7 7 5

基 礎 作 業 療 法 学 12 14 14

作 業 療 法 管 理 学 2 2 2

作 業 療 法 評 価 学 6 6 6

作 業 療 法 治 療 学 19 22 22

地 域 作 業 療 法 学 4 4 4

臨 床 実 習 4 25 25

合 計 98 127 121 124

995865

単　位 開　講
時間数

卒業要件

専
門
基
礎

専
門

単　位 開　講
時間数

分
野

教 育 内 容 科目 単位

科 目

3

選択

2

1

卒業要件単位数

開講期

1年 2年 3年 4年

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

885 820



１年次 ２年次 ３年次 ４年次
解剖学Ⅰ実習 1 30
解剖学Ⅱ実習 1 30
生理学実習 1 30
運動学Ⅰ 1 30
運動学Ⅱ 1 30
運動学実習 1 30
精神医学 1 30
整形外科学Ⅰ 1 30
整形外科学Ⅱ 1 30
リハビリテーション概論 1 30
地域リハビリテーション学 1 30
理学療法概論 1 15
言語聴覚療法概論 1 15
看護学概論 1 15
作業療法概論 1 30
基礎作業学Ⅰ 1 30
基礎作業学Ⅱ 1 30
作業療法セミナーⅠ 1 15
作業療法セミナーⅡ 1 15
作業療法セミナーⅢ 1 15
作業療法セミナーⅣ 1 15
作業療法セミナーⅤ 1 30
作業療法セミナーⅥ 1 30
作業療法セミナーⅦ 2 60
作業療法研究法 1 30
臨床作業療法実践研究 2 60
作業療法管理学Ⅰ 1 30
作業療法管理学Ⅱ 1 30
作業療法評価学総論 1 30
作業療法評価学Ⅰ（身体機能） 1 30
作業療法評価学Ⅱ（身体機能） 1 30
作業療法評価学Ⅲ（身体機能） 1 30
作業療法評価学Ⅳ（精神・認知機能） 1 30
作業療法評価学演習 1 30
臨床作業学 1 30
作業治療学総論 1 30
身体機能作業治療学Ⅰ（中枢神経系） 1 30
身体機能作業治療学Ⅱ（内部障害・筋神経系） 1 30
身体機能作業治療学Ⅲ（筋・骨格系） 1 30
精神機能作業治療学Ⅰ（基礎） 1 30
精神機能作業治療学Ⅱ（応用） 1 30
精神機能作業治療学Ⅲ（応用） 1 30
発達過程作業治療学 1 30
日常生活活動学 1 30
日常生活活動学演習 1 30
高次神経機能障害学 1 30
義肢装具学総論 1 30
義肢装具学各論 1 30
作業治療学演習Ⅰ 2 60
作業治療学演習Ⅱ 2 60
作業治療学演習Ⅲ 2 60
作業療法治療学特論Ⅰ 1 30
作業療法治療学特論Ⅱ 1 30
地域作業療法学 1 30
地域作業療法学演習 1 30
社会福祉援助技術論 1 30
生活環境論 1 30
臨床実習Ⅰ 1 40
臨床実習Ⅱ 8 320
臨床実習Ⅲ 8 320
臨床実習Ⅳ 8 320

実務経験のある教員等による授業科目一覧　作業療法学科　令和2年度から6年度入学生

科目名 単位数 時　　間　　数



基礎科目 1 年次 
 

 

◇英語Ⅰ（文献） 

 ◇英語Ⅱ（英会話） 

◇倫理学 

◇心理学Ⅰ 

◇心理学Ⅱ 

◇教育学 

◇生物学 

◇社会福祉学 

◇統計学 

◇情報科学 

◇基礎力学 

◇ソーシャルスキル論 

◇ボランティア論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業療法学科 



【授業の概要】 【到達目標】

英語Ⅰ（文献）

作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1
オリエンテーション＆Unit 1 前半
 : 手紙文・履歴書の定型、  内容把握

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。手紙文の形式を理解でき
る。

無

 義務教育・中等教育で学んだ英語の読解力を定着さ
せ、更なる発展をはかるため、精読や英文和訳に限ら
ず、大意把握や速読などさまざまな英語リーディング活
動や英語構文把握の練習を行う。医療現場で使われ
ることの多い英語を扱った教材を用いる。

・一定の長さの英語文書に対処する読解力と構文理解
力と語彙力を養成する。

・受け身の読解ではなく、アクティブに読む力を付ける。

担当 上田　由紀子 無
企業等

との連携

2
Unit 1 後半
 : 命令文についての文法問題解釈

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。命令文の形式を理解し、命
令文を作文できる。

3
Unit 2 前半
 : 病気や治療に関する語彙と長文内容把握

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。病気や症状や治療方法に
ついて英語で理解できる。

4
Unit 2 後半
 : 動詞の活用のさせ方

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。状況にあった動詞の形を意
識して、作文できる。

5
Unit 4 前半
 : 身体構造・内臓を説明する語彙と長文内容把握

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。脳と聞き手の仕組みを英語
で理解できる。

6
Unit 4 後半
 : 疑問詞の応用

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。whichを使った疑問文を理
解し、作文できる。

7
Unit 7 前半
 : 症状を説明する語彙と長文内容把握

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。症状を表す語を英語で理解
できる。

8
Unit 7 後半
 : 動名詞についての文法問題演習

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。動名詞を使った文を理解で
きる。

書籍名 著者 出版社

教科書

医療と看護の総合英語(三訂版) 笹島　茂（著）　山﨑　朝子（著） 三修社

参考
図書等

成績評価
方法

1 . 授業参加度(20%)
2 . 宿題等(10%)
3 . 定期試験(70%)

履修上の
注意

教室内で行うリーディングを中心とした言語活動
に積極的に取り組んでください。
・何らかの英和辞書(冊子か電子辞書あるいはス
マホのアプリ)を毎回持参して下さい。

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

会話演習・語彙ゲーム・Mind Game or家系図

英語Ⅱ（英会話）

作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1
Getting acquainted & Family自己紹介・家族：会話演
習・語彙ゲーム・Mind Game or家系図

クラスメートを知る・家族に関する語彙修得・会話の練習

無

初級上から中級の下程度の学習者（英検準2級前後、
TOEIC400点前後）を対象とし、中級の下から中程度の
レベルを目標とする（英検2級程度、TOEIC　500点程
度）。中学校程度の英語を復習しながら、様々な状況
における実用的な英語会話能力を養成する。正確な発
音や文法よりも、コミュニケーション能力の養成を重視
する。読む・書く作業も若干含む。

基本的な自己紹介ができる。日常的なトピックについて
簡単な会話ができる。社会的な事柄や問題について自
分の意見を簡単な英語で述べることができる。

担当 尊田　望 無
企業等

との連携

2
Travel Abroad 海外旅行：会話演習・語彙ゲーム・
Rossword Puzzle (countries and flags)

国名・言語に関する語彙修得・行きたい国について英語紹介
する・海外に関する基礎的な知識を取得し、関心を深める

3
Food & Eating　食べ物と食べること：会話演習・語彙
ゲーム・Restaurant & Menu Game

食べ物に関する語彙修得・飲食物に関する会話をする・英
語のメニューを理解し注文ができる・注文を受ける

4
Movies & Music　映画と音楽：会話演習・語彙ゲーム・
聞き取り

映画や音楽に関する語彙修得・英語が音楽に関する会話を
する・映画や歌を鑑賞し、聞き取り練習をする。

5 Work 仕事：会話演習・語彙ゲーム・職業推測ゲーム
職業に関する語彙修得・バイトや仕事について会話する・職
業名を当てるゲームをしてヒントを英語で与える練習をする

6
Love & marriage　恋愛と結婚：会話演習・語彙ゲーム・
Romance Score Game

恋愛や結婚に関する語彙修得・結婚や恋愛について会話を
する・自分のロマンス度を英語で診断する

7
Culture & places in Japan
日本の文化と地理：会話演習・語彙ゲーム・"Where is
Matt?"

日本の文化と地理に関する語彙修得・日本文化や地理につ
いて会話する日本文化について意見を述べる

8 Global Community 国際社会14:53
地球社会に関する語彙修得・世界の諸事情について会話す
る・地球を一つの共同体として考える感覚を養う

書籍名 著者 出版社

教科書

English Daily Conversation: Meaning, Fluency and
Accuracy
Accuracy

Nozomu Sonda One World International

参考
図書等

成績評価
方法

● 授業内演習 = 25 %  ● 宿題 = 25%  ● プレゼ
ンテーション = 25% ● 期末試験 = 25% 履修上の

注意

　欠席の場合は教官に相談してください。辞書を
持参すること。

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

倫理学

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1 オリエンテーション 生命倫理学の概要を理解し、ルールを確認する

無

近年、科学技術の発展とともに、医療をめぐる技術にも
大きな変化がある。そのような激動の医療現場では、
さまざまな利害が衝突し、また価値を伴う判断を迫られ
ることになる。そのような場合に、判断の根拠となるも
のが「倫理」である。本講では生命や医療にまつわる生
命倫理学の立場からさまざまな医療環境における問題
を考える力を養う。

・医療の歴史が大枠で理解できる

・人権、患者の権利について、歴史的な視点から理解
できる。

・生命倫理学の誕生について理解できる

担当 村瀬　ひろみ 無
企業等
との連携

2 生命倫理学誕生の歴史① 生命倫理学誕生以前の医学について理解する

3 生命倫理学誕生の歴史②
疾病構造の変化が医療にもたらしたインパクトについて理解
する

4 生命倫理学誕生の歴史③ 人権意識の誕生と「患者の権利」について理解する

5 生命倫理学誕生の歴史④ 医療の「負」の歴史について理解する

6 生命倫理学誕生の歴史⑤ 高度先端医療がもたらす倫理課題について理解する

7 インフォームドコンセント インフォームドコンセントとSDMについて理解する

8 チーム医療と倫理 新しい医療者の倫理について理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

プリント配ります

参考
図書等

系統看護学講座・別巻　看護倫理 宮坂道夫ほか 医学書院

成績評価
方法

筆記試験

履修上の
注意

積極的な参加を期待しています

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

心理学Ⅰ

作業 学期 前期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1
心理学とは (心理学の特徴、歴史、データの収集方法)
: レポート➀

心理学の歴史の概要，初期の主要3学派の特徴，基本的な
研究方法について理解し説明できる

無

人のこころを理解する基礎的な視点について学ぶこと
を目的とする。特に、個人差や社会への適応とかかわ
る領域を取り扱う。その際、身近な題材も講義の中に
取り入れることで、心理学を身近なものとして理解し、
臨床現場での対象者の理解に生かせるように学んで
いきます。

・心理学の基礎的な概念や理論について理解し説明が
できる。

・心理学の中でも特に個人差のかかわる領域に関する
概念やその研究方法について理解し説明ができる。

・臨床的な場や日常的なことに関連付けて心理学的な
概念を理解し説明できる。

担当 恒吉　徹三 無
企業等

との連携

2
心の発達➀
 (アタッチメント理論を中心に)

発達の基本的な捉え方，乳児の研究方法，アタッチメントの
基本概念と研究方法おおび個別スタイルの特徴について説
明できる。

3
心の発達②
 (社会的な心：他者との共有）

共同注意，心の理論について理解し説明できる

4
心の発達③
 (エリクソンの理論を中心に) ：レポート②

エリクソンの個体発達分化の図式（漸成的発達論）について
各段階の特徴を理解し説明できる

5
動機づけ
 (動機づけの種類とその意味づけ)

動機づけの概念，行動との関連，動機づけと葛藤について
理解し説明できる（マズローの欲求階層説，自己決定論も含
む））

6
，感情の理論，パーソナリティ理論
 (特性論と因子論およびいくつかのパーソナリティ理論)

・感情の生起メカニズムやその理論，及びパーソナリティ理
論とそ分類について理解し説明できる（特性論と因子論，
ビッグファイブを含む）

7
知能
 (古典的理論と現代的理論) : レポート③

知能の理論と知能の発達段階における特徴について理解し
説明できる（ピアジェの発生的認識論，多重知能理論含む）

8
ストレスとメンタルヘルスケア
 (基本モデルといくつかの理論的立場からの説明)

ストレスの基本的な概念と援助理論の基本的な理論につい
て理解し説明できる（ストレスの発生メカニズム，防衛機制を
含む）

書籍名 著者 出版社

教科書

はじめて出会う心理学(第3版) 長谷川寿一・東條正城・大島尚 他著 有斐閣アルマ

参考
図書等

成績評価
方法

1 . 授業内レポート(30%)
2 . 試験(70%) 履修上の

注意

授業内レポートについて：授業で学んだ内容を，自分が
どの程度説明できるかを確認するための振り返りレ
ポートを3回実施します(平常点:30点＝10点×3回)。加
えて，8回目終了後に試験（70％）を実施します。

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

心理学Ⅱ

作業 学期 後期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1 感覚
心の窓である「感覚」がどのような性質を持っているかを理
解する

無

人間の心の働きを科学的な視点から概観する。特に人
間の知覚的および認知的側面に焦点を当て、我々の
生活場面における心的メカニズムを論考する。

心理学の基礎的な知識と共に、日常生活における
様々な心的営みに対して科学的な観点から考察する
能力を修得することが目的である。

担当 原田　雅史 無
企業等
との連携

2 知覚 人間の知覚における基本的な仕組みを理解する

3 記憶
心理学における記憶の考え方と代表的な知見について理解
する

4 学習・言語 心理学における学習の基礎とその考え方について理解する

5 思考 思考の働きについて理解する

6 脳と心 脳と心の関係について理解する

7 脳と心
動機づけに関する基本的な考え方と代表的な知見について
理解する

8 社会のなかの人
個人と他者や社会との関係をさまざまな角度から考えること
ができる

書籍名 著者 出版社

教科書

はじめて出会う心理学（第3版） 長谷川寿一・東條正城・大島尚他 有斐閣アルマ

参考
図書等

成績評価
方法

試験100％

履修上の
注意

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1 . 提出課題(30%)
2 . 試験(70%)

履修上の
注意

・毎回、ノートをしっかりと取り、その日のうちに復習す
ること。

実務経験
紹介

参考
図書等

適宜紹介

書籍名 著者 出版社

教育の原理と実践 金龍哲・深沢和彦 三恵社

14 「模擬授業」等の医療・福祉・保健分野への応用
行った「模擬授業」と、そのための準備として計画作成した自身の指導案を見つ
め直す。また、他者が行った授業と比較して、どのような改善を加えれば、他者を
学び、成長へと向けられるのかを考察する。

15 まとめと省察・・・グループワーク
本授業全体を振り返り、自身の成長と課題を確認しつつ、省察、自己点検評価の
方法などについて学ぶ。

12 指導案の作成・・・講義、グループワーク
授業の計画書である指導案を作成する過程において、授業を行う者（教師）は何
に配慮して授業を計画しているのか、また、それを踏まえて、授業を受ける側（生
徒）は、どのような態度で授業に参画すればよいかを学ぶ。

13 「模擬授業」をやってみる・・・グループワーク
「模擬授業」を実際に行ってみることで、教えること、思考をゆさぶることのおもし
ろさと難しさを体験する。できるだけ指導案を見ずに授業を行うことで、自分のも
のにしたうえで授業を行うことを実体験する。

10 教育方法の基礎・・・講義
教育には、いくつもの方法、技術が埋め込まれている。そして、それら教育方法
は、時代とともに変容してきた。教育の方法には、いかなるものがあるのか、それ
らは何を意図しているのかについて理解する。

11 授業の構成要素と発問の組織化・・・講義
これまで学校において数多く受けてきた「授業」を、時間、流れ、構成要素、教師
の行為等の面から分析・考察することにより、ものごとの内面、背景、意図を実感
できるようになる。

8
授業についての説明、「教育の方法」を学ぶための
心構えと具体的方法・・・講義

医療分野への応用を意識しながら、教育の分野ではどのような教授方法、学習
支援方法等が用いられているのかについて、基礎的事項を習得する。

9 教師の職務と責任・・・講義、グループワーク
教師の職務と責任を理解するとともに、それを医療分野に応用するために、どの
ような見方、考え方をすればよいのか。また、他者から学習意欲や肯定的な反応
を引き出すにはどうすればよいのかを学ぶ。

6 社会教育のしくみと課題・・・講義
地域社会で行われている教育、学校と社会との連携・融合について学ぶ。コミュ
ニティ・スクールなど、地域の教育力を活かした取り組みについても理解する。

7 進路指導と生徒指導・・・講義、グループワーク
学校の教師が行っている進路指導・生徒指導を、医療関係者に応用しながら、も
のの見方、考え方を高める。

4 教育推進の基本的方向・・・講義
医療・福祉・保健分野における教育の意義、求められている方向性、注意すべき
諸点について学ぶ。

5 学校という制度・・・講義
学校という馴染みのある教育機関について相対化して捉え直すことで、教育の意
味や意義、学校の利点と問題点などを考察する。

3 人間の発達と教育・・・講義、クループワーク
人間の成長・発達は他の動物とどのように違っているのか、人の成長・発達を支
援するとはどのようなことなのかを理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
講義についての説明、アイスブレーキングの技法
・・・講義、グループワーク

授業概要、授業における到達目標、授業計画全体を俯瞰したうえで、個別の授
業の意味や意図を知ろうとする見方を身につける。

企業等
との連携

単位数 2 時間数 30 学年/学科 1年

2 新しい教育課題・・・・講義
変化の激しい時代において、何が現代的な教育課題として生まれ、それに対して
どのような改善策、改革案が考えられているのかを知る。

教科書

科目
区分

基礎 履修形態 必修 科目名 教育学

無

　教育の原理的な面を、教育の意義、人間の発達と教
育、学校教育の課題などから広範に理解することによ
り、教育学の基礎を身につける。
  教育の方法や技能の基礎・基本を、医療現場で働く
者にも求められる重要なスキルとして捉え、教育の方
法や各種技能を身につける。

・医療・福祉・保健分野における教育の意義を理解する。
・人間の発達と可能性に及ぼす教育の影響について理解
する。
・学校教育の課題や制度的変容を理解する。
・医療・福祉・保健分野に応用可能な教育方法の本質と技
法を理解する。
・指導案の作成過程を通して、他者に学習を促す際の要点
を理解する。模擬授業を行うことで授業者としての課題と
改善点を知る。

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 佐々木　司
教員の

実務経験
無



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1 . 授業態度(10%)
2 . レポート(20%)
3 . 確認テスト(70%)

履修上の
注意

高校での生物学及び化学の教科書を使って、生
物学及び化学について復習しておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

系統看護学講座 基礎分野 生物学 高畑 雅一 増田隆一 北田一博 共著 医学書院

教科書

特に定めない。

8 進化と系統分類学
種の概念、進化の実態を理解する。ダーウィン進化論と中立
説について理解する。ヒトを進化の産物として理解する。

書籍名 著者 出版社

6 組換えDNA技術からゲノム編集まで
人工的にタンパク質をつくる、また細胞を改変する技術を理
解する。ゲノムプロジェクトとは何か、また新しいゲノム観を
理解する。

7 受精と発生
多様な受精と発生現象を理解する。発生のしくみを理解す
る。

4 DNAと遺伝子 二重らせん構造とDNA複製機構を理解する。

5 タンパク質はどうやってできるか
生体物質としてのタンパク質の構造と機能を理解する。細胞
でタンパク質がつくられるメカニズムを理解する。

2 細胞分裂と生命の連続性
体細胞分裂のメカニズムと多細胞生物の形成について理解
する。減数分裂と遺伝のメカニズムを理解する。

3 遺伝と遺伝子 多様な遺伝現象と遺伝子の役割を理解する。

1 細胞について 細胞の構造と機能について理解する。

無

生物学は20世紀後半に非常に大きな展開を見せ、今
世紀は生命科学・生物科学の時代といわれるまでに
なった。食料・医療・環境などをめぐる様々な諸問題を
理解し、対処するためには、生物学の基礎知識が必要
である。生命誕生以来現在まで絶えることなく続く生物
の世界の成り立ちと生命活動を支える精妙な仕組みに
ついて、基本的な事柄を中心に解説し、現代生物学の
考え方と基礎知識を習得できるようにする。

・現代生物学の概要を理解する。・専門教育に必須な
生物学の基礎知識を習得する。

担当 山本　芳実 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

生物学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

 期末試験(100%)

履修上の
注意

積極的に授業に参加することを望む。

実務経験
紹介

参考
図書等

適宜紹介

書籍名 著者 出版社

教科書

新・社会福祉とは何か 大久保　秀子　著 中央法規

14
児童福祉から児童家庭福祉へ 児童福祉から児童家庭福祉について理解できる

15
地域共生社会への展望 地域共生社会への展望について理解できる

12
自立支援給付と地域支援事業 自立支援給付と地域支援事業について理解できる

13
少子化の進行と支援政策 少子化の進行と支援政策について理解できる

10
障害者の自立と福祉 障害者の自立と福祉について理解できる

11
障害者の生涯保障の理念 障害者の生涯保障の理念について理解できる

8
介護保険制度の仕組 介護保険制度の仕組について理解できる

9
高齢者の住まいと介護の提供 高齢者の住まいと介護の提供について理解できる

6
高齢者の生活と福祉 高齢者の生活と福祉について理解できる

7
高齢者介護を支える制度 高齢者介護を支える制度について理解できる

4
最低保障と生活保護 最低保障と生活保護について理解できる

5
生活保護の種類 生活保護の種類について理解できる

1 時間数 30 学年/学科 1年

2
社会福祉を支える原理 社会福祉を支える原理を理解できる

3
社会保障の仕組 社会保障の仕組

回数 授業内容 学習目標

1
社会福祉の概念 社会福祉の概念を理解できる

科目
区分

基礎 履修形態 必修 科目名 社会福祉学

無

　「社会福祉の定義」「高齢者の生活と福祉」「障害者
の自立と福祉」「社会福祉の法」、以上の項目を中心
に、社会福祉士としての立場から講義する。

　医療従事者として必要な社会福祉の基礎知識につい
て習得する。

理学・作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 服部　恭弥
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

統計学

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1
統計の話、統計の基礎用語
(平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差)　演習

統計の基本用語を理解し、それらがどのような量であるかの
説明ができる。

無

　看護・福祉・医療の分野においては、データを統計的
に解析する場合が非常に多い。本科目では、講義と演
習を交互に行い、実際の現場で統計学をすぐに活用で
きる力を身につけることを目的とする。本科目では、統
計学を学習するのに必要な基礎知識と統計学の入り
口を学習する。

　統計の基礎用語の概念が説明できる。確率変数、確
率密度関数について説明できる。確率分布の意味が
わかる。分布表を活用できる。点推定の計算ができる。
区間推定の計算ができる。簡単な検定ができる。

担当 内野　英治 無
企業等

との連携

2
確率の基礎
(事象、確率変数、確率密度関数)　演習

統計学は確率論に基盤を置いているため，統計学を理解す
るために必要最低限な確率の基礎を理解する。

3
確率分布
(正規分布、t分布、χ2分布、分布表)  演習

様々な確率分布が存在することを理解すると共に、それらの
確率分布表が読めるようになる。

4 点推定、区間推定　演習
サンプルから全体集団（母集団）の平均値や分散の推定が
でき、また母集団の平均値の範囲が推定できる。

5
検定
(帰無仮説、対立仮説、有意水準、平均値の検定)
 演習

検定の基本概念である帰無仮説、対立仮説が説明でき、ま
た、有意水準の概念および両側検定、片側検定を理解し、
平均値の検定ができる。

6
検定
(平均値の差の検定)    演習

二つの異なる集団間の平均値に有意な差があるかどうかの
検定ができる。

7
検定
(比率の差の検定)    演習

二つの異なる集団間において，ある量の比率に有意な差が
あるかどうかの検定ができる。

8
検定
(適合度の検定)   演習

ある現象が正しい確率で生起しているかの検定（適合度の
検定，χ2検定）ができる。

書籍名 著者 出版社

教科書

統計データ解析 小野瀬　宏 (著) 内田老鶴圃
PT・OTのための統計学入門 渡邉　宗孝　他 三輪書店

参考
図書等

成績評価
方法

試験(100%)

履修上の
注意

特になし。

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

情報科学

作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1 Windowsの操作
パソコンの仕組みとファイルやフォルダの使い方を理解す
る。

無

  コンピュータ初心者を想定したパソコン入門編。おも
にワープロソフト(Word)と表計算ソフト(Excel)の実習を
行う。

・ファイルやフォルダ（ディレクトリ)の概念を理解し、管
理できる。

・Wordを用いた文書の作成ができる。

・Excelの基本的機能(書式設定、基本関数、グラフ)を
使うことができる。

担当 冨田　公治 無
企業等

との連携

2 Word (文書・表) Wordでビジネス文書を作成する。

3 Word (画像・図形) Wordで画像・図形を活用した文書を作成する。

4 Excel (データ入力・数式)
表計算の概要とExcelのデータ入力と数式入力方法を理解
する。

5 Excel (関数・書式) Excelで関数と書式設定を使用して表を作成する。

6 Excel (参照・関数)
表計算ソフトの相対参照と絶対参照を理解する。
基本的な関数を使用する。

7
Excel（グラフ）
Word ・ Excel課題

Excelのグラフ作成方法を理解する。

8 課題提出 課題の遂行と提出

書籍名 著者 出版社

教科書

30時間でマスター  Office2021 実教出版企画開発部 実教出版

参考
図書等

成績評価
方法

毎回の授業態度、出席、課題により総合的に評
価する。
1 . 授業態度、出席(30%)
2 . 課題(70%)

履修上の
注意

・USBメモリが必要だが、初回の授業では持参し
なくてもよい。

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

各自指定された予習・復習に取り組み理解に努
めること。グループ学習には積極的に協調性を
もって取り組むこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

適宜紹介

教科書

基礎運動学　第７版 中村　隆一　他 医歯薬出版

8 身体とてこ②
身体の動作におけるてこの原理を説明できる。
各種のてこが関節や筋力の運動にどのように影響するか説
明できる。

書籍名 著者 出版社

6 仕事と力学的エネルギー
仕事とエネルギーの関係を説明できる。
重心と床反力の関係が理解できる。

7 身体とてこ①
てこの種類を理解できる。
輪軸・滑車がてこの応用であることを理解できる。

4 加速度・ベクトル・モーメント②
筋力や関節反力をベクトルとして表現できる。
モーメントが筋活動に及ぼす影響を理解できる。

5 運動の法則
運動の三法則を理解できる。
運動の法則が日常生活やスポーツにどのように適用される
か説明できる。

2 力学の基礎
身体運動に関与する力を理解する
力学の単位を説明できる。

3 加速度・ベクトル・モーメント①
物体に加わる力と加速度の関係について説明できる。
ベクトルとスカラー量との違いを説明できる。
力が物体の回転運動に与える影響を説明できる。

1
オリエンテーション
リハビリに関わる物理学

講義の目的や意義、流れ、ルールについて理解できる。
物理学をリハビリテーションへ応用する視点を知ることがで
きる。
力学・運動学の定義について理解できる。

無

身体の運動や力学的原則を理解し、リハビリテーション
における物理学の基礎を学ぶ。人の身体の動きを力学
的知識をもとに考え、運動や力の理解を深める。

・力学の基礎知識を習得し、具体的な計算ができる
・身体の運動や力の基本的な仕組みを理解できる
・力学が身体や日常生活の運動にどのように関わるか
を知る

担当 山口　萌 無
企業等
との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

基礎力学

作業 学期 前期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

ソーシャルスキル論

作業 学期 前期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1 コミュニケーションとファシリテーション ファシリテーションに必要なスキルを説明できる

無

「ソーシャルスキル」とは、社会の中で他者と関係を築
いたり、他者と関わり合いながら日常生活を円滑に営
んだりするために必要な、人間関係における知識や技
術のことである。
社会の一員として、よりよい人間関係を主体的、実践
的に構築する方法を演習やグループワークを通して学
ぶ。

①傾聴の技術を身につけ話し合いの目的にあったファ
シリテーションができるようになる。
②自己の特性を知り、人間としての成長に繋げる
③あいさつ、言葉使い、態度など社会に出る上で必要
な接遇の基礎を身につける。
④髪型、服装、化粧など、場面にあった身だしなみを理
解する

担当 神山恵美子　非常勤講師 無
企業等
との連携

2 コミュニケーションとファシリテーション②
グループワークを行い、ファシリテーションの重要性を理解
する

3 エニアグラム エニアグラムを行い自己の特性を知る

4 エニアグラム② エニアグラムを行い自己の特性を知る

5 接遇研修 基本的なマナーや言葉使いを演習を通して身につける

6 接遇研修② 基本的なマナーや言葉使いを演習を通して身につける

7 身だしなみ① 身だしなみとおしゃれの違いを理解できる

8 身だしなみ② 身だしなみとおしゃれの違いを理解できる

書籍名 著者 出版社

教科書

指定図書は定めない

参考
図書等

成績評価
方法

レポート課題　１００％

履修上の
注意

グループワークや演習を行います。積極的な参加
を求めます。

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．課題レポート（１００％）

履修上の
注意

・合格基準は課題レポートが全て期日までに提出
できること
・指定された様式を満たした課題レポートであるこ
と

実務経験
紹介

参考
図書等

適宜紹介

教科書

8 地域でのボランティア活動の実践
地域でのボランティアを実践し、ボランティアの重要性を理解
する。

書籍名 著者 出版社

6 災害のボランティアについて① 災害ボランティアにおける意義と目的について理解する。

7 災害のボランティアについて②
災害ボランティアの演習において、その活動の理解を深め
る。

4 聴覚の障害とボランティアについて① 要約筆記における意義と目的について理解する。

5 聴覚の障害とボランティアについて② 手話における意義と目的について理解する。

2 視覚障害ボランティアについて① 視覚障害者における支援の意義と目的を理解する。

3 視覚障害ボランティアについて② 点字などの演習において、その活動の理解を深める。

1 ボランティアとは ボランティアにおける意義と目的について理解する。

無

１．ボランティアとは何かについて学ぶとともに、障がいを持
たれた方々や被災された方々の思いに耳を傾け、一人の人
間として何ができるかということについて考え行動する姿勢を
養う

２．地域における、様々なボランティア活動の現状を知る

１．ボランティアとは何かについて理解する

２．様々な障がいを持たれた方々や被災者の生活に伴う困
難さと必要な支援について理解する

３．ボランティアとして行動する際に必要な心構えや姿勢につ
いて学ぶ

４．地域で実際にどのようなボランティア活動が行われている
かについて知る

担当 大田　茂臣（非常勤講師） 無
企業等
との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

選択 科目名

講義

教員の
実務経験

ボランティア論

作業 学期 後期 授業形態



専門基礎科目 1 年次 
 

 

◇解剖生理学Ⅰ 

◇解剖生理学Ⅱ 

◇解剖生理学Ⅲ 

◇解剖生理学Ⅳ 

◇解剖学Ⅰ実習 

◇解剖学Ⅱ実習 

◇運動学Ⅰ 

◇運動学Ⅱ 

◇臨床心理学 

◇病理学 

◇医学概論 

◇リハビリテーション概論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業療法学科 



【授業の概要】 【到達目標】

参考
図書等

15 血液型と血液凝固の仕組み 血液型とは何かを理解し、血液凝固の仕組みを理解する

メディカ出版武田裕子編ナーシング・グラフィカ　解剖生理学

履修上の
注意

資料は配るが、自分自身でノートを必ずつくるこ
と。資料はそのための補助にすぎないので、まと
めは自分でする。成績評価

方法
実務経験

紹介

 1 . 授業態度
 2 . 小テスト及び期末試験

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 解剖生理学Ⅰ

教員の
実務経験

無
企業等

との連携
無

作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 村瀬　ひろみ

単位数 1年1 時間数 30 学年/学科

   人間の基本的な体の仕組みを学問する「解剖学・生
理学」を1年間で学習していく。解剖学・生理学を学習
することで今後学んでいく疾病障害についての考え方
の基礎をしっかりと構築する。

・人間を構成している細胞や組織の仕組みを正しく理
解する。

・身体の機能を維持している筋肉・神経・各臓器に働き
を理解する。

・各器官のお互いの関係を学習し、最終的には統合的
に体の仕組みを理解する。

2 基礎知識 その２ 生体を構成する物質 生体を構成する物質の基本的な化学構造について理解する

3 基礎知識 その３ 細胞生理学 細胞やDNAの概略、人体を構成する４つの組織を理解する

1 基礎知識 その１ オリエンテーション 解剖生理学概略 専門用語、単位、ミクロからマクロまでの概略を理解する

6 消化と吸収の概要 消化器について概要を理解する

教科書

14 血液　血液の組成と機能 血液の組成と機能について、主な検査数値とともに理解する

12 呼吸の生理 呼吸運動の生理がわかる

13 呼吸運動の調整と病態 呼吸運動と呼吸調節についての生理が理解できる

8 胃での消化と吸収 胃の構造を理解し、胃の様々な機能について説明できる

9 腸での消化と吸収
腸での消化、主に肝臓、膵臓の役割とともに理解し、三大栄
養素について消化吸収の説明ができる

回数 授業内容 学習目標

書籍名 著者 出版社

系統看護学講座　解剖生理学　人体の構造と機能① 坂井　建雄　著者代表 医学書院

7 口腔内の解剖と機能　嚥下 口腔～咽頭～食道までの構造と機能について理解

4
基礎知識 その４ 細胞生化学（タンパク質合成とATP合
成）

細胞内で行われるタンパク質合成やATP合成について理解
する

5 基礎知識 その５ 水の出納 人体における水の出入りについて簡単に理解する

10 消化のまとめ　消化器官と神経支配
消化器について、内分泌、自律神経系の作用をまとめて理
解できる

11 呼吸器系の構造 呼吸器の概観がわかる



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

中間試験及び期末試験の合計点及び、出席日
数、授業態度により評価する。 履修上の

注意

十分に予習を行い授業に臨むこと。また授業後は
復習を行い次回の授業に備える事。

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

専門基礎分野　解剖生理学　人体の構造と機能１ 坂井建雄・岡田隆夫・宇賀貴紀 医学書院

14
授精と胎児の発生 授精と胎児の初期発生、妊娠中の母体の変化について。

15
成長と老化 小児の成長と老化現象について。

12
男性生殖器とホルモン 男性生殖器の構造とその機能について

13
女性生殖器とホルモン 授精生殖器の構造とその機能について。また性周期とホル

モンの関係について。

10
内分泌ホルモンの働き１ 視床下部・脳下垂体、甲状腺と副甲状腺から分泌されるホ

ルモンについて

11
内分泌ホルモンの働き２ 膵臓、副腎、性腺から分泌されるホルモンについて

8
中間試験 １回から７回までの内容についての中間試験を行う。

9
自律神経による内臓機能の調節 自律神経による内臓機能の調節についての解剖学と調節方

法。

6
排尿路について 排尿路の解剖。尿の貯蔵と排尿調節について。

7
体液の調節 水の出納、脱水と電解質異常について。酸塩基平衡の調

節。

4
血液循環の調節 血液循環の調節（血流と血圧の調節方法）微小循環と循環

器系の病態生理について。

5
腎臓の構造と機能 腎臓の構造と糸球体について。尿細管の構造と機能。

1 時間数 30 学年/学科 1年

2
心臓の拍出機能について 心臓の興奮と伝播。心電図の仕組み、心拍出量と血圧につ

いて。

3
末梢循環系の構造 血管の構造。肺循環と体循環。

回数 授業内容 学習目標

1
心臓の機能と構造 心臓の解剖と弁の仕組み、心臓の血管と神経について

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 解剖生理学Ⅱ

無

人体の構造と機能について、基礎から学習していく。解
剖学及び生理学を学習することで、今後学んでいく疾
患や障害についての基礎を身につける。特に解剖生理
学Ⅱにおいては、心臓の機能、腎臓の機能、ホルモン
や生殖についてなどを中心に学習する。

・人体における血液の循環とその調節について正しく
理解する。　・体液の調節、腎臓の仕組みと尿の生成
についてその働きを理解する。　・ホルモンや自律神経
を用いた内臓機能の教説について理解する。　・生殖と
発生、老化について学ぶ。

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 児玉　順子
教員の
実務経験

無
企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

単位数 2 時間数 45 学年/学科 1年

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 解剖生理学Ⅲ

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

回数 授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

無

医療専門職にとって人体の正常な構造と機能を正しく
理解することは必須である。本授業では、人体の運動
の基礎となる骨、関節、筋の構造と機能について学修
する。

骨の名称や部位、形態的特徴など、骨の構造と機能に
関する基礎知識を習得する。
骨格筋の構造と作用、神経支配など、骨格筋の構造と
機能に関する基礎知識を習得する。
身体各部の関節に関する基礎知識を習得する。

担当 非常勤講師
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

2
頭蓋の骨 頭蓋の構成と骨の形態的特

徴が説明できる 14
上肢の筋③前腕 前腕の筋の起始・停止・作

用・支配神経が説明できる

1
骨格総論 骨格と骨の構造、骨の発

生・成長が説明できる 13
上肢の筋②上腕 上腕の筋の起始・停止・作

用・支配神経が説明できる

4
胸郭の骨 胸郭の構成と骨の形態的特

徴が説明できる 16
下肢の筋①下肢帯 下肢帯の筋の起始・停止・

作用・支配神経が説明でき
る

3
脊柱の骨 脊柱の構成と椎骨の形態的

特徴が説明できる 15
上肢の筋④手 手の筋の起始・停止・作用・

支配神経が説明できる

6
上肢帯・上肢の骨② 前腕・手根・手指の骨の形

態的特徴が説明できる 18
下肢の筋③下腿 下腿の筋の起始・停止・作

用・支配神経が説明できる

5
上肢帯・上肢の骨① 上肢帯・上腕の骨の形態的

特徴が説明できる 17
下肢の筋②大腿 大腿の筋の起始・停止・作

用・支配神経が説明できる

8
下肢帯・下肢の骨② 下腿・足根・足部の骨の形

態的特徴が説明できる 20
体幹の筋①頭部頚部 頭頚部の筋の起始・停止・

作用・支配神経が説明でき
る

7
下肢帯・下肢の骨① 下肢帯・大腿の骨の形態的

特徴が説明できる 19
下肢の筋④足 足の筋の起始・停止・作用・

支配神経が説明できる

10
関節と靱帯②各論 身体各部の骨の連結が説

明できる 22
体幹の筋③体幹後面 体幹後面の筋の起始・停

止・作用・支配神経が説明で
きる

9
関節と靱帯①総論 関節の構造と機能が説明で

きる 21
体幹の筋②胸部腹部 胸腹部の筋の起始・停止・

作用・支配神経が説明でき
る

12
上肢の筋①上肢帯 上肢帯の筋の起始・停止・

作用・支配神経が説明でき
る

書籍名 著者 出版社

11
筋学総論 骨格筋の構造と収縮機構が

説明できる 23
まとめ 授業全体を通した内容のま

とめができる

教科書

標準理学療法学・作業療法学[専門基礎分野]　解剖学 野村 嶬（編） 医学書院
系統看護学講座 人体の構造と機能[1] 解剖生理学 坂井建雄（編） 医学書院

成績評価
方法

１．授業内の確認テスト（10%）
２．期末試験（90%）

履修上の
注意

・タブレットを持参すること。
・授業終わりに確認テストを配布する。次の授業
前までに問題を解いておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．授業内の確認テスト（10%）
２．期末試験（90%）

履修上の
注意

・タブレットを持参すること。
・授業終わりに確認テストを配布する。次の授業
前までに問題を解いておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

系統看護学講座 人体の構造と機能[1] 解剖生理学 坂井建雄（編） 医学書院
標準理学療法学・作業療法学[専門基礎分野]　解剖学 野村 嶬（編） 医学書院

12
末梢神経系③脳神経Ⅰ〜
Ⅵ

脳神経（Ⅰ〜Ⅵ）の種類
と機能が説明できる

書籍名 著者 出版社

11
末梢神経系②脊髄神経（下
肢）

脊髄神経（下肢）の種類
と機能が説明できる 23

まとめ 授業全体を通した内容のま
とめができる

10
末梢神経系①脊髄神経（上
肢・体幹）

脊髄神経（上肢・体幹）の
種類と機能が説明できる 22

体表解剖 体表面から骨格を触知で
きる

9
神経伝導路②下行性神経
路

下行性神経路の経路と
機能が説明できる 21

感覚器系⑤痛み 痛みの伝導路とメカニズ
ムが説明できる

8
神経伝導路①上行性神経
路

上行性神経路の経路と
機能が説明できる 20

感覚器系④味覚と嗅覚 味覚・嗅覚の概要が説明
できる

7
中枢神経系⑤大脳基底核 大脳基底核の構造と機

能が説明できる 19
感覚器系③耳の構造と聴
覚・平衡覚

耳の構造と聴覚・平衡覚
の概要が説明できる

6
中枢神経系④大脳皮質 大脳皮質の構造と機能

が説明できる 18
感覚器系②目の構造と視覚 目の構造と視覚の概要が

説明できる

5
中枢神経系③間脳と大脳半
球

間脳・大脳半球の構造と
機能が説明できる 17

生体の防御機構 免疫のメカニズムが説明
できる

4
中枢神経系②脳幹と小脳 脳幹・小脳の構造と機能

が説明できる 16
感覚器系①皮膚と体性感覚 皮膚の構造と機能が説明

できる

3
中枢神経系①脊髄 脊髄の構造と機能が説

明できる 15
体温調節 体温に関する基礎知識が

説明できる

2
興奮の伝導と伝達 神経系における興奮の伝

達・伝導が説明できる 14
自律神経系 交感神経・副交感神経の

経路と機能が説明できる

1
神経系総論 神経系の構成、ニューロ

ンの構造が説明できる 13
末梢神経系④脳神経Ⅶ〜
Ⅻ

脳神経（Ⅶ〜Ⅻ）の種類と
機能が説明できる

授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

無

医療専門職にとって人体の正常な構造と機能を正しく
理解することは必須である。本授業では人体における
情報伝達の基礎となる神経系、感覚器系の構造と機
能について学修する。併せて、生体の防御機構や恒常
性維持に必要な体温調節についても学ぶ。

中枢神経系、末梢神経系、自律神経系の構造や機能
に関する基礎知識を習得する。
感覚器系の構造と機能に関する基礎知識を習得する。
生体の防御機構と体温調節に関する基礎知識を習得
する。	

担当 非常勤講師
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 2 時間数 45 学年/学科 1年

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 解剖生理学Ⅳ

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態 講義



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 解剖学Ⅰ実習

無

１.解剖生理学で人体の各系統を学習したことを
　基盤に、運動に直接関与する骨格系・筋肉系・
　神経系について学ぶ。
２.演習を通して、標本観察や作図、体表より
　骨を触診する術を学ぶ。

１.標本観察や作図を通し、各骨の位置関係を
　理解できる。
２.体表より触診できる骨部位について、触診術を
　知り、触診の手順を説明でき、触診できる。

作業 学期 前期 授業形態 演習

担当 徳若　雅之
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2
骨学　標本観察と作図
胸骨、肋骨、鎖骨、肩甲骨

胸骨、肋骨、鎖骨、肩甲骨について骨標本で確認後、作図
する。また、骨部位を教科書を使用し理解する。

3
骨学　標本観察と作図
上腕骨、橈骨、尺骨、手

上腕骨、橈骨、尺骨、手について骨標本で確認後、作図す
る。また、骨部位を教科書を使用し理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
骨学　標本観察と作図
椎骨（頸椎、胸椎、腰椎、仙骨）

椎骨について骨標本で確認後、作図する。また、骨部位を教
科書を使用し理解する。

6
骨学　標本観察と作図
頭蓋骨

頭蓋骨について骨標本で確認後、作図する。また、骨部位を
教科書を使用し理解する。

7
骨学　触察
椎骨（頸椎、胸椎、腰椎、仙骨)

椎骨について骨標本で確認後、触察法について理解する。

4
骨学　標本観察と作図
寛骨、大腿骨

寛骨、大腿骨について骨標本で確認後、作図する。また、骨
部位を教科書を使用し理解する。

5
骨学　標本観察と作図
脛骨、腓骨、膝蓋骨、足

脛骨、腓骨、膝蓋骨、足について骨標本で確認後、作図す
る。また、骨部位を教科書を使用し理解する。

10
骨学　触察
上腕骨、橈骨、尺骨

上腕骨、橈骨、尺骨について骨標本で確認後、触察法につ
いて理解する。

11
骨学　触察
手

手について骨標本で確認後、触察法について理解する。

8
骨学　触察
胸骨、肋骨

胸骨、肋骨について骨標本で確認後、触察法について理解
する。

9
骨学　触察
鎖骨、肩甲骨

鎖骨、肩甲骨について骨標本で確認後、触察法について理
解する。

14
骨学　触察
脛骨、腓骨、膝蓋骨、足

脛骨、腓骨、膝蓋骨、足について骨標本で確認後、触察法に
ついて理解する。

15
骨学　触察
頭蓋骨

頭蓋骨について骨標本で確認後、触察法について理解す
る。

12
骨学　触察
寛骨、大腿骨

寛骨、大腿骨について骨標本で確認後、触察法について理
解する。

13
骨学　触察
大腿骨

大腿骨について骨標本で確認後、触察法について理解す
る。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準理学療法学・作業療法学　解剖学 編　野村　嶬 医学書院
改訂第2版　運動療法のための機能解剖学的触診技術（上肢） 監　青木隆明 メジカルビュー

成績評価
方法

１.スケッチ課題（２０％）
２.試験（筆記３０％、実技５０％）
※定期試験で既定の点数に満たない場合は
　定期試験に再試験を実施する。

履修上の
注意

・身だしなみを整えて授業に臨むように努めること。
・授業準備・片づけは全員で協力して実施すること。
・定期試験（筆記1回、実技１回）の合格基準はそれぞ
れ６割以上とする。

実務経験
紹介

作業療法士として整形外科領域で16年の実務経験。当
学院入職後もクリニック、スポーツ現場で臨床継続。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 解剖学Ⅱ実習

無

１.解剖生理学で人体の各系統を学習したことを
　基盤に、運動に直接関与する骨格系・筋肉系・
　神経系について学ぶ。
２.演習を通して、体表より筋を触診する術を学ぶ。

１. 体表より触診できる筋について、触診術を
 　知り、触診の手順を説明でき、触診できる。
２. 体表より触診できる筋について、起始・
　 停止・作用・神経支配を説明できる。

作業 学期 後期 授業形態 演習

担当 徳若　雅之
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2
筋学　触診
(肩～肘）

肩から肘の筋における触察法について理解する。

3
筋学　触診
（肩～肘）

肩から肘の筋における触察法について理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
筋学　触診
(頸部）

頸部の筋における触察法について理解する。

6
筋学　触診
（手～手指）

手から手指の筋における触察法について理解する。

7
復習
（1～6について）

頸部・肩・肘・手・手指の筋における触察法について復習を
する。そして触察法の手技について理解を深める。

4
筋学　触診
（手～手指）

手から手指の筋における触察法について理解する。

5
筋学　触診
（手～手指）

手から手指の筋における触察法について理解する。

10
筋学　触診
（臀部）

臀部の筋における触察法について理解する。

11
筋学　触診
（大腿～下腿）

大腿から下腿の筋における触察法について理解する。

8
復習
（1～6について）

頸部・肩・肘・手・手指の筋における触察法について復習を
する。そして触察法の手技について理解を深める。

9
筋学　触診
（臀部）

臀部の筋における触察法について理解する。

14
復習
（9～12について）

臀部・大腿・下腿の筋における触察法について復習をする。
そして触察法の手技について理解を深める。

15
復習
（1～12について）

全範囲における触察法について復習をする。そして触察法
の手技について理解を深める。

12
筋学　触診
（大腿～下腿）

大腿かた下腿の筋における触察法について理解する。

13
復習
（9～12について）

臀部・大腿・下腿の筋における触察法について復習をする。
そして触察法の手技について理解を深める。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準理学療法学・作業療法学　解剖学 編　野村　嶬 医学書院
改訂第2版　運動療法のための機能解剖学的触診技術（下肢・体幹） 監　青木隆明 メジカルビュー

成績評価
方法

２.確認試験（１０％）
３.定期試験（筆記４０％、実技５０％） 履修上の

注意

・身だしなみを整えて授業に臨むように努めること。
・授業準備・片づけは全員で協力して実施すること。
・定期試験（筆記1回、実技１回）の合格基準はそれぞ
れ６割以上とする。

実務経験
紹介

作業療法士として整形外科領域で16年の実務経験。当
学院入職後もクリニック、スポーツ現場で臨床継続。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1.定期試験
中間試験50％（授業計画1～7に対して）

　　期末試験50％（授業計画8～15に対して）
2.小テスト：加点対象
平均80点以上5点・70点以上：4点・60点以上：3点
　50点以上2点・40点以上：1点

3.事前課題：加点対象　提出ごとに1点

履修上の
注意

・身体を動かしながらの学習もあるため、協調性を持
ち、積極的に活動に参加すること。
・定期試験（中間・期末）の合格基準はそれぞれ６割以
上とする。

実務経験
紹介

作業療法士として整形外科領域で16年の実務経験。当
学院入職後もクリニック、スポーツ現場で臨床継続。

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

基礎運動学　第7版 中村隆一・斎藤宏 医歯薬出版

14
上肢帯・上肢の構造と運動について⑨
（手指の構造と運動）

手指の構造と運動について理解する。

15
上肢帯・上肢の構造と運動について⑩
（手指の構造と運動）

手指の構造と運動について理解する。

12
上肢帯・上肢の構造と運動について⑦
（手関節の構造）

手関節の構造について理解する。

13
上肢帯・上肢の構造と運動について⑧
（手指の構造と運動）

手指の構造と運動について理解する。

10
上肢帯・上肢の構造と運動について⑤
（肘関節・前腕の構造と運動）

肘関節・前腕の構造と運動について理解する。

11
上肢帯・上肢の構造と運動について⑥
（手関節の構造）

手関節の構造について理解する。

8
上肢帯・上肢の構造と運動について③
（肩甲帯・肩関節の構造と運動）

肩甲帯・肩関節の構造と運動について理解する。

9
上肢帯・上肢の構造と運動について④
（肘関節・前腕の構造と運動）

肘関節・前腕の構造と運動について理解する。

6
上肢帯・上肢の構造と運動について①
（肩甲帯・肩関節の構造と運動）

肩甲帯・肩関節の構造と運動について理解する。

7
上肢帯・上肢の構造と運動について②
（肩甲帯・肩関節の構造と運動）

肩甲帯・肩関節の構造と運動について理解する。

4
筋・腱・靭帯の構造と機能について① 筋・腱・靭帯の構造と機能について理解する。

（基本構造、機能、筋収縮の様態、作用、筋張力と筋長）

5
筋・腱・靭帯の構造と機能について② 筋・腱・靭帯の構造と機能について理解する。

（基本構造、機能、筋収縮の様態、作用、筋張力と筋長）

1 時間数 30 学年/学科 1年

2
骨・軟骨の構造と機能について 骨・軟骨の構造と機能について理解する。

（分類、基本構造、機能、構成成分、リモデリング）

3
関節の構造と機能について 関節の構造と機能について理解する。

（分類、基本構造、機能）

回数 授業内容 学習目標

1
身体運動の面と軸および関節運動の名称について 身体運動の基礎となる運動面および軸について理解する。

身体の大まかな関節における運動方向について理解する。

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 運動学Ⅰ

無

１.人間の身体がどう機能し、動くかに焦点をあて、普段
何気なく動かしている自分たちの身体について運動
方向やその運動のおこる軸や面など基本的な動きの
捉え方を学ぶ。
２.運動を起こす力源である筋肉の走行や位置につい
て学習する。
３.上肢帯、上肢の運動を学習する。

１.動作における運動面と軸について知る。
２.関節運動をテコの原理により説明でき、力をベクトル
として説明できる。
３.骨、筋腱、関節構造など運動器の基本的な知識
を知る。
４.上肢帯と上肢の解剖、運動に伴う筋を知る。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 徳若　雅之
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 運動学Ⅱ

無

１.脊柱、体幹の運動を学習する。
２.下肢帯と下肢の運動を学習する。
３.姿勢、歩行・走行について学習する。

１.脊柱、体幹の解剖、運動に伴う筋を知る。
２.呼吸の仕組み、作用する筋について知る。
３.下肢帯と下肢の解剖、運動に伴う筋を知る。
４.姿勢と重心の関係について知る。
５.歩行周期、歩行・走行に伴う筋活動について知る。

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 徳若　雅之
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2
脊柱と体幹の構造と運動について②
（頸部の構造と運動）

頸部の構造と運動について理解する。

3
脊柱と体幹の構造と運動について③
（胸部の構造と運動）

胸椎、胸郭の構造と運動について理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
脊柱と体幹の構造について①
（構造と役割）

脊柱と体幹の構造、役割について理解する。

6
下肢帯と下肢の構造と運動について①
（股関節の構造）

股関節の構造について理解する。

7
下肢帯と下肢の構造と運動について②
（股関節の運動）

股関節の運動について理解する。

4
脊柱と体幹の構造と運動について④
（腰部の構造と運動）

腰部、骨盤の構造と運動について理解する。

5
呼吸の仕組みと作用する筋について 呼吸の仕組み、呼気・吸気に作用する筋について理解する。

10
下肢帯と下肢の構造と運動について⑤
（足関節と足趾の構造と運動）

足関節と足趾の構造と運動について理解する。

11
下肢帯と下肢の構造と運動について⑥
（足関節と足趾の構造と運動）

足関節と足趾の構造と運動について理解する。

8
下肢帯と下肢の構造と運動について③
（膝関節の構造）

膝関節の構造について理解する。

9
下肢帯と下肢の構造と運動について④
（膝関節の運動）

膝関節の運動について理解する。

14
正常歩行について②
（歩行と筋活動、歩行と走行）

歩行時の下肢筋筋活動について理解する。また、歩行と走
行の違いについて理解する。

15
異常歩行について
（観察の視点、疾患別異常歩行）

異常歩行についての観察の視点、歩行パターンについて理
解する。

12
姿勢について（重心と重心線、立位姿勢について） 重力環境下で姿勢を保持するために必要な一要素となる重

心と重心線理解する。

13
正常歩行について①
（歩行周期、距離因子、時間因子）

正常歩行における歩行周期、距離因子、時間因子について
理解する。

書籍名 著者 出版社

教科書

基礎運動学　第6版 中村隆一・斎藤宏 医歯薬出版

成績評価
方法

1.定期試験
　　中間試験50％（授業計画1～7に対して）
　　期末試験50％（授業計画8～15に対して）
2.小テスト：加点対象
　　平均80点以上5点・70点以上：4点・60点以上：3点
　　　　　50点以上2点・40点以上：1点
3.事前課題：加点対象　提出ごとに1点

履修上の
注意

・身体を動かしながらの学習もあるため、協調性を持
ち、積極的に活動に参加すること。
・定期試験（中間・期末）の合格基準はそれぞれ６割以
上とする。

実務経験
紹介

作業療法士として整形外科領域で16年の実務経験。当
学院入職後もクリニック、スポーツ現場で臨床継続。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 臨床心理学

無

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 桒原　郁子
教員の
実務経験

無
企業等
との連携

単位数

6

7

4

5

1 時間数 30 学年/学科 1年

2

3

回数 授業内容 学習目標

1

臨床心理学とは何かを教科書で学び、病者や家族の
心理・援助の実際についてビデオや資料を用いて学
ぶ。

・人間の精神世界について知り、人間の行動の背景に
ある思いへの理解を深める。
　・患者、家族の闘病生活の一部を知ることにより、実
際の接し方についての理解を深める。
　・テーマごとの資料から他者の考えに触れることによ
り、物事を多面的に捉える力を身につける。
　・自分の考えをまとめ、他者に伝える力を育てる。

ビデオ・資料：病気を持つ子ども達の心理について
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

心理援助の基礎を学ぶ-人格理論

10

11

8

9

ビデオ・資料：ALS患者と家族の実際
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

心理援助の方法を知る-心理療法Ⅰ 心理療法について理解を深める

ビデオ・資料：発達障害について
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

対象を理解する-心理アセスメント：人格検査・その他
の心理検査

人格検査等の目的や概要について理解する

14

15

12

13

ビデオ・講義：がん看護の実際
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

講義・ビデオ・資料：終末期訪問医療の実際
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

ビデオ・資料：認知症介護の実際
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

心理援助の方法を知る-心理療法Ⅱ 心理療法について理解を深める

書籍名 著者 出版社

教科書

心とかかわる臨床心理　第3版 ナカニシヤ出版

１．授業態度・ビデオ視聴感想文（４０％）
２．確認テスト（６０％）

履修上の
注意

・1コマ目は教科書に沿った授業を行い、2コマ目はビデオを視
聴した後、感想文を書く
・感想文が評価の対象となるので必ず提出すること
・毎回出される感想文のまとめ、新聞資料には目を通しておく
こと

実務経験
紹介

人格理論について理解する

臨床心理学とは 臨床心理学の概要・定義について理解する

ビデオ・資料：児童虐待について
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

対象を理解する-心理アセスメント：知能検査・発達検
査

知能検査や発達検査等のそれぞれの目的や概要について
理解する

ビデオ・資料：出生前診断について
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

心理援助の基礎を学ぶ-発達理論 発達理論について理解する

成績評価
方法

参考
図書等

ビデオ感想文のまとめ資料とテーマごとの新聞資料



【授業の概要】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 病理学

無

・病理学は、医学・医療において「基礎」と「臨床」の境界領域に位置
する学問であり、疾病に関する「何(what)」と「なぜ(why)」を追及する

学問であり、科学としての医学・医療(≒EBM)の基礎となる学問であ

る。
　この講義では、疾病一般に関する捉え方の基本としての「病理学
総論」を中心に説明し、疾病現象を理解するために必要な基本概念
や基本用語を体系的に説明するとともに、common diseaseについて
の基本的知識についての学習の機会を提供する。

リハビリテーションは障害を軽減させ、残存能力を高め、社会への
再適応を促進する目的で展開されるものであり、疾病の「三次予防」
として位置づけられる。

　これを適時・的確に行うには、正常状態での構造や機能（解剖・生
理）の知識の基盤の上に、障害発生に関連する疾病について体系
的に理解し、基本事項を身につけておくことは必要であると同時に有
用なものであるからである。

【到達目標】
・病理学総論に関連して、疾病に共通する現象や疾病に関する基本
概念・基本用語について体系的に理解し、記憶し、説明できる。

・病理学各論に関して、代表的な疾患（副読本で取り上げている約
50の疾患についての基本事項を病理総論と関連づけながら体系的
に理解し、記憶し、簡潔に説明できる。

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 森本　宏志
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2
病とは何か。医学・医療における病理学の位置づけ。病因論と
EBM・・・科学としての医学・医療、研究法と倫理的制約・限界

疾病と健康の定義と関係について説明できる。病理学の医学体系
上の位置づけ、病理学の体系（総論各論）について説明できる。

3 病因分類、疾病の基本分類と病理総論体系
EBMと病理学の関係について説明できる。病因分類および疾病の
基本分類と病理総論体系を生命の定義に関連づけて説明できる。

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション（講義の進め方と目標、課題について、単
位認定試験について等）。病理学の体系について

この病理学講義の目標や講義の進め方、評価方法について理解
できる。各自が病理学を学ぶことの意義について確認できる。

6 循環障害（１）：局所の循環障害（１）
循環障害の体系上の位置づけを説明できる。循環系の略図が描
ける。充血、うっ血、出血、血栓症、塞栓症について説明できる。

7 循環障害（２）：局所の循環障害（２）、全身性循環障害
虚血、梗塞、側副循環の障害について説明できる。血栓症の原因
とDICの関連が説明できる。ショックについて説明できる。

4
疾病の基本プロセス（侵害刺激と生体の基本的反応）（１）
：萎縮と肥大、化生と変性

侵害刺激の例として酸素の欠乏と過剰への生体の反応を説明でき
る。侵害刺激に対する反応の全体構造を説明できる。

5
疾病の基本プロセス（侵害刺激と生体の基本的反応）（２）
：壊死、組織の修復と再生、治癒

疾病と病変の区別、基本病変である萎縮、肥大、変性、壊死と関連
病変、および組織の修復・再生治癒について説明できる。

10
炎症と免疫（３）
：移植、再生医療

移植と再生医療とその課題について、免疫の基本性質と関連づけ
て説明できる。

11 代謝障害
代謝障害の体系上の位置づけを説明できる。代謝障害に該当する
基本疾患の例を挙げることができる。

8
炎症と免疫（１）
：炎症と免疫の関係、炎症の基本過程と炎症の形態的分類

生体防御反応としての炎症と免疫の関係を説明できる。炎症の基
本過程と炎症の形態的分類を関連づけて説明できる。

9
炎症と免疫（２）
：免疫と免疫の異常（免疫不全、アレルギー、自己免疫疾患）

免疫の基本的性質と疾患の関係について説明できる。免疫の異常
としての免疫不全、アレルギーとその分類について説明できる。

14 腫瘍（１）
腫瘍の定義について説明できる。腫瘍の本質と遺伝子異常の関係
について説明できる。腫瘍の性質と分類について説明できる。

15 腫瘍（２）、腫瘍と感染症の関係
腫瘍のライフサイクルについて説明できる。腫瘍の診断と治療につ
いて概要を説明できる。腫瘍を感染症と比較して説明できる。

12
先天異常と遺伝子の異常（１）
：先天異常と遺伝子異常の関係

先天異常と遺伝子異常の関係を説明できる。個体発生と先天異常
の分類、及び催奇形因子の影響程度の違いを説明できる。

13 先天異常と遺伝子の異常（２）
遺伝子の異常について、保因者頻度、顕性と潜性、優性と優生の
違い、遺伝子多様性保護の意義等について説明できる。

書籍名 著者 出版社

教科書

【主】　系統看護学講座　専門基礎 大橋　健一 / 矢澤　徹 /
　疾病のなりたちと回復の促進[1]　病理学　第6版 藤原　正親 / 柴原　純二 （著） 医学書院
【副】　学生のための疾病論

成績評価
方法

1．期末試験(100%)
2．出席（期末試験受験資格としてのみ評価）
3．各回課題(０％:各回の出席の証拠として評価
　 するが、最終成績の点数へは反映させない
 （形成的評価）。

履修上の
注意

・毎回の授業開始後５分、終了前５分で小テスト、
振り返りアンケートを行いその提出で出席確認と
する。

実務経験
紹介

参考
図書等

　人間が病気になるということ(第2版) 井上　泰 （著） 医学書院

人体の構造と機能（第4版） エレインN．マリープ（著）



【授業の概要】 【到達目標】

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

無
企業等
との連携

医学概論

単位数 1 時間数 15 学年/学科 理学・作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

1 オリエンテーション
医療を実践するうえで、重要な概念の基礎事項について理
解する。

無

　医療を実践するうえで、重要な概念である、コミュニ
ケーション、多職種連携、レポートの記載、研究不正、
倫理観などの基本について概説する。倫理観について
は、単に日本国内にとどまらず、国際的な視野に立っ
た倫理観について概説する。

・リハビリテーション医学における、コミュニケーションと
レポートの記載、多職種連携の実践方法について理解
する。　　　　　　・国際的な視野に立った倫理観を理解
する。

担当 非常勤講師（百渓　江、西本　新）、小林　誠

2 コミュニケーション コミュニケーションの方法やその重要性を理解する。

3 レポートの書き方・読みやすい文書の書き方
レポートの書き方・読みやすい文書の書き方を学び、実践し
て今後のレポート作成に活かす。

4 多職種連携
医療分野における多職種連携の内容やその重要性を理解
する。

5 日本の現状と欧米型倫理観

倫理観・倫理基準は文化や時代、社会背景により変化するもので
ある。なぜ、そのような倫理観が求められているのか、また、相対
的に非倫理的な行動に出る人がいるのかの理解を深めるために、
日本及び海外、特に欧米の文化社会的背景について学ぶ。

6 日本の研究不在の現状と背景
第一回　「日本の現状と欧米型倫理観」の後半から引き継
ぎ、医学分野における日本の研究不在の現状の紹介と研究
不正が横行する理由についての考察を行う。

7 医療従事者にはなぜ高い倫理観が求められるのか
第二回　「日本の研究不正の現状と背景」を入り口に、医療
従事者になぜ高い倫理観が求められるのかについてぁン替
え、利益相反の観点から議論を行う。

8 総まとめ
医学概論の講義で学んだ知識が、どのように実臨床と関連
するのか、総復習する。

書籍名 著者 出版社

教科書

必要な資料は、適宜配布する。

参考
図書等

成績評価
方法

１．授業態度・参加度（30％）
２．最終レポート（70％） 履修上の

注意

積極的に授業に参加すること。

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

・講義への参加内容・課題（40％）：
　講義中の発言やアクティブラーニングへの取り
組み、課題の評価など
・定期試験（60％）：試験結果
　定期試験で6割を満たさない場合は再試の可能
性があります

履修上の
注意

・事前学習として講義内容に該当する教科書の部
分に関して予習することを望む
・講義は3学科共通で行うため、積極的な参加、共
同が行えることを望む

実務経験
紹介

理学療法士として医療機関において、急性期・回
復期などの実務経験22年あり。

参考
図書等

【参考図書】
リハビリテーション概論　改定第4版 田島　文博 永井書店

書籍名 著者 出版社

教科書

はじめての講義　リハビリテーション概論のいろは 川手　信行 南江堂

14
関連法規について 医療法、理学療法士及び作業療法士法等の法規について

理解できる。

15
関連法規について　概論まとめ 関連法規について復習するとともに、概論全体を通してまと

め、理解を深める。

12
事例に基づいた障害像の理解（演習） 障害を持ちながら自立した生活を送られている方に講演い

ただくことを通して、障害像について考えることができる。

13
生活を支える仕組み　社会保障制度 社会福祉、医療保健制度について理解できる。

10
在宅医療と在宅福祉　社会参加とリハビリテーション 地域リハビリテーションについて理解することができる。

11
少子高齢化社会とリハビリテーション 高齢者施策、少子化対策、健康増進について理解すること

ができる。

8
医療の中での多職種の連携（演習） チーム医療、多職種連携などについて理解できる。

9
ADL、QOLの概念と評価 ADL、QOLに関して知り、評価も含めて説明することができ

る。

6
リハビリテーションの諸段階 医学的・職業的・社会的・教育的のリハビリテーションの段階

について理解できる。

7
リハビリテーションに関わる専門職種 リハビリテーション専門職のそれぞれの役割について理解で

きる。

4
障害者の心理と障害受容 障害受容の過程を理解し、考えることができる。

5
インフォームド・コンセントと障害受容 インフォームド・コンセントの概念を理解し、障害受容につい

て考えることができる。

2 時間数 30 学年/学科 1年

2
リハビリテーションの概念・理念・定義 リハビリテーションの概念やノーマライゼーションの考え方に

ついて理解できる。

3
健康と疾病とICF・ICIDH 障害分類について理解し、説明できる。

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション　日本の現状 講義の進め方について理解できる。日本の状況、法律等に

ついて理解できる。

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 リハビリテーション概論

無

　生活の中で疾病や加齢の影響など、生活に制限を有
することは、誰しも可能性のあることです。リハビリテー
ションはその制限（障害）に対して身体的機能を回復す
るための支援をするだけでなく、人間らしく生きる権利
を回復することに寄与する役割を担います。本科目で
は、リハビリテーションの基本概念や歴史、リハビリ
テーションが関わる領域などについて学習します。さら
に、法的制度や多職種連携といった役割を担うために
必要な知識も学ぶことを目的とします。

・リハビリテーションに関連する用語を理解し、説明でき
る。
・保健医療福祉とリハビリテーションについて理解し、
説明できる。
・リハビリテーション専門職として、対象者に接する心を
身に着けることができる。
・専門職として多職種との連携について、チーム医療
の概念について説明することができる。
・自らの専門職としての業務、職域などを理解し、説明
することができる。

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 楫野　允也
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



専門科目 1 年次 

◇作業療法概論

◇基礎作業学Ⅰ

◇作業療法セミナーⅠ

◇作業療法セミナーⅡ

◇作業療法評価学総論

◇作業療法評価学Ⅰ

◇作業治療学総論

◇日常生活活動学

作業療法学科 



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法概論

無

作業療法を学ぶ上で基本となる、作業療法の歴史とそ
の定義、作業療法の展開とその過程、専門職種として
の職業倫理を理解する。

・リハビリテーションの歴史、OTの役割を説明できる。
・日本の医療・介護保険制度について説明できる。
・作業療法の定義、歴史について説明できる。
・作業療法の領域と対象、その過程について説明でき
る。
・作業療法における評価の意義について説明できる。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 濱本　尊博
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2 人の生活と作業
作業の意味、範囲、分類を説明できる。生活の中での作業を分析できる。
作業の理論的背景、生活分析や作業評価を理解できる。

3 作業療法に関連する医療・介護保険制度
日本の保険制度を理解できる。諸外国と比較し、日本の特徴を理解でき
る。保険制度の中で、OTの果たす役割を理解できる。

回数 授業内容 学習目標

1 リハビリテーションとは
国内外のリハビリテーションの歴史や分類を理解し説明できる。リハビリ
テーション専門職を理解し、役割や必要な能力を説明できる。

6 作業療法の基本的な枠組み
OTの役割について説明できる。リハ専門職の定義を理解し、説明できる。
作業療法の目的、構成要素、ICFの関係性について説明できる。

7 作業療法の対象領域と疾患
作業療法の対象、病期、対象領域、主な疾患、実践する場所、他部門との
協働、チーム医療、他職種連携について理解できる。

4 社会構造と作業療法
ICIDHがICFに移行した理由と両者の違いを理解できる。少子高齢化がもた
らす危惧について説明できる。

5 障害者の生活と自立
障害者の自立生活運動と障害学について理解できる。障害者の自立生活
の実際や法制度を理解し、そこから導かれるOTの役割を説明できる。

10 作業療法の実際（2）維持期・在宅
維持期・在宅における対象者の特徴を理解できる。維持期・在宅における
作業療法士の役割を理解できる。

11 作業療法の実際（3）福祉施設
リハビリテーションと作業療法における医療と福祉の連携を理解できる。多
職種連携の重要性を理解できる。

8 作業療法の歴史と理論
作業療法の歴史と様々な理論体系の概略を理解できる。作業療法の歴史
的な出来事、全体を説明する主な理論を説明できる。

9 作業療法の実際（1）急性期・回復期
急性期・回復期における対象疾患を理解できる。急性期・回復期における
作業療法の目的と内容を理解できる。

14 作業療法における評価の意義（2）こころ編
精神科領域の作業療法における評価の流れ、ポイント、手段、注意点につ
いて理解できる。

15 求められる作業療法士とは
作業療法を行う際のリーズニングについて理解し説明できる。OT養成校の
カリキュラムを理解し、科目間の連携について説明できる。

12 作業療法の実際（4）介護予防
地域包括ケアシステムの目的および地域ケア会議、介護予防におけるOT
の役割を理解できる。

13 作業療法における評価の意義（1）からだ編
からだの評価の意義、信頼性、妥当性を理解できる。からだの評価項目を
理解できる。

書籍名 著者 出版社

教科書

作業療法テキスト　作業療法概論 石川　朗、種村　留美（総編集） 中山書店

成績評価
方法

筆記試験（100％）

履修上の
注意

・資料を配布する場合もあるが、毎回テキストを持
参すること。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での実務経験あり。

参考
図書等

適宜紹介



、
【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 基礎作業学Ⅰ

無

作業療法場面で用いる活動の一部として「狭義のアク
ティビティ」を中心に実技を通して、自ら体験し、作業固
有の特性やひとと作業の基本的な関連を包括的に捉
え、作業を選択し用いる感性を養う。

１．作業工程や素材、道具の使用法、作業の特性と
いった知　識や技術を学習する。

２・体験した作業の包括的作業分析ができる。

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 大田茂臣
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2
作業療法総論②
（作業療法における作業活動の歴史）

作業学における意義と目的について理解する。

3
作業療法総論③
（作業の主観的意味と作業バランス）

作業学における意義と目的について理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
作業療法総論①
（作業学概論）

作業学における意義と目的について理解する。

6
作業療法総論⑥
（他者の作業歴を傾聴する）

作業学における自己の作業歴と他者の作業歴について比較
し、評価の意義と目的を理解する。

7
作業療法総論⑦
（作業分析とは①限定的作業分析と包括的作業分析）

作業学における包括的作業分析を理解する。

4
作業療法総論④
（作業の文脈を理解するということ）

作業学における意義と目的について理解する。

5
作業療法総論⑤
（自己の作業歴をまとめる）

作業学における自己の作業歴について深める。

10
作業体験②
（革細工）

作業体験を通して、包括的作業分析を理解する。

11
作業体験③
（革細工）

作業体験を通して、包括的作業分析を理解する。

8
作業療法総論⑧
（作業分析とは②限定的作業分析と包括的作業分析）

作業学における包括的作業分析を理解する。

9
作業体験①
（革細工）

作業体験を通して、包括的作業分析を理解する。

14
作業体験⑤
（マクラメ）

作業体験を通して、包括的作業分析を理解する。

15
作業体験⑥
（マクラメ）

作業体験を通して、包括的作業分析を理解する。作業分析
シートに記入することができる。

12
包括的作業分析①
（革細工）

作業体験を通して、包括的作業分析を理解する。作業分析
シートに記入することができる。

13
作業体験④
（マクラメ）

作業体験を通して、包括的作業分析を理解する。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　専門分野　基礎作業学 濵口　豊太 医学書院
ひとと作業・作業活動　新版 山根　寛 三輪書店

成績評価
方法

１．筆記試験（50％）
２．レポート課題（50％） 履修上の

注意

作品づくりの時は、汚れても良い衣服で受講する
こと。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年間の実務経験
あり。

参考
図書等

適宜紹介



【授業の概要】 【到達目標】

他学年と協力して地域の
課題発見と問題解決策を
考えることができる。
自身の学びを振り返り、
継続的に自己学習する習
慣を確立できる。
学年を超えた学び合いを
通じ、教え合うことで知識
の定着を図ることができ
る

単位数 2 時間数 45 学年/学科 1年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法セミナーⅠ

作業 学期 前期 授業形態 講義

回数 授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

無

・４年間の学校生活のルールや到達目標について知る
ために、オリエンテーションや他学生との交流を行う
・作業療法士の仕事に対する興味・関心が育つよう、
臨床実践に触れたり地域での課題解決学習を実施す
る
・相談や協力をし合える仲間との関係づくり・学習方法
の習得など学校生活が円滑に進められるための学習
環境整備を行う

・学校生活の心得を身に着けることができる
・作業療法の具体的なイメージを持つことができる
・学生同士の交流を深め、協力し合える関係を作ること
ができる
・自己にとって最適な学習方法を検討し実践することが
できる

担当 山口　萌
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

2
交流授業

14
作業療法ゼミ

1
オリエンテーション
学生生活のはじめかた

学校生活の概要、ルール
を理解できる。 13

作業療法ゼミ

クラスの学生同士だけで
なく他学年や教員間との
交流を深め協力し合える
関係を作る。

4
交流授業

16
作業療法ゼミ

3
交流授業

15
作業療法ゼミ

5
交流授業

17
作業療法ゼミ

8
作業療法ゼミ

20
作業療法ゼミ

7
入学前課題の振り返り

19
作業療法ゼミ

6
入学前課題の振り返り

18
作業療法ゼミ学んだ知識を整理し不明

点を明確にできる。

取り組みの成果を振り返
り今後の学習に活かす。

他学年と協力して地域の
課題発見と問題解決策を
考えることができる。
自身の学びを振り返り、
継続的に自己学習する
習慣を確立できる。
学年を超えた学び合いを
通じ、教え合うことで知識
の定着を図ることができ
る。

10
作業療法ゼミ

22
作業療法ゼミ

9
作業療法ゼミ

21
作業療法ゼミ

12
作業療法ゼミ

書籍名 著者 出版社

11
作業療法ゼミ

23
感染対策 感染対策の基礎的知識

を理解することができる。

教科書

適宜資料を配布する

成績評価
方法

提出課題　　90％
入学前課題試験　　10％

履修上の
注意

・事前に提示された教科書やノート、資料を必ず
持参すること。
・講義順序や内容は、状況によって変化する可能
性がある。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上実務経験
あり

参考
図書等

適宜紹介する



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

発表　20％
提出課題　80％

履修上の
注意

・事前に提示された教科書やノート、資料を必ず
持参すること。
・講義順序や内容は、状況によって変化する可能
性がある。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上実務経験
あり

参考
図書等

適宜紹介する

書籍名 著者 出版社

教科書

適宜資料を配布する

12
作業療法ゼミ

11
作業療法ゼミ

23
作業療法ゼミ

他学年と協力しながら国
家試験の知識を深めるこ
とができる。
他学生と意見交換し、異
なる視点から意見を共有
することができる。
自身の学びを振り返り、
今後の学習計画に活か
すことができる。

他学年と協力しながら国
家試験の知識を深めるこ
とができる。
他学生と意見交換し、異
なる視点から意見を共有
することができる。
自身の学びを振り返り、
今後の学習計画に活か
すことができる。

10
作業療法ゼミ

22
作業療法ゼミ

9
作業療法ゼミ

21
作業療法ゼミ

8
施設見学実習振り返り・報
告

実習での活動を自分の
言葉で報告できる。 20

作業療法ゼミ

7
施設見学実習 作業療法士の具体的なイ

メージをもつことができ
る。

19
作業療法ゼミ

6
施設見学実習 作業療法士の具体的なイ

メージをもつことができ
る。

18
作業療法ゼミ

5
施設見学実習 作業療法士の具体的なイ

メージをもつことができ
る。

17
作業療法ゼミ

4
施設見学実習に向けたオリ
エンテーション・準備

施設見学実習に向けた
準備を行うことができる。 16

作業療法ゼミ

3
当事者の講話

15
作業療法ゼミ

2
当事者の講話

14
作業療法ゼミ

1
当事者の講話
事前準備

当事者からの講話にむけ
た事前準備ができる。 13

作業療法ゼミ

当事者の視点からの体
験を聴き、作業療法が患
者にどのように役立つか
を考えることができる。

回数 授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

無

・作業療法士の職務内容や、作業療法士としての態
度、作業療法の魅力を当事者の講話や実習を通して
学ぶ。
・相談や協力をし合える仲間との関係づくり・学習方法
の習得など学校生活が円滑に進められるための学習
環境整備を行う

・作業療法の目的や価値について自身の考えを持つこ
とができる
・作業療法士としての倫理観や患者中心のアプロー
チ、コミュニケーションの基礎を理解できる
・自己にとって最適な学習方法を検討し実践することが
できる

担当 山口　萌
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 2 時間数 45 学年/学科 1年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法セミナーⅡ

作業 学期 後期 授業形態 講義



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

課題レポート10％
筆記試験90％
※筆記試験の合格基準は6割以上とする

履修上の
注意

・グループ活動、演習は積極的に協調性をもって
参加すること。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上実務経験
あり

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　作業療法評価学　改訂第4版 能登　真一　他 医学書院

14
模擬評価体験②
（面接準備）

当事者の事前情報から面接する際の質問事項について考
えることができる。

15
模擬評価体験③
（当事者との模擬面接）

当事者との面接体験を通して、面接法や観察法の視点の持
ち方、相手の想いに目を向けることの大切さについて学ぶ。

12
記録と報告
（SOAP形式）

SOAP形式での記録と報告について理解できる。

13
模擬評価体験①
（事前情報からの言葉調べ）

当事者の事前情報から分からない言葉について調べ、面接
の準備性を高めることができる。

10
領域共通の評価法⑥
（観察法）

観察の目的や種類、観察のために必要な基礎知識を説明で
きる。

11
領域共通の評価法⑦
（面接法・観察法）

体験を通じて面接法・観察法の基礎を理解できる。

8
領域共通の評価法④
（徒手筋力検査）

徒手筋力検査の目的、方法、結果の解釈について理解でき
る。

9
領域共通の評価法⑤
（面接法）

面接の目的や種類、面接のために必要な基礎知識を説明で
きる。

6
領域共通の評価法②
（関節可動域測定）

関節可動域測定の目的、方法について理解できる。

7
領域共通の評価法③
（関節可動域測定）

関節可動域測定の結果の解釈について理解できる。

4
評価学の基礎④
（再評価と作業療法の効果判定）

再評価の目的や効果判定の必要性や具体的方法について
説明できる。

5
領域共通の評価法①
（形態測定）

形態測定の目的、方法、結果の解釈について理解できる。

1 時間数 30 学年/学科 1年

2
評価学の基礎②
（評価項目、手順と手段、実施上の注意点）

評価の流れや手段、実施上の注意点について説明できる。

3
評価学の基礎③
（評価のまとめと問題点の抽出）

評価のまとめと問題点の抽出についてICFを通して理解でき
る。

回数 授業内容 学習目標

1
評価学の基礎①
（評価の意義と目的）

評価とは何か、評価の目的について説明できる。

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法評価学総論

無

・作業療法の重要なプロセスのひとつである評価につ
いてその意義や役割、流れについて学ぶ
・全領域で使用されている評価と評価法に関する知識
および技法の概要を学ぶ

・作業療法評価の意義と目的について説明できる
・作業療法評価の対象と流れについて説明できる
・領域共通評価法の測定方法や結果の解釈について
理解できる
・評価の記録方法について理解できる

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 山口　萌
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

企業等
との連携

作業療法評価学Ⅰ（身体機能）

作業 学期 後期 授業形態

無

学習目標

1
オリエンテーション
粗大筋力①

科目
区分

専門 履修形態 必修

1年単位数 1 時間数 30 学年/学科

科目名

講義

有

講義の目的や意義、流れ、ルールについて知る。
粗大筋力評価の基本的な知識や測定方法・目的その対象を
理解できる。
握力やピンチ力測定を正確に実施し、適切に記録できる。

4 形態測定②

担当 山口　萌
教員の
実務経験

2 粗大筋力②

作業療法士として必要な評価の基礎を学ぶ。身体障害
領域で用いる検査・測定にはどのようなものがあるか
を知り、評価の目的や対象、方法を実技を通して習得
する。

・各評価の基本的な知識を理解できる
・各評価の目的や対象、方法が理解できる
・各検査・測定を適切、正確に実施できる
・各検査・測定を専門用語を用いて適切に記録できる

回数 授業内容

5 関節可動域測定①（肩甲帯）

形態測定の基本的な知識や測定方法・目的とその対象を理
解できる。
四肢長、周径を正確に計測し、適切に記録できる。

9 関節可動域測定⑤（股関節）

6 関節可動域測定②（肩関節）

7 関節可動域測定③（肘・前腕・手関節）

3 形態測定①

14 関節可動域測定⑩（復習）

15 まとめ
実技の振り返りを通じて、自己の課題を明確にし、今後の学
習・実践に活かすことができる。

関節可動域測定の基本的な知識や測定方法・目的とその対
象を理解できる。
各部位の関節可動域測定を正確に実施し、適切に記録でき
る。

12 関節可動域測定⑧（頸部）

13 関節可動域測定⑨（体幹）

10 関節可動域測定⑥（膝・足関節）

11 関節可動域測定⑦（足部・足趾）

8 関節可動域測定④（手指）

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　作業療法評価学　改訂第4版 能登　真一　他 医学書院
臨床ROM　測定からエクササイズまで　第2版 隈元　庸夫 ヒューマン・プレス

参考
図書等

成績評価
方法

実技試験70％
筆記試験30％
※合格基準は実技試験、筆記試験それぞれが6
割以上とする

履修上の
注意

身だしなみ（実習着・白靴下・白シューズ着用、爪、髪
型や髪色、化粧）は臨床実習時の基準と同様とする。
グループでの実技演習となるため、自己判断での行動
や私語は慎み、協調性をもって取り組むこと。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上実務経験
あり



【授業の概要】 【到達目標】

単位数

作業療法治療学総論

無担当

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

作業療法における治療方法選択の基礎となる推論、
種々の疾患に共通し使用することのできる治療原理、
実践の基盤となる考え方について理解する。

・作業療法の過程について説明できる。
・国際生活機能分類を理解し、治療との対応について
説明できる。
・治療選択を決定する臨床的推論について説明でき
る。
・各領域における基礎理論および治療援助について理
解する。

作業 学期 後期 授業形態 講義

濱本　尊博
教員の
実務経験

1 時間数 30 学年/学科 1年

有
企業等
との連携

学習目標

1 オリエンテーション・作業療法の仕組み・・・講義 作業療法の過程について説明できる。

国際生活機能分類を理解し、治療との対応について説明で
きる。

2 評価と問題点の抽出・・・講義・演習

3 治療目標・目標設定

回数 授業内容

4 治療プログラムの立案（トップダウンとボトムアップ） 治療プログラムの立案について説明できる。

5 クリニカルリーズニング 治療選択を決定する臨床的推論について説明できる。

各領域における基礎理論および治療援助について理解す
る。

10 精神障害領域における基礎理論

11 精神障害領域における基礎理論

8 身体障害領域における基礎理論

9 身体障害領域における基礎理論

6 作業療法の実践現場

7 作業療法の実践現場

14 臨床現場における作業療法について

15 臨床現場における作業療法について

12 発達障害領域における基礎理論

13 発達障害領域における基礎理論

書籍名 著者 出版社

教科書

作業療法学　第3版　ゴールドマスターテキスト　作業学 浅沼辰志 メジカルビュー社

参考
図書等

適宜紹介

成績評価
方法

筆記試験（100％）

履修上の
注意

講義順序や講義内容について一部変更する可能
性があります。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での実務経験あり。



【授業の概要】 【到達目標】

日常生活活動学

作業 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1 日常生活活動（ADL）とは 日常生活活動の定義を説明できる。

無

生活機能と障害を捉える理念を理解し、日常生活活動
の基本理念とその評価方法、プログラムを学習する。

・日常生活活動の定義を説明できる。
・日常生活活動の評価の目的や方法の基礎を理解で
きる。
・住環境整備に関する法規を述べることができる。
・ユニバーサルデザインの基本概念を説明できる。
・日常生活活動に対する作業療法士の支援技術の基
本概念を説明できる。

担当 濱本　尊博 有
企業等
との連携

6
ADL別の問題点と援助の視点⑤コミュニケーション・・・
講義・演習

7 ADL別の問題点と援助の視点⑥移動・・・講義・演習

ADL別の問題点と援助の視点を理解できる。

4 ADL別の問題点と援助の視点③排泄・・・講義・演習

5 ADL別の問題点と援助の視点④入浴・・・講義・演習

2 ADL別の問題点と援助の視点①食事・・・講義・演習

3 ADL別の問題点と援助の視点②更衣・・・講義・演習

12 ADL評価（FIM：運動②）・・・講義・演習

13 ADL評価（FIM：認知）・・・講義・演習

日常生活活動の評価の目的や方法の基礎を理解できる。

10 ADL評価（FIM：基礎）・・・講義・演習

11 ADL評価（FIM：運動①）・・・講義・演習

8 ADL評価概論・・・講義

9 ADL評価（評価法の紹介）・・・講義

14 福祉用具と作業療法
ユニバーサルデザインの基本概念を説明できる。日常生活活動に
対する作業療法士の支援技術の基本概念を説明できる。

15 関連制度 住環境整備に関する法規を述べることができる

書籍名 著者 出版社

教科書

作業療法学　ゴールドマスターテキスト　日常生活活動 木之瀬　隆（編集） メジカルビュー社
（ADL）

参考
図書等

適宜紹介

成績評価
方法

筆記試験（100％）

履修上の
注意

課題提出の形式・日時を厳守すること

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での実務経験あり。市
介護給付適正員会の委員。
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【授業の概要】 【到達目標】

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

無
企業等

との連携

英語Ⅱ（医学英語）

単位数 1 時間数 15 学年/学科 作業・言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

1
 ガイダンス(自己紹介、授業の進め方など)
 CHAPTER 1 The Human Body

・医学英語とは何かを認識する。
・英文の構造に触れながら、人体について理解する。

無

　通常の英語ではあまりなじみのない医学英語に慣れ
るため、まず医学英単語について学び、各臓器につい
て解説してある教科書を読む。

・医学英単語の基本的な構成要素を理解する。

・英文の構造を意識しながら、和訳する。

・英文を通して、テキストの各単元の内容を理解する。

担当 齋藤　由華

2  CHAPTER 2 The Skeletal System
・骨格について理解する。
・人体について復習し、知識を定着させる。

3  CHAPTER 3 The Muscular System
・筋肉について理解する。
・骨格について復習し、知識を定着させる。

4  CHAPTER 4 The Circulatory System
・循環器について理解する。
・筋肉について復習し、知識を定着させる。

5  CHAPTER 7 The Digestive System
・消化器について理解する。
・循環器について復習し、知識を定着させる。

6  CHAPTER 8 The Urinary System
・泌尿器について理解する。
・消化器について復習し、知識を定着させる。

7  CHAPTER 9 The Nervous System
・神経系について理解する。
・泌尿器について復習し、知識を定着させる。

8  総復習
・これまでの授業を総復習し、習熟度を確認する。
・試験に備える。

書籍名 著者 出版社

教科書

医療従事者のための医学英語入門 清水　雅子 (著) 講談社

参考
図書等

ステッドマン医学大辞典 メジカルビュー社

成績評価
方法

出席点(10点)+期末試験(各90点)＝100点

履修上の
注意

・必ず教科書と辞書(電子辞書可、スマートフォン
不可)を持参すること。
・解剖学の知識がある前提で授業を進めるため、
復習を行っておくこと。

実務経験
紹介



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

毎回の授業態度、出席、課題により総合的に評
価する。
1 . 授業態度、出席(30%)
2 . 課題(70%)

履修上の
注意

・USBメモリを使うので各自準備すること。

実務経験
紹介

参考
図書等

8 課題の遂行と提出

書籍名 著者 出版社

課題

教科書
30時間でアカデミック  Office2021 杉本くみ子、大澤栄子 実務出版
 (情報科学Ⅰで使用したテキスト)

Excel（関数その２）

Excel（関数その３）

4

Excel・PowerPointの課題

5

Excelの基本的関数の使い方を理解する。

Excel・PowerPoint課題

Excel（関数その１）

2

PowerPointの基本操作を理解する。

3

PowerPointのスライドを作成する。

PowerPoint(１)

PowerPoint（２）

1

Excelのグラフ作成方法を理解する。Excel（グラフ）

6

Excelの基本的関数の使い方を理解する。

7

Excelの基本的関数の使い方を理解する。

無

　表計算ソフト(Excel)の関数とグラフを学習する。
 プレゼンテーションソフト(PowerPoint)の使い方とスラ
イドの作成について学習する。

・Excelの基本的な関数の仕様とグラフ作成方法を理解
する。
・PowerPointの基本的な機能を使用することができる。

担当 冨田　公治 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

情報科学Ⅱ

作業・言語 学期 前期 授業形態



専門基礎科目 2 年次 
 

 

◇生理学実習 

◇運動学実習 

◇人間発達学 

◇内科学Ⅰ 

◇内科学Ⅱ 

◇小児保健学 

◇神経内科学 

◇精神医学 

◇整形外科学Ⅰ 

◇整形外科学Ⅱ 

◇リハビリテーション医学 

◇地域リハビリテーション学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業療法学科 



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 生理学実習

無

教科書や講義から得られた基礎的な知識について演
習を通して体験し、生きた知識として身に付ける

・演習を通して、臨床現場のどのような場面で必要とな
るのかを説明できる
・測定者と被験者の体験を通して、正確に測定機器を
操作できる
・測定機器の使用について相手にわかりやすく説明で
きる
・グループ内で演習や実験を行った結果をまとめる作
業で、今までに学習してきた専門用語を使用しながら
考察しレポートを作成できる

作業 学期 前期 授業形態 演習

担当 吉木　奈王子、濱本　尊博、徳若　雅之
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2 フィジカルアセスメント②
フィジカルアセスメント（問診・視診・触診・聴診・打診）の方法を説
明し、実施することができる

3 バイタルサイン①
バイタルサイン（体温、血圧、脈拍、呼吸）について意義・目的を理
解し、説明することができる

回数 授業内容 学習目標

1 フィジカルアセスメント①
フィジカルアセスメント（問診・視診・触診・聴診・打診）について、意
義・目的を理解し、説明することができる

6 呼吸機能検査①
呼吸器の解剖生理について理解し、呼吸機能障害を生じる代表的
疾患に対する基本的な作業療法評価について理解できる

7 呼吸機能検査②
呼吸機能検査（スパイロメータ）について理解し、説明することがで
きる

4 バイタルサイン②
バイタルサイン（体温、血圧、脈拍、呼吸）を測定する方法を説明
し、実施することができる

5 バイタルサイン③
バイタルサインを測定して得られた結果を分析し、説明することが
できる

10 心電図検査①
循環器の解剖生理について理解し、循環器障害を生じる代表的疾
患に対する基本的な作業療法評価について理解できる

11 心電図検査② 心電図検査について意義・目的を理解し、説明することができる

8 呼吸機能検査③
呼吸機能検査（スパイロメータ）の測定方法を説明し、実施すること
ができる

9 呼吸機能検査④
呼吸機能検査（スパイロメータ）で得られた結果を分析し、説明する
ことができる

14 血糖値
血糖値測定について、意義・目的を理解し、説明することができる
血糖値を分析して説明することができる

15 筋電図検査
筋電図検査について意義・目的を理解し、実施することができる
得られた結果を分析し、説明することができる

12 心電図検査③ 心電図検査の測定方法を説明し、実施することができる

13 心電図検査④ 心電図検査から得られた結果を分析し、説明することができる

書籍名 著者 出版社

教科書

看護がみえる　vol．3　フィジカルアセスメント第１版 発行者：岡庭　豊 メディックメディア

成績評価
方法

レポート課題　100％

履修上の
注意

・グループ演習中心となるため協調性をもって臨
むこと
・医療機器を使用する際は細心の注意を払い丁
寧に扱うこと

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年間の実務経験
あり

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 運動学実習

無

１.１年次における運動学Ⅰ・運動学Ⅱにより獲得した
 基礎知識・技術を踏まえ、実際に行われている
 動作を分析するといった実習を行うことで、作業療法
 の臨床場面に必要な人体の運動のしくみについて
 理解を深める。

１.肩関節運動における肩甲上腕リズムについて理解
する。
２.身体の重心と静止立位姿勢のアライメント、姿勢制
御につ いて理解する。
３.観察を中心とした基本動作の分析を理解する。

作業 学期 前期 授業形態 演習

担当 徳若　雅之
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
上肢帯および上肢の関節運動（肩甲上腕リズムの理
解）

肩甲上腕リズムについて、自重時と重錘による荷重時との運動パ
ターンの変化を観察し、違いについて考察・理解する。

3
姿勢制御のバイオメカニクス
（合成重心の算出）

身体重心の求め方として間接法・直接法について考察・理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション（実習課題の説明と提出方法）
上肢帯および上肢の関節運動（肩甲上腕リズムの理
解）

受講にあたっての注意点について理解する。
肩甲上腕リズムについて演習を通して考察・理解する。

6
姿勢制御のバイオメカニクス
（姿勢に変化に伴う身体重心位置と支持基底面の関
係）

姿勢変化に伴う身体重心位置と支持基底面の関係について演習
を通して考察・理解する。

7
観察による姿勢変換
（基本動作の分析　寝返り動作）

寝返り動作について観察し、動作の運動パターンの普遍的特性を
知り、動作のバイオメカニクスについて理解する。

4
姿勢制御のバイオメカニクス
（静止立位姿勢の観察）

静止立位姿勢のアライメントについて観察し、骨アライメントや姿勢
筋の作用、バランスについて考察・理解する。

5
姿勢制御のバイオメカニクス
（姿勢に変化に伴う身体重心位置と支持基底面の関
係）

姿勢変化に伴う身体重心位置と支持基底面の関係について演習
を通して考察・理解する。

10
観察による姿勢変換
（基本動作の分析　起き上がり動作）

起き上がり動作について観察し、動作の運動パターンの普遍的特
性を知り、動作のバイオメカニクスについて理解する。

11
観察による姿勢変換
（基本動作の分析　起立・着座動作）

起立・着座動作について観察し、動作の運動パターンの普遍的特
性を知り、動作のバイオメカニクスについて理解する。

8
観察による姿勢変換
（基本動作の分析　寝返り動作）

寝返り動作について観察し、動作の運動パターンの普遍的特性を
知り、動作のバイオメカニクスについて理解する。

9
観察による姿勢変換
（基本動作の分析　起き上がり動作）

起き上がり動作について観察し、動作の運動パターンの普遍的特
性を知り、動作のバイオメカニクスについて理解する。

14
観察による姿勢変換
（基本動作の分析　歩行動作）

歩行動作について観察し、動作の運動パターンの普遍的特性を知
り、動作のバイオメカニクスについて理解する。

15
筋電図を使用した筋活動の理解
（筋活動量と発揮筋力の違い、肢位による筋活動の変
化）

筋電図を使用し、主に上肢における筋活動量と発揮筋力の違い、
肢位による筋活動の変化について演習を通して理解する。

12
観察による姿勢変換
（基本動作の分析　起立・着座動作）

起立・着座動作について観察し、動作の運動パターンの普遍的特
性を知り、動作のバイオメカニクスについて理解する。

13
観察による姿勢変換
（基本動作の分析　歩行動作）

歩行動作について観察し、動作の運動パターンの普遍的特性を知
り、動作のバイオメカニクスについて理解する。

書籍名 著者 出版社

教科書

適宜資料配布

成績評価
方法

１.課題レポート（１００％）
各演習ごとに課題レポート作成し、提出された
レポートの合計の平均点を課題点とする。

履修上の
注意

・身だしなみを整えて授業に臨むように努めて下さい。
・演習を通して自身の考えを出力していくことを求めま
す。積極的に意見交換し、課題レポートに反映させてく
ださい。

実務経験
紹介

作業療法士として整形外科領域で16年の実務経験。当
学院入職後もクリニック、スポーツ現場で臨床継続。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

演習発表、クループワーク成果(30%)
レポート形式テスト(70%) 履修上の

注意

講義者の講義比重を軽く、受講者の思考、発言、
発表スキルの発展を促す、アクティブラーニング
形式の講義形態であるので、真摯且つ積極的な
受講態度を期待する。

実務経験
紹介

参考
図書等

リハビリテーション医学講座2　人間発達学 上田 礼子 医歯薬出版
生涯発達心理学のすすめ 子安 増生 有斐閣選書

書籍名 著者 出版社

教科書

子どもも育つ おとなも育つ 発達の心理学 柏木 恵子 (著) 萌文書林

14
老年期の特徴 老年期の特徴について理解する

16
まとめ、テスト 目指す国家資格との関連性において、人間発達学を学んだ

意義について説明できる

12
成人期の特徴
-次世代を育てる

成人期の特徴と中年期のストレスについて理解する

13
親になることをめぐる課題　(演習) 女性のアイデンティティと育児不安といった現代の社会環境

について自分なりに考えることができる

15
老年期の課題、時間と発達　(演習) 老年期の特徴とそれを支援する専門職の在り方について自

分なりに考えることができる

10
青年期の特徴
-アイデンティティの獲得

青年期の特徴について理解し、アイデンティティについて説
明できる

11
知能・アイデンティティをめぐる課題　(演習) 知的発達について理解し、自己形成におけるアイデンティ

ティ獲得の意味について自分なりに考えることができる

8
児童期の特徴
-リテラシ－と社会性

児童期の特徴、社会性の発達について理解する

9
教育・ジェンダー・発達障害をめぐる課題　(演習) 児童期の特徴と児童をとりまく社会環境について自分なりに

考えることができる

6
幼児期の特徴
-視点の獲得

幼児期の特徴、特に認知発達における特徴について理解す
る

7
幼児期における遊び・自己認識・他者認識　(演習) 幼児期の特徴とそれを支援するおとなの在り方について自

分なりに考えることができる

4
胎児期と乳児期の特徴 胎児期と乳児期の発達の特徴について理解する

5
子育て・乳幼児・愛着をめぐる課題　(演習) 乳幼児の特徴とそれを支援するおとなの在り方について自

分なりに考えることができる

1 時間数 30 学年/学科 2年

2
発達の原則と理論 発達の原則について理解し、発達の様々な理論について説

明することができる

3
発達とは、人口問題と発達　(演習) 発達とはどのようなものかについて説明でき、少子高齢化社

会における発達の諸課題について気づく

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション、生涯発達心理学 生涯発達心理学の考え方について理解する

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 人間発達学

無

  発達段階ごとに講師が発達特徴を概説する。受講者
は講義内容や教科書を踏まえて各自が問題意識を持
ち、その中から2～3つのテーマについてグループで深
めて発表を行う。これにより、学習した内容を自分たち
の生活と結びつけて考えていく視点を養う。

・将来的に向かい合うクライエントの発達段階の特徴を
理解し、彼らを支援するのに必要な知識と社会的スキ
ルの獲得を目指す。

・複雑で厄介な問題に出くわしたとき、どのような課題
解決への道を見つけ出していくのか、問い、考え、実践
するための基礎的な力を涵養する。

理学・作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 福田　みのり
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 内科学Ⅰ

無

高齢化に伴う慢性疾患の増加と疾病構造の変化は、リ
ハビリテーションニーズに直結し、多くの方々が私たち
専門職とかかわりを持つことになる。この領域における
疾病の特徴・病態・内科的治療を理解することは重要
である。
　その一方で高血圧、糖尿病、心疾患などの生活習慣
病の予防は、医療費等の高騰を防ぐためにも優先され
るべきものと位置づけられており、生活習慣の改善も
専門職の興味を持つべき領域である。

・高齢者が羅患しやすい疾病についての理解を深める
・生活習慣病の予防対策を述べることができる

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 山口県済生会山口総合病院（津山、白上、村木）
教員の
実務経験

無
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
血液疾患の主な症候 血液疾患による代表的な症状を理解する

3
血液疾患の各論 代表的な血液疾患の疾患名と症状を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
血液疾患・内分泌疾患について 血液・内分器官の構成や役割を理解する

6
消化器疾患　総論 消化器官の構成や役割を理解する

7
消化器疾患の症候とその病態生理 消化器疾患の代表的な症状と原因を理解する

4
内分泌疾患の主な症候 内分泌疾患による代表的な症状を理解する

5
内分泌疾患各論 代表的な内分泌疾患の疾患名と症状を理解する

10
消化器疾患各論　３ 代表的な消化器ポリープについて理解する

11
腎・泌尿器官について 腎・泌尿器官の役割を理解する

8
消化器疾患各論　１ 代表的な炎症性の消化器疾患について理解する

9
消化器疾患各論　２ 代表的な消化器癌について理解する

14
泌尿器疾患の主な症候 泌尿器疾患による代表的な症状を理解する

15
泌尿器疾患の各論 代表的な泌尿器疾患の疾患名と症状を理解する

12
腎疾患の主な症候 腎疾患による代表的な症状を理解する

13
腎疾患の各論 代表的な腎疾患の疾患名と症状を理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準理学療法学作業療法学　内科学』 大成　浄志 医学書院

成績評価
方法

試験　100％
・消化器疾患（５回講義後、試験）
・腎・泌尿器疾患（５回講義後、試験）
・血液疾患・内分泌（５回講義後、試験）
※個々の領域において筆記試験を実施し、すべ
て６０点以上の得点を要す。

履修上の
注意

１年次の生理学の復習をしながら授業に臨むこと
教科書にて授業内容を振り返る事

※開講時期は前期と後期で開講します。

実務経験
紹介

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 内科学Ⅱ

無

内科疾患の中でも、循環器系の障害のリハビリテー
ション分野に占める割合は大きい。特に、心疾患や呼
吸器疾患の病態を理解することは重要である。また、
健康寿命の延長に伴って高齢者の健康管理も予防と
いう観点からも重要視され、強いては健康寿命の延伸
へ直結する分野でもある。
　後半は、『高齢者の健康』に焦点をあて、内科疾患へ
の理解を深める

・循環器系の疾患についての知識を深める
・高齢者特有の内科疾患についての理解を深める

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 國近　英樹　　岩本　節子
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
循環器疾患の症候とその病態生理 循環器疾患による代表的な症状を理解する

3
循環器疾患の各論　１  心疾患（心筋梗塞や狭心症など）の代表的な疾患とその症

状について理解する

回数 授業内容 学習目標

1
循環器について 循環器の構成や役割を理解できる

6
循環器疾患の各論　４ 血管に関する疾患（不整脈、高血圧症、動脈硬化、動脈瘤

等）の代表的な疾患とその症状について理解する

7
循環器疾患の各論　５ 血管に関する疾患（不整脈、高血圧症、動脈硬化、動脈瘤

等）の代表的な疾患とその症状について理解する

4
循環器疾患の各論　２  心疾患（心筋梗塞や狭心症など）の代表的な疾患とその症

状について理解する

5
循環器疾患の各論　３  心疾患（心筋梗塞や狭心症など）の代表的な疾患とその症

状について理解する

10
老年期医学　老化症候群 老化に関わる様々な症状を理解する

11
老年期医学　循環器疾患 老化と循環器疾患のかかわりを大まかに理解する

8
循環器疾患　試験 老年期の特徴を理解する

9
老年期医学　老化と疾病について 老年期特有の老化と疾病のかかわりを大まかに理解する

14
老年期医学　高齢者と健康管理 基本的な予防医学について理解する

15
老年期医学　試験 代表的な泌尿器疾患の疾患名と症状を理解する

12
老年期医学　呼吸器疾患 老化と呼吸器疾患のかかわりを大まかに理解する

13
老年期医学　糖尿病 老化と糖尿病のかかわりを大まかに理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準理学療法学作業療法学　内科学』 大成　浄志 医学書院

成績評価
方法

試験　100％
・循環器疾患（７回講義後、試験）
・老年期疾患（７回講義後、試験）

※個々の領域において筆記試験を実施し、すべ
て６０点以上の得点を要す。

履修上の
注意

１年次の生理学の復習をしながら授業に臨むこと
教科書にて授業内容を振り返ること

実務経験
紹介

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験　100％（担当教員で分担し作成）

履修上の
注意

正常発達を理解するという姿勢を求める

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

早く元気になるための小児科のかかり方 田原卓浩 赤ちゃんとママ社

14
障がいのある児童や発達に特性のある児童のための
福祉サービス　～児童発達支援～

児童発達支援の制度や概要を理解する

15
障がいのある児童や発達に特性のある児童のための
福祉サービス　～放課後等デイサービス～

放課後等デイサービスの制度や概要を理解する

12
大事にしたい子育て術　他 障害のある子の子育ての実情を理解する

13
発達障害児の支援制度について 発達障害児への支援制度の概要を理解する

10
子どもの病気とホームケア 成長と共に児童の環境が変化するが、その変化のポイント

を理解する

11
子どもと家族を取り巻く環境の変化 子育てにおける重要なポイントを理解する

8
子どもの病気（含　感染症の予防） 基本的な小児疾患の種類や特性について理解する

9
障害のある子の子育て（療育） 病気に対してのホームケアのポイントを理解する

6
障害児学：子どもの障害の特徴を知る
                                          その１　発達障害

発達障害の特性を理解する

7
障害児学：子どもの障害の特徴を知る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その２　肢体不自由児

肢体不自由児の特性を理解する

4
子どもの発達　運動・社会性の発達　２ 基本的な運動・社会性の正常発達を理解する

5
乳幼児健診とそのフォロー：遠城寺式乳幼児分析的検
査の応用

乳幼児健診の内容とその後のフォローを理解する

1 時間数 30 学年/学科 2年

2
子供の成長と発達　新生児～乳幼児 新生児～乳幼児の特徴的な正常発達を理解する

3
子どもの発達　運動・社会性の発達　１ 基本的な運動・社会性の正常発達を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション 授業の概要を理解する

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 小児保健学

無

成長・発達過程における子どもの特性をふまえ、小児
疾患についての理解を深める。また、心身の問題だけ
でなく小児を取り巻く環境（母子家庭、社会情勢等）に
も目を向け、健全な発達が保証されるよう医療人として
の意識を養い育てる。

・自分の子どもの育つ道筋を客観的に捉えられるよう
な専門職としての力量を備える
・子どもの障害の概要を理解する
・障害児の特性の理解とその対応が考えられる。

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 田原卓浩　他
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 神経内科学

無

リハビリテーションに携わる専門職として、神経症候
学及び診断学の理解は必須です。
　病院施設で治療・関係する患者や利用者の病態なく
して、専門職としての技術の展開・発展はない。機能解
剖学をベースにして、臨床的な病態・症状について講
義する

・1年次の『解剖学・生理学』を臨床的(病態・症状)に理
解する
・脳血管障害・神経筋疾患等のリハビリテーションに必
要な知識を習得する。

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 村重　武美　，　濱本　尊博　，正司　真規
教員の
実務経験

無
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
神経放射線学 神経疾患の脳・脊髄・神経CT・MRI画像から、疾患名が導き

出せる

3
神経電気生理学 神経、脳、筋肉、心臓やその他の組織または細胞の電気的

性質と生理機能との関係を大まかに理解する

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション（神経症候学とは） 神経症候学とは何か説明できる

6
運動ニューロン疾患 医師から見た基本的な運動ニューロン疾患（ALSなど）の病

態と特徴を理解する

7
トピックス 近年話題となっている神経疾患を取り上げ、必要事項を理

解する

4
てんかん、脳炎 てんかん、脳炎の代表的な種類や症状が説明できる

5
パーキンソン病 医師から見た基本的なパーキンソン病の病態と特徴を理解

する

10
神経学的検査 基本的な神経学的検査の内容を理解する

11
神経変性疾患（パーキンソン病関連） セラピストから見て必要な神経変性疾患の病態や特徴を理

解する

8
脳の機能・解剖 基本的な脳の機能と解剖を理解する

9
運動と感覚（錐体路・皮質脊髄路等） 運動と感覚の種類や経路を理解し、判別できる

14
脳血管障害 セラピストから見て必要な脳血管疾患の病態や特徴を理解

する

15
認知症関連 セラピストから見て必要な認知症関連疾患の病態や特徴を

理解する

12
筋肉疾患 セラピストから見て必要な筋肉疾患の病態や特徴を理解す

る

13
脱髄疾患 セラピストから見て必要な脱髄疾患の病態や特徴を理解す

る

書籍名 著者 出版社

教科書

『病気がみえる　Vol．７　脳・神経』　　 MEDIC　MEDIA

成績評価
方法

試験　村重5０％　濱本・正司50％

履修上の
注意

実務経験
紹介

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

資料を配布する場合もあるが、毎回テキストを持
参すること

実務経験
紹介

精神科作業療法士として実務経験，教育分野で
精神科分野担当

参考
図書等

適宜紹介

書籍名 著者 出版社

教科書

標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野
精神医学　第4版増強版

編集：上野　武治 医学書院

14 心理発達の障害について
自閉症スペクトラム，ADHDについて、症状、経過、診断、治
療の基礎を理解する

15 その他 リエゾン精神医学について理解し説明できる

13 てんかんについて
てんかんについて、症状、経過、診断、治療の基礎を理解す
る

9 摂食障害・睡眠障害について
摂食障害・睡眠障害について、症状、経過、診断、治療の基
礎を理解する

10 パーソナリティ障害について
パーソナリティ障害について、症状、経過、診断、治療の基
礎を理解する

11 認知症について
認知症を中心に老年期の精神障害について、症状、経過、
診断、治療の基礎を理解する

12 認知症について②

6 アルコール依存症について
アルコール依存症について、症状、経過、診断、治療の基礎
を理解する

7 神経症性障害について①
神経症性障害について、症状、経過、診断、治療の基礎を
理解する

8 神経症性障害について②

2 統合失調症について①
統合失調症について、症状、経過、診断、治療の基礎を理
解する

3 統合失調症について②

4 気分障害について①
気分障害について、症状、経過、診断、治療の基礎を理解す
る

5 気分障害について②

1
精神医学の概要
（精神医学とは、歴史、精神医学を学ぶ意義など）

精神医学の定義、歴史、精神医学を学ぶ意義などについて
理解できる

無

リハビリテーションに携わる者の実践に役立つ精神医
学の基本知識として、精神疾患の症状、経過、診断、
治療の基礎を学ぶ。また、現代社会における精神科領
域の諸問題について知り、メンタルヘルスの重要性や
精神医療の果たす役割などについて学習する。

主要な精神疾患の症状について理解する
精神疾患に対する薬物療法をはじめとする治療につい
て理解する
メンタルヘルスの重要性・精神医療の果たす役割を理
解する

担当 太田研吾

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

有
企業等
との連携

精神医学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 整形外科学Ⅰ

無

１.1年次に学習した解剖生理学、運動学を基盤に整形
外科の基礎科学について学ぶ。
２.整形外科の運動器疾患の診断に必要な検査につい
て学ぶ。
３.整形外科で対象とする主な外傷について学ぶ。

１.整形外科の基礎科学について説明できる。
２.整形外科の検査について分類でき、各検査の目的を
説明できる。
３.整形外科の外傷（軟部組織損傷、骨折・脱臼、脊椎・
脊髄損傷）の概要について説明できる。

理学・作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 徳若、前田
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
整形外科の基礎科学②
骨の発生、成長、維持

運動器疾患の治療に必要な骨の発生、成長、維持について理解を
深める。

3
整形外科の基礎科学③
骨の病態、病理

運動器疾患の治療に必要な骨の病態、病理について理解を深め
る。

回数 授業内容 学習目標

1
整形外科の基礎科学①
骨の構造、生理、生化学

運動器疾患の治療に必要な骨の構造、生理、生化学について理解
を深める。

6
整形外科の基礎科学⑥
関節の病態、病理

運動器疾患の治療に必要な関節の病態、病理について理解を深
める。

7
整形外科の基礎科学⑦
関節軟骨の修復と再生、筋・神経の構造、生理、生化
学

運動器疾患の治療に必要な関節軟骨の修復と再生、筋・神経の構
造、生理、生化学について理解を深める。

4
整形外科の基礎科学④
骨の修復と再生

運動器疾患の治療に必要な骨の修復と再生について理解を深め
る。

5
整形外科の基礎科学⑤
関節の構造、生理、生化学

運動器疾患の治療に必要な関節の構造、生理、生化学について理
解を深める。

10
整形外科治療総論①
保存療法

整形外科における保存療法（非観血的治療）について理解する。

11
整形外科治療総論②
手術療法

整形外科における手術療法（観血的治療）について理解する。

8
整形外科の基礎科学⑧
痛みの基礎科学と臨床

痛みの定義、分類、生理学、評価法、運動器の痛みに対する治療
について理解する。

9
整形外科診断総論
検査

整形外科の診断に必要な検査（画像診断、検体検査、生体検査）
について理解する。

14
整形外科外傷学③
骨折・脱臼

整形外科で扱う骨折・脱臼について理解する。

15
整形外科外傷学④
脊椎・脊髄損傷

整形外科で扱う脊椎・脊髄損傷について理解する。

12
整形外科外傷学①
外傷総論

整形外科で扱う外傷について、定義、分類について理解する。

13
整形外科外傷学②
軟部組織損傷

整形外科で扱う軟部組織損傷について理解する。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準整形外科学　第15版 監修　井樋栄二・津村弘 医学書院

適宜資料配布

成績評価
方法

1.定期試験
中間試験50％（授業計画1～8に対して）

　　期末試験50％（授業計画9～15に対して）
2.小テスト：加点対象
平均80点以上5点・70点以上：4点・60点以上：3点
　50点以上2点・40点以上：1点

履修上の
注意

・受講内容をより深く理解する為に解剖生理学、運動学
の内容を復習しておくことが望ましい。
・定期試験（中間・期末）の合格基準はそれぞれ６割以
上とする。

実務経験
紹介

それぞれ長年にわたり整形外科領域での実務経験あ
り。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 整形外科学Ⅱ

無

１.1年次に学習した解剖生理学、運動学を基盤に各部
位のより詳細な機能解剖について学ぶ。
２.各部位における運動器疾患の診断、検査、疾患につ
いて学ぶ。

１.各部位の機能解剖について理解を深める。
２.各部位における運動器疾患の診断、検査、疾患の繋
がりを理解出来る。

理学・作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 徳若、前田
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
整形外科疾患各論①
肩関節（機能解剖）

肩関節のより詳細な機能解剖を理解する。

3
整形外科疾患各論②
肩関節（診察と検査法、疾患）

運動器疾患における診察と検査法、疾患について理解する。
（肩関節）

回数 授業内容 学習目標

1
整形外科外傷学⑥
末梢神経損傷

整形外科で扱う末梢神経損傷について理解する。

6
整形外科疾患各論⑤
手関節と手（機能解剖）

手関節と手のより詳細な機能解剖を理解する。

7
整形外科疾患各論⑥
手関節と手（診察と検査法、疾患）

運動器疾患における診察と検査法、疾患について理解する。
（手関節と手）

4
整形外科疾患各論③
肘関節（機能解剖）

肘関節のより詳細な機能解剖を理解する。

5
整形外科疾患各論④
肘関節（診察と検査法、疾患）

運動器疾患における診察と検査法、疾患について理解する。
（肘関節）

10
整形外科疾患各論⑨
股関節（機能解剖）

股関節のより詳細な機能解剖を理解する。

11
整形外科疾患各論⑩
股関節（診察と検査法、疾患）

運動器疾患における診察と検査法、疾患について理解する。
（股関節）

8
整形外科疾患各論⑦
脊椎（機能解剖）

脊椎のより詳細な機能解剖を理解する。

9
整形外科疾患各論⑧
脊椎（診察と検査法、疾患）

運動器疾患における診察と検査法、疾患について理解する。
（脊椎）

14
整形外科疾患各論⑬
足関節と足（機能解剖）

足関節と足のより詳細な機能解剖を理解する。

15
整形外科疾患各論⑭
足関節と足（診察と検査法、疾患）

運動器疾患における診察と検査法、疾患について理解する。
（足関節と足）

12
整形外科疾患各論⑪
膝関節（機能解剖）

膝関節のより詳細な機能解剖を理解する。

13
整形外科疾患各論⑫
膝関節（診察と検査法、疾患）

運動器疾患における診察と検査法、疾患について理解する。
（膝関節）

書籍名 著者 出版社

教科書

標準整形外科学　第15版 監修　井樋栄二・津村弘 医学書院

適宜資料配布

成績評価
方法

1.定期試験
中間試験50％（授業計画1～8に対して）

　　期末試験50％（授業計画9～15に対して）
2.小テスト：加点対象
平均80点以上5点・70点以上：4点・60点以上：3点
　50点以上2点・40点以上：1点

履修上の
注意

・受講内容をより深く理解する為に解剖生理学、運動学
の内容を復習しておくことが望ましい。
・定期試験（中間・期末）の合格基準はそれぞれ６割以
上とする。

実務経験
紹介

それぞれ長年にわたり整形外科領域での実務経験あ
り。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

リハビリテーション医学

単位数 1 時間数 15 学年/学科 理学・作業・言語 学期 前期 授業形態

科目

区分
専門基礎 履修形態 必修 科目名

講義

無

  リハビリテーションという言葉は、 "障害を受けた者を

回復させる”という意味があり、「リハビリテーション

医学」の中でも中心的役割を担う循環器系に焦点をあて

て、 調節機構の原理とそれらが破綻した際の病態生理に

ついて解説する。

・循環器系の生理的調節機構を理解し、さらにそれらが

破綻して病気や障害を発生させるメカニズム、病態生理

を理解する。次に、病気や障害を回復させる治療法につ

いて理解する。

担当 小林 誠
教員の

実務経験
無

企業等

との連携

2年

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション

循環器の基礎の基礎
循環器の基本的特性、 病態生理について理解する。

2 筋収縮のメカニズムと調節機構１ 筋収縮の基本メカニズムと調節機構を理解する。

3 筋収縮のメカニズムと調節機構２
３種類の筋肉の収縮メカニズムと構成する臓器における調節

機構、病態生理を理解する。

4 心臓の機械的特性 心臓の機械的特性と調節機構、病態生理を理解する。

5 心機図 心機図の成り立ち、病態生理を理解する。

6 心臓の電気的特性と心電図
心臓の電気的特性と心電図の基本、およびその病態生理を理

解する。

7 循環調節機構1
人体の循環調節機構の調節メカニズムと病態生理を理解す

る。

8 循環調節機構2
人体の循環調節機構の調節メカニズムと病態生理を理解す

る。

書籍名 著者 出版社

教科書

必要な資料は、 適宜配布する。

参考

図書等

成績評価

方法

1.授業態度・参加度(30%)

2. 試験確認 (70%) 履修上の

注意

実務経験

紹介



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験　100％

履修上の
注意

多数の非常勤講師により授業が運営されていき
ます。受講態度には留意してください。

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

特に定めない

14
就労支援　高次脳機能障害 高次脳機能障害領域の就労支援を理解する

15
まとめ　地域で働く専門職 地域で働く専門職の役割を述べることができる

12
地域支援と専門職　施設支援 施設支援の役割を理解する

13
就労支援　精神科領域 精神科領域の就労支援を理解する

10
地域支援と専門職　訪問看護 地域での看護師の役割を理解する

11
障害児教育の現状と課題 障害児の教育内容と課題を理解する

8
地域支援　NPOの役割 地域でのNPOの役割を理解する

9
地域支援と専門職　医師　在宅医療 地域での在宅医療の役割を理解する

6
地域支援と専門職　理学療法士 地域での理学療法士の役割を理解する

7
地域支援と専門職　言語聴覚士 地域での言語聴覚士の役割を理解する

4
社会生活と地域包括ケアシステム 地域包括ケアシステムの概要を理解する

5
地域支援と専門職　介護支援専門員 地域での介護支援専門員（ケアマネジャー）の役割を理解す

る

1 時間数 30 学年/学科 2年

2
介護保険法と障害者総合支援法 介護保険と障害者総合支援法の重要事項を理解する

3
地域支援と専門職　作業療法士 地域での作業療法士の役割を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション 地域リハビリテーションの概要を理解する

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 地域リハビリテーション学

無

　地域で生活されている障害者（児）や高齢者を対象に
展開されているリハビリテーションについて講義する。
特に、授業では、専門職（理学・作業・言語）以外の支
援内容を重要視した。
　また、リハビリテーションに関わる専門職の具体的な
講義を受けることで、自らの専門職としての役割性を明
確にする。

・高齢者を取り巻く保健医療福祉の現状を理解する
・２０４０年問題について理解し、日本社会の進むべき
道について述べることができる
・介護保険制度の理解と障害者総合支援制度を説明
できる
・地域リハビリテーションにおける専門職の役割を理解
し、説明できる。

理学・作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 非常勤講師
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



専門科目 2 年次 
 

 

◇基礎作業学Ⅱ 

   ◇作業療法セミナーⅢ 

   ◇作業療法セミナーⅣ 

  ◇作業療法評価学Ⅱ 

  ◇作業療法評価学Ⅲ 

  ◇作業療法評価学Ⅳ 

   ◇作業療法評価学演習 

    ◇身体機能作業治療学Ⅰ 

    ◇身体機能作業治療学Ⅱ 

    ◇精神機能作業治療学Ⅰ 

    ◇精神機能作業治療学Ⅱ 

   ◇発達過程作業治療学 

   ◇日常生活活動学演習 

   ◇高次神経機能障害学 

 ◇義肢装具学総論 

 ◇地域作業療法学 

◇臨床実習Ⅰ 

 

 

 

 

 

作業療法学科 



【授業の概要】 【到達目標】

単位数

担当 吉木　奈王子、濱本　尊博、山口　萌
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

作業 学期 後期 授業形態 講義

学習目標

1 籐細工①
籐細工の道具・手順・特性・リスクなどを理解することができる
籐細工を体験し、籐細工の特性やひとへの与える影響を理解する
ことができる
籐細工の作業分析を行い、治療手段として適切に選択できる視点
を養う

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 基礎作業学Ⅱ

無

作業療法場面で用いる活動の一部として「狭義のアク
ティビティ」を中心に、実技を通じて自らが体験し、作業
固有の特性やひとと作業の基本的な関連を包括的に
捉え、作業を選択し用いる感性を養う。

・作業の特性やひとへの与える影響を理解するために
作業分析を行い、作業を治療手段として適切に選択で
きる視点を養う
・作業工程や素材、道具の使用方法、作業の特性と
いった知識・技術を学習する

2 籐細工②

3 タイルモザイク①

回数 授業内容

1 時間数 30 学年/学科 2年

4 タイルモザイク②

5 タイルモザイク③

タイルモザイクの道具・手順・特性・リスクなどを理解することができ
る
タイルモザイクを体験し、タイルモザイクの特性やひとへの与える
影響を理解することができる
タイルモザイクの作業分析を行い、治療手段として適切に選択でき
る視点を養う

木工の道具・手順・特性・リスクなどを理解することができる
木工を体験し、木工の特性やひとへの与える影響を理解すること
ができる
木工の作業分析を行い、治療手段として適切に選択できる視点を
養う

陶芸の道具・手順・特性・リスクなどを理解することができる
陶芸を体験し、陶芸の特性やひとへの与える影響を理解すること
ができる
陶芸の作業分析を行い、治療手段として適切に選択できる視点を
養う

6 木工①

7 木工②

10 陶芸②

11 機織り①

8 木工③

9 陶芸①

12 機織り②

13 機織り③

機織りの道具・手順・特性・リスクなどを理解することができる
機織りを体験し、機織りの特性やひとへの与える影響を理解するこ
とができる
機織りの作業分析を行い、治療手段として適切に選択できる視点
を養う

14 私の大切な作業（提示・準備）
自己を振り返り、日ごろ自分が大切にしている作業がどのような影
響を与えているかを考えることができる

15 私の大切な作業（発表）
自身が伝えたいことをひとに伝わるように発表することができる
この発表会を通じて、作業について深く考えることができる

書籍名 著者 出版社

教科書

作業～その治療的応用～　改定第2版 日本作業療法士協会編集 協同医書出版社
ひとと作業・作業活動　新版 山根　寛 三輪書店

参考
図書等

適宜紹介

成績評価
方法

1．作品及び作業分析レポート課題
2．「私の大切な作業」発表
上記項目を総合的に判断する

履修上の
注意

・課題の提出日時・提出場所・形式を厳守のこと

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上の実務経験あり



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．レポート課題（１００％）

履修上の
注意

解剖見学実習の準備をしっかりとすること。
実習の手引きを熟読しておくこと。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での実務経験あり。

参考
図書等

教科書

適宜資料を配布する。

8 臨床実習Ⅰに向けた準備③ 実習の手引きを熟読し、実習に必要な準備ができる。

書籍名 著者 出版社

6 臨床実習Ⅰに向けた準備① 実習の手引きを熟読し、実習に必要な準備ができる。

7 臨床実習Ⅰに向けた準備② 実習の手引きを熟読し、実習に必要な準備ができる。

4 地域セミナー①
地域のことを深く理解し、作業療法士として必要な知識が列
挙できる。

5 地域セミナー②
地域のことを深く理解し、作業療法士として必要な知識が列
挙できる。

2 上肢の解剖について復習する① 解剖見学実習時に実際の筋肉や神経が分かる。

3 解剖見学実習①
解剖見学実習時に学んだ知識と実際の筋肉、神経などが一
致する。

回数 授業内容 学習目標

1 解剖見学実習に向けての心構えについて 解剖見学実習の目的や意義について理解する。

講義

無

・自分の学習状況や作業療法士に向かう意識等につ
いて確認し、２年次の学習及び臨床実習Ⅰに向けて意
欲的に取り組むための自己の体制を整える。
・作業療法士について理解を深め、知識・技術・コミュニ
ケーションなど基礎的な技術を身に付けることの重要
性について理解を深める。
・地域について実際に調査し、まとめていく。

・作業療法士に対して、１年次よりさらに具体的なイ
メージを持つ。
・学内の生活面から医療人としての意識を持ち、臨床
実習Ⅰにおいて必要となる接遇マナーや基本的なコ
ミュニケーション能力を身につける。
・解剖見学実習を通じて今まで学んだ知識の裏付けが
できる。
・地域について、作業療法士の可能性を列挙できる。

担当 濱本　尊博
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

2年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法セミナーⅢ

単位数 1 時間数 15 学年/学科 作業 学期 前期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．レポート課題（１００％）

履修上の
注意

特になし。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での実務経験あり。

参考
図書等

教科書

適宜紹介していく。

8 学習支援プログラム② ３年次の長期実習に向けての準備ができる。

書籍名 著者 出版社

6 地域セミナー④ 地域について、次年度調べたいことを計画できる。

7 学習支援プログラム① ３年次の長期実習に向けての準備ができる。

4 地域セミナー② 地域について興味があることに列挙できる。

5 地域セミナー③
地域について興味があることに列挙し、グループでまとめ
る。

2 臨床実習の振り返り② 臨床実習Ⅰについて振り返り、他者と共有する。

3 地域セミナー① 地域について興味があることに列挙できる。

回数 授業内容 学習目標

1 臨床実習の振り返り①
臨床実習Ⅰについて振り返り、できたこと・できなかったこと
をまとめる。

講義

無

・臨床実習Ⅰを振り返る
・臨床実習Ⅰで足りなかったところを再学習していく。
・地域の環境や人について調べる。

・臨床実習Ⅰでできたこと・できなかったことを客観的に
分析し、振り返り、再学習ができる。
・作業療法士について理解を深め、知識・技術・コミュニ
ケーションなど基礎的な技術を身に付けることの重要
性について理解を深める。
・２年次の学習に意欲的に取り組んでいくために、自分
にあった学習方法やクラス内で協力して学び合う体制
を整える。
・地域の中で興味があることが列挙できる。

担当 濱本　尊博
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

2年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法セミナーⅣ

単位数 1 時間数 15 学年/学科 作業 学期 後期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法評価学Ⅱ（身体機能）

無

・主に身体障害領域の作業療法で用いられる検査・測
定・評価法（MMT、感覚検査、腱反射等）について、そ
の目的及び概要について学習する。

・作業療法における評価の位置づけについて理解す
る。
・各評価法の意義目的について説明できる。
・各評価について模擬的に行うことができる。
・評価を実施し、その結果を説明できる。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 濱本　尊博
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
徒手筋力検査法②肩甲帯・肩 徒手筋力検査法の肩甲帯・肩が模倣できる。

3
徒手筋力検査法③肘・前腕・手指 徒手筋力検査法の肘・前腕・手指が模倣できる。

回数 授業内容 学習目標

1
徒手筋力検査法①概要 徒手筋力検査法の目的や意義を説明できる。

7
徒手筋力検査法⑦頸部・体幹 徒手筋力検査法の頸部・体幹が模倣できる。

8
徒手筋力検査法⑧頸部・体幹 徒手筋力検査法の頸部・体幹が模倣できる。

4
徒手筋力検査法④肘・前腕・手指 徒手筋力検査法の肘・前腕・手指が模倣できる。

5
徒手筋力検査法⑤下肢

6
徒手筋力検査法⑥下肢 徒手筋力検査法の下肢が模倣できる。

徒手筋力検査法の下肢が模倣できる。

11
感覚検査②表在感覚 表在感覚の検査を理解し、検査が模倣できる。

12
感覚検査③深部感覚 深部感覚の検査を理解し、検査が模倣できる。

9
徒手筋力検査法⑨まとめ 徒手筋力検査法の全評価が模倣できる。

10
感覚検査①概要 感覚検査の目的や意義について説明ができる。

15
反射検査③ 腱反射、表在反射、病的反射を理解し、検査が模倣できる。

書籍名 著者 出版社

13
反射検査① 腱反射、表在反射、病的反射を理解し、検査が模倣できる。

14
反射検査② 腱反射、表在反射、病的反射を理解し、検査が模倣できる。

教科書

新・徒手筋力検査法　原著第10版　協同医書出版社 協同医書出版社
ベッドサイドの神経の診かた　改訂18版 南山堂

成績評価
方法

1．実技試験（６０％）
2．筆記試験（４０％） 履修上の

注意

・３・４年次の臨床実習に向けた講義であるため、身だしなみ（実習着・白靴下・白
シューズ着用、爪は短く、髪型・色、化粧など）は臨床実習時の基準と同様とする。
・実技試験、筆記試験それぞれ６割以上取ることが最低条件となる。
・講義順序や講義数に関しては変更となる可能性がある。日程表は講義内で配布
予定。

実務経験
紹介

臨床実習指導者講習会を終了した指導者にあた
る。また、学科教員も同講習会を終了済。

参考
図書等

適宜紹介



【授業の概要】 【到達目標】

単位数

担当 吉木　奈王子
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

作業 学期 前期 授業形態 講義

学習目標

1 上肢機能検査① 上肢機能の概要を説明できる
一般的な上肢機能検査を列挙できる
クラスメイトに簡易上肢機能検査を実施し、その結果を記録できる
上肢機能が障害された時の生活上の影響を説明できる

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法評価学Ⅲ（身体機能）

無

身体障害領域の作業療法で用いられる検査・測定法
の基礎的な技術を学び、事例検討を通してどのような
評価を選択するのか、どのような手技が必要となるの
かを考え学ぶ。

・身体障害領域で行われる検査・測定・評価法の目的
や意義を説明できる。
・各検査、評価について基本となる検査方法で実施で
きる。
・事例を通して、必要な評価項目を知る。
・事例を通して、必要な評価を選択し摸擬的に実施でき
る。

2 上肢機能検査②

3 協調性検査①

回数 授業内容

1 時間数 30 学年/学科 2年

4 協調性検査②

5 協調性検査③

協調性検査の概要を説明できる
クラスメイトにそれぞれの協調性検査を実施し、その結果を記録で
きる
協調性が障害されたときの生活上の影響を説明できる

8 脳神経検査③

9 姿勢反射検査①

脳神経検査の概要を説明できる
クラスメイトにそれぞれの脳神経検査を実施し、その結果を記録で
きる
それぞれの脳神経が障害されたときの生活上の影響を説明できる

姿勢反射検査の概要を説明できる
連合反応、共同運動、立ち直り反応、平衡反応の定義や種類、機
能的意義を説明できる
クラスメイトに立ち直り反応検査および平衡反応検査を実施できる
姿勢反射障害がみられるときの生活上の影響を説明できる

6 脳神経検査①

7 脳神経検査②

筋緊張検査の概要を説明できる
クラスメイトに筋緊張検査を実施し、その結果を記録できる
筋緊張の異常がみられるときの生活上の影響を説明できる

事例を通して、必要な評価項目を知る
事例を通して、必要な評価を選択し摸擬的に実施できる

10 姿勢反射検査②

11 姿勢反射検査③

14 事例を通しての評価実践①

15 事例を通しての評価実践②

12 筋緊張検査①

13 筋緊張検査②

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　作業療法評価学　第3版 岩崎　テル子 医学書院

参考
図書等

適宜紹介

成績評価
方法

1．実技試験　70％
2．筆記試験　30％

※定期試験（上記1、2）の合格基準は、それぞれ
が6割以上とする。

履修上の
注意

身だしなみ（実習着、爪、髪型や色、薄化粧、白靴下、
既定の実習靴着用）は臨床実習時の基準とする。
・グループでの実施となるため、自己判断での行動や
私語は慎み、協調性をもって取り組むようにすること。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上の実務経験あり



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．筆記試験（１００％）

履修上の
注意

指定されたテキストを持参すること。

実務経験
紹介

作業療法士として医療現場で15年経験あり。

参考
図書等

高齢者のための知的機能検査の手引き 大塚俊男 ワールドプランニング
適宜紹介

教科書

標準作業療法学　作業療法評価学　第3版 岩﨑　テル子　編 医学書院
精神障害と作業療法　新版 山根　寛 三輪書店
精神障害作業療法 香山　明美　編 医歯薬出版株式会社

精神・心理の評価が説明できる。

まとめ 精神・心理の評価が説明できる。

書籍名 著者 出版社

14

15

12

13
精神・心理の評価体験

6

7

10

認知症に関する評価体験 認知症に関する評価について説明することができる。

発達領域に関する評価体験 発達領域に関する評価について説明ができる。

11

8

9

WAIS-Ⅳ評価体験 WAIS-Ⅳについて説明することができる。

回数 授業内容 学習目標

1

精神領域に関する作業療法評価について 精神領域に関する作業療法評価について説明できる。

4

5

2

3

作業 学期 後期 授業形態 講義

大田　茂臣・非常勤講師
教員の
実務経験

1 時間数 30 学年/学科 2年

有
企業等
との連携

・精神、認知、発達の基本的な評価視点・方法を習得
する。

・各疾患の特性を理解し、対象者の心身機能・活動・参
加の各レベルにおける評価の視点とそれらを評価する
ための方法を学ぶ。

・精神、認知、発達の基本的な評価を習得する。

・精神、認知、発達に関する様々な検査について学習
し、臨牀で用いられることの多い検査について学ぶ。

単位数

作業療法評価学Ⅳ（精神・認知機能）

無担当

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法評価学演習

無

作業療法評価学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで学んだ評価手技について
実際に評価意義や評価目的、また画像所見からの障
害予測や検査測定の基本的な実施方法、手順の理論
的根拠を学び、模擬事例に対する作業療法過程を通し
的確に行えるよう技術を身につける。

・評価学で学んだ検査手技についてクラスメイトを対象
に確実に行えるようになる
・事例を想定し、評価学で学んだ各評価法を使い、評
価を組み立てることができる
・事例を想定した作業療法過程の中で一連の流れにつ
いて理解を深める

作業 学期 後期 授業形態 演習

担当 徳若　雅之、吉木　奈王子
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2 作業療法過程（言葉調べ）
事例において、わからない言葉を調べて理解し、説明するこ
とができる

3 作業療法過程（言葉調べ）
事例において、わからない言葉を調べて理解し、説明するこ
とができる

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション
作業療法の流れについて、臨床像の提示

講義の目的や意義、流れ、ルールについて理解できる
作業療法の流れについて説明できる

6 作業療法過程（面接後の情報整理）
模擬面接・他部門からの情報収集で得た情報を整理するこ
とができる

7 作業療法過程（面接後の情報整理）
模擬面接・他部門からの情報収集で得た情報を整理するこ
とができる

4
作業療法過程（他部門からの情報収集の準備、面接
準備）

情報収集や面接のための準備を、グループ内で協力して行
うことができる

5
作業療法過程（摸擬評価体験：模擬事例との面接・他
部門からの情報収集）

グループ内で協力して、模擬事例との面接および他職種か
らの情報収集を行うことができる

10 作業療法過程（評価計画立案）
模擬事例に沿った評価を列挙し、評価の目的・意義、順序、
留意点、実施方法を理解し、評価計画を立案できる

11 作業療法過程（評価計画立案）
模擬事例に沿った評価を列挙し、評価の目的・意義、順序、
留意点、実施方法を理解し、評価計画を立案できる

8 作業療法過程（評価項目列挙） 脳卒中患者に対する評価項目を列挙することができる

9 作業療法過程（評価計画立案）
模擬事例に沿った評価を列挙し、評価の目的・意義、順序、
留意点、実施方法を理解し、評価計画を立案できる

14
到達度試験要綱提示
到達度試験に向けての評価手技確認

評価学で学んだ検査手技について、クラスメイトを模擬事例
と見立てて確実に行えるようにする

15 到達度試験に向けての評価手技確認
評価学で学んだ検査手技について、クラスメイトを模擬事例
と見立てて確実に行えるようにする

12 作業療法過程（評価結果の整理、ICFシート作成）
模擬事例の評価結果を整理し、ICFシートを作成することが
できる

13 作業療法過程（評価結果の整理、ICFシート作成）
模擬事例のICFシートを作成し、模擬事例の全体像を把握す
ることができる

書籍名 著者 出版社

教科書 特に定めない（自分で必要な教科書を準備すること）

成績評価
方法

1．レポート課題（言葉調べ、情報収集・面接、評
価項目列挙）　30％
2．到達度試験（評価実技試験、ICFシート作成）
70％

履修上の
注意

・グループ活動、演習は積極的に協調性を持って
参加する
・評価学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで学んだ各評価手技の意義・
目的・手技について十分練習し授業に臨むこと

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上の実務経
験あり

参考
図書等

適宜紹介



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 身体機能作業治療学Ⅰ(中枢神経系）

無

・脳血管障害（脊髄損傷も含む）を中心に、中枢神経系
障害の発生機序と障害像について理解する。
・急性期、回復期から生活期（維持期)までの各病期に
おいて、病態の把握や回復段階の理解、適切な作業
療法評価、目標設定、治療アプローチまでの流れを学
習する。

・身体障害領域における作業療法の役割を理解する。
・脳血管疾患・脊髄損傷の評価、治療、リスクについて
理解する。
・脳血管疾患・脊髄損傷の病態像を理解する。
・脳血管疾患・脊髄損傷の病態像より、必要な作業療
法評価項目選択から治療までの流れを理解する。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 大田　茂臣
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
脳卒中血管障害について①概要 脳血管障害における作業療法の概要について説明ができ

る。

3
脳卒中血管障害について②作業療法評価 脳血管障害における作業療法評価について説明ができる。

回数 授業内容 学習目標

1
身体障害領域における作業療法について 身体障害領域における作業療法の概念や役割について説

明ができる。

6
脳卒中血管障害について⑤退院後の生活における地
域連携

脳血管障害における退院後の生活における地域連携につい
て説明ができる。

7
リハビリテーションにおける予後予測とは① リハビリテーションにおける作業療法の予後予測について理

解する。

4
脳卒中血管障害について③作業療法の目標 脳血管障害における作業療法目標について説明ができる。

5
脳卒中血管障害について④作業療法プログラム 脳血管障害における作業療法プログラムついて説明ができ

る。

10
Brunnstrom Recovery Stage（BRS）について② Brunnstrom Recovery Stage（BRS）について評価ができる。

11
上田式12段階片麻痺運動機能評価 上田式12段階片麻痺運動機能評価について説明ができる。

8
リハビリテーションにおける予後予測とは② 脳血管障害における作業療法の予後予測について理解す

る。

9
Brunnstrom Recovery Stage（BRS）について① Brunnstrom Recovery Stage（BRS）について説明ができる。

14
脊髄損傷について② 脊髄損傷における作業療法について概念や役割について説

明ができる。

15
まとめ 授業のまとめができる。

12
Fugle Mayer Assessment（FMA）について Fugle Mayer Assessment（FMA）について説明ができる。

13
脊髄損傷について① 脊髄損傷における作業療法について概念や役割について説

明ができる。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準  身体機能作業療法学　第3版 山口　昇 医学書院
PT・OT・STのための
臨床5年目までに知っておきたい予後予測の考えかた 竹林　崇　編 医学書院

成績評価
方法

１．筆記試験（１００％）

履修上の
注意

特になし。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での実務経験が15年
間あり。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

単位数

担当 吉木　奈王子
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

作業 学期 後期 授業形態 講義

学習目標

1 パーキンソン病に対する作業療法

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 身体機能作業治療学Ⅱ(内部障害・筋神経系）

無

身体障害領域で作業療法士が関わる疾患について、
各疾患の病態から必要な評価項目、アプローチについ
て学習し、作業療法を行うまでの一連の流れについて
学習する。

・
・

・
・

各疾患の病態像から治療までの概要を理解する
各疾患の病態特性を捉え、必要となる評価や作業療
法アプローチの体験を通して作業療法について理解で
きる
作業療法の臨床場面でのリスク管理について理解する
身体障害領域における作業療法士の役割について説
明できる

2 脊髄小脳変性症に対する作業療法

3 筋萎縮性側索硬化症に対する作業療法

回数 授業内容

1 時間数 30 学年/学科 2年

関節性リウマチ

4 ギラン・バレー症候群に対する作業療法

5 多発性硬化症に対する作業療法

12 心疾患に対する作業療法

13 呼吸器疾患に対する作業療法

・各疾患の病態像から治療までの概要を理解する

・各疾患の病態特性を捉え、必要となる評価や作業療法ア
プローチについて説明できる

・各疾患の作業療法場面でのリスク管理について理解し説
明できる

10 がんに対する作業療法（乳がん、消化器術後）

11 がんに対する作業療法（ターミナルケア）

8
全身性エリテマトーデス
多発性筋炎・皮膚筋炎

9 復習

6 重症筋無力症に対する作業療法

7

14 糖尿病に対する作業療法

15 復習 後半に学んだ内容について、整理・理解し、説明ができる

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　身体機能作業療法学　第4版 山口　昇、玉垣　努 医学書院

参考
図書等

適宜配布

成績評価
方法

中間試験　50％
期末試験　50％
※中間・期末試験は各回とも6割以上取ることが
合格条件となる

履修上の
注意

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関に10年以上勤務した経験あ
り



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

実務経験
紹介

精神科作業療法士として実務経験，教育分野で
精神科分野担当

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

精神障害と作業療法　新版 山根　寛 三輪書店
精神疾患の理解と精神科作業療法　第３版 中島直，菅原誠，朝田隆 中央法規

12 認知症の作業療法①

認知症に対する作業療法について、目的や作業療法過程、
治療構造、作業療法の役割について理解し説明できる

13 認知症の作業療法②

14 認知症の作業療法③

15 認知症の作業療法④

8 作業療法における評価の基礎①
精神科作業療法の評価の基礎技術である「インテーク面接」
について演習を通して理解できる

9 作業療法における評価の基礎②

10 作業療法における評価の基礎③
精神科作業療法の評価の基礎技術である「観察」について
演習を通して理解できる

11 作業療法における評価の基礎③

4 作業療法の治療構造
精神科医療の治療構造の基礎および「個人作業療法」「集
団作業療法」について理解し，説明できる

5 精神科作業療法の「作業の要素」①

精神科作業療法の基礎概念，特に作業の持つ精神・心理的
要素について理解し説明できる

6 精神科作業療法の「作業の要素」②

7 精神科作業療法の「作業の要素」③

2 精神科医療の歴史 精神医療の歴史を理解し説明できる

3 精神科領域の現状 精神医療の現状を理解し説明できる

1 「精神障害」とは，精神科医療の歴史
「精神障害」について自身が抱いてきたイメージを見直すこと
ができる．精神科医療の歴史について理解し説明できる

無

「精神障害」について、これまで自身が抱いてきたイ
メージを見直し、当事者の立場から体験される精神病・
精神障害とはどのようなものかに重点をおきながら、精
神障害について理解を深める。精神医療の歴史や最
近の動向を踏まえ、作業療法士の役割について知る。

・
・

・
・

精神科医療についての全体像を理解する
対象者理解の手法および治療法に関連した各種理
論、捉え方について理解する
精神科作業療法における治療構造について理解する
精神障害領域における作業療法の目的と役割につい
て理解する

担当 太田研吾

科目
区分

専門 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義
演習

教員の
実務経験

有
企業等
との連携

精神機能作業治療学Ⅰ(基礎）

作業 学期 前期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

筆記試験　70％
小テスト　30％ 履修上の

注意

実務経験
紹介

精神科作業療法士として実務経験，教育分野で
精神科分野担当

参考
図書等

教科書

精神障害と作業療法　新版 山根　寛 三輪書店

精神疾患の理解と精神科作業療法　第３版 中島直，菅原誠，朝田隆 中央法規

15 てんかんの作業療法①
てんかんの症状や生活障害について考え、作業療法の流れ
や関わり方を理解する

書籍名 著者 出版社

12 摂食障害の作業療法①
摂食障害の症状や生活障害について考え、作業療法の流
れや関わり方を理解する

13 パーソナリティ障害の作業療法①
パーソナリティー障害の症状や生活障害について考え、作
業療法の流れや関わり方を理解する

14 パーソナリティ障害の作業療法①

8 依存症の作業療法①
依存症の症状や生活障害について考え、作業療法の流れ
や関わり方を理解する

9 依存症の作業療法①

10 神経症性障害の作業療法①
神経症性障害の症状や生活障害について考え、作業療法
の流れや関わり方を理解する

11 神経症性障害の作業療法①

5 気分障害の作業療法①

気分障害の症状や生活障害について考え、作業療法の流
れや関わり方を理解する

6 気分障害の作業療法①

7 気分障害の作業療法①

2年

回数 授業内容 学習目標

1 統合失調症の作業療法①

統合失調症の症状や生活障害について考え、作業療法の
流れや関わり方を理解する

2 統合失調症の作業療法①

3 統合失調症の作業療法①

4 統合失調症の作業療法①

無

精神機能領域における作業療法の基本的視点、作業
療法士が関わる疾患の病態、作業療法を行うまでの一
連の流れについて学習する

・各疾患の病態像を理解する
・各疾患における作業療法の一連の流れを理解する
・精神機能領域における作業療法士の役割を理解する

担当 太田研吾
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

精神機能作業治療学Ⅱ（応用Ⅰ）

単位数 1 時間数 30 学年/学科 作業 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義
演習



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 発達過程作業治療学

無

・発達障害分野における作業療法の役割と一連の流
れについて学ぶ
・人の発達過程を理解し、各疾患ごとの評価や作業療
法アプローチの体験を通し、作業療法の実践的評価や
技法を学習する

・発達障害分野の作業療法の重要性や役割について
説明できる
・発達障害分野の一連の実践過程を説明できる
・各疾患の理解とそれぞれに必要となる評価や作業療
法実践について理解できる

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 山口　萌
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
人の発達過程 定型発達の発達段階を理解できる。

3
発達期作業療法の基本的実践課程 発達障害分野の作業療法の一連の実践過程を説明できる。

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション
発達障害分野のOTの役割

それぞれの発達分野現場で働く作業療法士の職務内容に
ついて述べることができる。

6
知的能力障害の作業療法 知的能力障害の定義、原因となる疾患や知能検査について

知ることができる。

7
重症心身障害児（者）の作業療法 重症心身障害の臨床像について知ることができる。

重症心身障害児の姿勢分析ができるようになる。

4
発達評価 標準化された発達検査について目的と適応年齢、方法につ

いて説明できる。

5
脳性麻痺の作業療法 脳性麻痺のそれぞれのタイプ別の臨床像について理解し、

評価や治療について知ることができる。

10
筋ジストロフィーの作業療法 筋ジストロフィーの分類やそれぞれの臨床像について知るこ

とができる。病期に応じた対応が理解できる。

11
二分脊椎の作業療法/骨関節疾患の作業療法 二分脊椎・骨関節疾患の臨床像について知ることができる。

作業療法の評価、実践過程を理解できる。

8
強度行動障害の作業療法 強度行動障害の障害、臨床像について知ることができる。

行動心理学に基づいた対応の仕方が理解できる。

9
頭部外傷等に伴う高次脳機能障害の作業療法/
小児がんの作業療法

高次脳機能障害の原因、診断基準、臨床像について知るこ
とができる。小児がんの疾患・障害・臨床像について知ること
ができる。

14
神経発達症（LD・DCD）の作業療法 神経発達症群の認知発達や感覚の行動様式を説明できる。

特性の理解と必要な支援を知ることができる。

15
その他の疾患（場面緘黙・吃音など）の作業療法 様々な発達期疾患の臨床像について知ることができる。

12
染色体異常の作業療法 染色体異常の疾患の種類を知ることができる。

ダウン症の作業療法の評価、実践過程を理解できる。

13
神経発達症（ASD・ADHD）の作業療法 神経発達症群の障害、臨床像について知ることができる。

神経発達症群の診断基準について理解できる。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　発達過程作業療法学　第3版 加藤　寿宏 医学書院
標準理学療法学・作業療法学　人間発達学　第３版 加藤　寿宏 医学書院

成績評価
方法

筆記試験100％

履修上の
注意

グループ学習には協調性をもって積極的に取り組
むこと。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上実務経験
あり

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 日常生活活動学演習

無

各障害における日常生活活動の特徴理解と支援方法
を動作模倣や分析、介助実技、介入方法の検討等の
演習を通じて学ぶ。

・各基本動作を模倣し、分析、介助することができる
・各障害における日常生活活動の特徴を説明できる
・各障害における日常生活動作の問題や対応について
考えを述べることができる

作業 学期 後期 授業形態 演習

担当 山口　萌、吉木奈王子、濱本尊博、大田茂臣
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
基本動作①
（基本姿勢）

基本姿勢の種類を知り、それぞれの姿勢の分析ができる。

3
基本動作②
（寝返り・起き上がり）

片麻痺や対麻痺の寝返り、起き上がりの動作模倣・分析が
できる。

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション
ADLの概念、評価の視点

ADLの評価を列挙できる。
FIMの採点ができる。

6
移動②
（杖歩行、階段昇降）

片麻痺や対麻痺の歩行・階段昇降の動作手順が理解でき
る。
片麻痺・対麻痺の歩行・階段昇降の介助ができる。

7
脳卒中のADL① 脳卒中の障害像を理解できる。

4
基本動作③
（立ち上がり）

片麻痺や対麻痺の立ち上がりの動作模倣・分析ができる。

5
移動①
（移乗動作）

片麻痺や対麻痺の移乗手順について理解できる。
片麻痺・対麻痺の移乗介助ができる。

10
脊髄損傷のADL② 脊髄損傷のADLの特徴や問題点をあげ、対応を考えること

ができる。

11
運動器疾患のADL①
（関節リウマチ）

関節リウマチのADLの特徴や問題点をあげ、対応を考えるこ
とができる。

8
脳卒中のADL② 脳卒中のADLの特徴や問題点をあげ、対応を考えることが

できる。

9
脊髄損傷のADL① 脊髄損傷の障害像を理解できる。

14
内部障害のADL①
（がん）

がんのADLの特徴や問題点をあげ、対応を考えることができ
る。

15
神経変性疾患のADL 神経変性疾患のADLの特徴や問題点をあげ、対応を考える

ことができる。

12
運動器疾患のADL②
（大腿骨近位部骨折）

大腿骨近位部骨折のADLの特徴や問題点をあげ、対応を考
えることができる。

13
内部障害のADL①
（呼吸器・循環器疾患）

呼吸器・循環器疾患のADLの特徴や問題点をあげ、対応を
考えることができる。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　日常生活活動・社会生活行為学　第2版 濱口　豊太 医学書院
姿勢と動作　ADLその基礎から応用　第3版 斎藤　宏　他 メジカルフレンド社

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

動きやすい服装で参加すること。
講堂での演習もあるので必ず場所を確認するこ
と。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上実務経験
あり

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 高次神経機能障害学

無

・高次神経機能障害（高次脳機能障害）の症状を理解
し、それらが日常の活動や参加にどのように影響する
のかを理解する。
・それぞれの障害に対する評価法を学び、実際の評価
バッテリーを使用し体験する。

・脳の機能解剖と働きを理解する
・高次神経機能障害（高次脳機能障害）に対する評価
法等を説明できる。
・実際の評価バッテリーを使用し体験し、評価できるよ
うになる。

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 濱本　尊博
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
神経心理学検査について 神経心理学検査について目的や意義を説明できる。

3
脳の機能解剖と画像所見について（CT・MRI）① 脳の機能と症状について理解できる。

回数 授業内容 学習目標

1
高次脳機能障害の概要について 高次脳機能障害の病態が説明できる。

7
注意障害について②演習 注意障害の作業療法評価について説明できる。

8
記憶障害について①講義 記憶障害の病態や症状について説明できる。

4
脳の機能解剖と画像所見について（CT・MRI）① 脳の機能と症状について説明できる。

5
失語症について

6
注意障害について①講義 注意障害の病態や症状について説明できる。

失語症の病態や症状について説明できる。

11
失認について 失認の病態や症状について説明できる。

12
半側空間無視について①講義 半側空間無視の病態や症状について説明できる。

9
記憶障害について②演習 記憶障害の作業療法評価について説明できる。

10
失行について 失行の病態や症状について説明できる。

15
社会的行動障害について 社会的行動障害の病態や症状について説明できる。

書籍名 著者 出版社

13
半側空間無視について②演習 半側空間無視の作業療法評価について説明できる。

14
遂行機能障害について 遂行機能の病態や症状について説明できる。

教科書

標準作業療法学　高次脳機能障害作業療法学 能登　真一 医学書院
高次脳機能障害のリハビリテーションVer.3 武田　克彦　編 医歯薬出版株式会社

成績評価
方法

１．筆記試験（１００％）

履修上の
注意

特になし。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で実務経験あり。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 義肢装具学総論

無

　リハビリテーション医学における義肢装具（療法）は、
機能代償を目的で処方されることもあるが、治療の過
程で用いられる頻度も高い。本講では、義肢装具の位
置づけ・役割及び基本的事項を解説する。また、義肢
装具士の社会的役割についても述べる。

１.義肢装具の構成、義肢装具の基本的な用語を理解
する。
２.医学的リハビリテーション医療における義肢装具の
役割を理解する。

理学・作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 大坪誠、他
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
装具学総論 装具の定義、基本構造、基本原則について理解する。

3
装具療法総論① 装具の分類、装具の処方について理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
義肢装具士という専門職について 義肢装具士の役割や業務内容について理解する。

6
体幹装具② 体幹装具の種類と適応（疾患と装具）に理解する。

7
上肢装具①
（肩～手指の装具について）

上肢装具の種類と適応（疾患と装具）に理解する。

4
装具療法総論② 装具の適合判定、装具療法における効果判定について理解する。

5
体幹装具① 体幹装具の種類と適応（疾患と装具）に理解する。

10
下肢装具② 下肢装具の種類と適応（疾患と装具）に理解する。

11
補装具の給付と法律 補装具支給に関わる法制度について理解する。

8
上肢装具②
（スプリントについて）

スプリントの種類と適応（疾患と装具）に理解する。

9
下肢装具① 下肢装具の種類と適応（疾患と装具）に理解する。

14
採型実習③
上肢または下肢の外形の型取り

石膏によるギプス採型の方法について理解する。

15
装具学まとめ

12
採型実習①
上肢または下肢の外形の型取り

石膏によるギプス採型の方法について理解する。

13
採型実習②
上肢または下肢の外形の型取り

石膏によるギプス採型の方法について理解する。

書籍名 著者 出版社

教科書

義肢装具のチェックポイント 日本整形外科学会 医学書院
装具学 編　加倉井周一 医歯薬出版

成績評価
方法

1.定期試験
　　１００％
　　※定期試験の合格点は60点以上とする。

履修上の
注意

１.義肢装具処方の対象となる疾患・障害への理解が大前提で
ある。
２.機能障害と能力低下の関連について熟知すること。
３.物理学、運動学の基礎的用語（ﾓｰﾒﾝﾄ、力点、作用点）を想
起しながら講義を聴くこと。

実務経験
紹介

義肢装具士として長年に渡り義肢、装具の作製に
携わっている。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

地域における作業療法実践例⑤

地域における作業療法実践例⑥

地域における作業療法実践例⑦

地域における作業療法実践例⑧

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 地域作業療法学

無

地域における作業療法士の役割について理解し、多様
なニーズをもつ現場での作業療法の展開方法につい
ての理解を深める。

・地域リハビリテーションの概念、作業療法の役割について
説明できる。
・健康増進・障害予防とリハビリテーションの関連性について
説明できる。
・地域作業療法を支える制度、社会生活支援、連携方法や
地域包括ケアシステムについて説明できる。
・地域作業療法の評価から援助目標の設定、支援計画まで
の枠組みを説明できる。
・地域における実践事例を通し、作業療法の役割を理解す
る。

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 大田茂臣
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2

3

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション　地域とは・・・講義 地域リハビリテーションの概念、作業療法の役割について説

明できる。

地域を知る　講義・演習

地域リハビリテーションの流れ、地域作業療法とは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・講義・演
習

健康増進・障害予防とリハビリテーションの関連性について
説明できる。

地域作業療法のリハビリテーションの流れや制度、社会生
活支援、多職種連携の方法について説明できる。

4
地域作業療法を支える制度と職種間連携・・・講義

6
支援のためのニーズ把握、評価の視点・・・演習

7

地域作業療法の評価から援助目的の設定、支援計画まで
の枠組みを説明できる。

地域における実践事例を通し、作業療法の役割、活動内容
を理解できる。
（診療所（クリニック）、介護老人保健施設、通所介護施設、
通所リハビリテーション、訪問作業療法、地域包括支援セン
ター、特別養護老人ホーム、発達支援、特別支援学校、地
域生活移行、就労支援、認知症支援、在宅支援について）

・介護予防事業の役割について説明ができる。
・介護予防について体験し、理解を深めることができる。

5
地域作業療法の枠組み・・・講義

14

10

11

8

9

地域における作業療法実践例①

地域における作業療法実践例②

地域における作業療法実践例③

地域における作業療法実践例④

15
まとめ 地域での作業療法士の役割について説明ができる。

12

13

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　専門分野　地域作業療法学　第4版 小川恵子 医学書院

成績評価
方法

1．筆記試験（１０0％）

履修上の
注意

提出物の提出期限は厳守すること。見学や体験
場面には積極的に参加すること。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での15年以上の実務
経験あり。

参考
図書等

適宜紹介



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 臨床実習Ⅰ

有

・リハビリテーションの現場において、作業療法士が対
象者にどのような目的で、どのようなリハビリテーション
を行っているかについて見学実習を通して理解する。
・実際のリハビリテーション実施場面にスタッフの補助
的な役割として関わらせていただき、対象者とコミュニ
ケーションをとる体験を積み、対象者の生活とリハビリ
テーションについて理解を深める。
・見学実習の前後においてOSCE（客観的臨床能力試
験）を実施し、知識・技術の確認を行う。

・将来作業療法士を目指す学生として、見学実習を通
して職業人として望ましい態度や行動をとることを心掛
け、職業人としての意識を養う。
・リハビリテーションを提供する施設の役割を理解す
る。
・作業療法士の業務を理解する。
・許容される臨床技能を実践できる。

作業 学期 前期 授業形態 実習

担当 濱本　尊博
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 40 学年/学科 2年

2

3

回数 授業内容 学習目標

1
地域の通所リハビリテーションや老人保健施設等の臨
地実習

各実習地において実習指導者のもと到達目標を達成するこ
とができる。

7

8

4

5

6

11

12

9

10

15

書籍名 著者 出版社

13

14

教科書

臨床実習の手引き

成績評価
方法

１．臨床実習報告書（出席状況、基本的態度、基
本的臨床技能等含む）
２．提出物
３．臨床実習報告会
４．実習前後OCSE

履修上の
注意

・臨床実習の手引を熟読すること
・臨床実習に望むにあたり個人情報保護
・事前オリエンテーションおよび事前学習、実習後
発表会に出席すること。

実務経験
紹介

臨床実習指導者講習会を終了した指導者にあた
る。また、学科教員も同講習会を終了済。

参考
図書等



専門基礎科目 3 年次 
 

 

◇救急医学 

  ◇脳神経外科学 

◇薬理学 

◇栄養学 

◇リハビリテーション工学 

◇理学療法概論 

◇言語聴覚療法概論 

◇看護学概論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業療法学科 



【授業の概要】 【到達目標】

脳神経外科学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1 オリエンテーション 脳の代表的な部位と脳画像の見方を理解する。

無

脳血管障害はリハビリテーション分野で最も関わる障
害であり、その病態を知ることはリハビリテーション専
門職の必須の要件である。近年、中枢神経障害に対す
る治療技術の発展は目覚ましく、外科的な手術をはじ
め、予防的な治療として脳血管内かという分野も確立
している。リハビリテーションに携わる者として、最新の
技術・知識を学ぶことはより効果的な治療を行う上で大
切な要素である。脳神経外科専門医の立場から、脳血
管障害の原因、病態症状、合併症、治療と予後、リハ
ビリテーションについて最新情報を得る。

中枢神経系の機能局在を理解する。
脳血管障害の病態と症状を理解する。
脳腫瘍の病態と症状を理解する。
脳神経外科学の手術と適応について理解する。

担当 梶原浩司　柳原博之　濱田康弘　正司真規 無
企業等
との連携

2 脳外科　基礎編 脳画像の機能局在等を理解する

3 脳外科　症候学 脳疾患の代表的疾患を理解する

4 脳外科　応用編 脳疾患の症状を理解する

5 脳外科　脳腫瘍、頭部外傷 脳腫瘍、脳外傷の病態と症状を理解する

6 脳外科　脳卒中 脳卒中の病態と症状を理解する

7 脳外科　まとめ①　総論 脳神経外科の重要事項を理解する

8 脳外科　まとめ②　各論 脳神経外科の重要事項を理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

病気がみえる　Vol.7　脳・神経 MEDIC　MEDIA

参考
図書等

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

前期開講になっていますが前後期開講です

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1 . 授業態度(30%)
2 . 確認試験(70%)

履修上の
注意

臨床実習前の授業です。薬剤性嚥下障害や錠剤
嚥下障害は医療現場でも問題となっています。リ
ハビリを受ける患者のほとんどが薬物療法を受け
ており、薬物の影響も考慮する必要があります。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

わかりやすい薬理学 安原　一　小口　勝司 広川書店

8 抗悪性腫瘍薬、漢方薬
悪性腫瘍の特性と抗悪性腫瘍薬の基本（薬理作用、副作
用）について学ぶ。漢方薬の特徴と西洋医薬の相違、漢方
薬の適用疾患について学ぶ。

書籍名 著者 出版社

6 消化管系作用薬、ホルモン系・生殖器官系作用薬
消化器疾患の病態生理と薬物療法の基本を学ぶ。各種ホル
モンの作用、役割を理解し、内分泌器官の障害、異常に由
来する疾患の治療薬の有用性と副作用を学ぶ。

7 抗感染症薬、消毒薬
各種感染症の病原体（微生物）と抗感染症薬の基本（薬理
作用、副作用）について学ぶ。消毒薬の特性と有用性を学
び、使用する際の留意点を理解する。

4 心臓・血管作用薬
高血圧、心疾患、血液・造血器疾患の病態生理と薬物治療
の基本（薬理作用、副作用）を学ぶ。

5 抗炎症薬、呼吸器系作用薬

生体防御機能としての炎症反応および免疫応答を理解し炎
症性疾患に対する抗炎症薬、および免疫疾患に対する治療
薬の基本について学ぶ。呼吸の生理と呼吸を障害する疾患
の発生機序、薬剤の有効性と副作用を学ぶ。

2 末梢神経系作用薬
交感・副交感神経刺激薬と交感・副交感神経遮断薬の作用
機序、臨床応用および副作用を学ぶ。
局所麻酔剤の基礎的知識について学ぶ。

3 中枢神経系作用薬

全身麻酔薬、鎮静睡眠薬、麻薬性鎮痛薬、抗てんかん薬、
向精神薬、パーキンソン病薬、認知症治療薬等の基本的な
薬理作用と患者の症状・病型に応じて選択される代表的な
薬物を学ぶ。中枢神経作用薬の多様な中枢性・末梢性副作

1 薬理学概論、医薬品情報

薬物と生体との相互作用の結果起こる現象を探究する科学
である薬理学全般を薬物作用と薬物動態の両面から学習す
る。特に薬物作用機序と受容体を学ぶ。
医薬品の最新情報の入手方法と評価の基本を学ぶ。

無

薬物の作用機序や投与方法，体内動態に関する基本
的事項に加え、EBM（科学的根拠に基づいた医療）が
理解できるよう対象疾患や患者背景に配慮した医療現
場での薬物療法の考え方について講義する。あわせ
て、薬物の副作用や多剤服用（ポリファーマシー）症状
についても講義する。

薬物の基本的事項（作用機序、投与方法、体内動態）
について理解できる
リハビリテーションの対象疾患に対する薬物療法につ
いて理解できる
薬物の副作用と多剤服用（ポリファーマシー）症状につ
いて理解できる

担当 山本　武史

科目
区分

選択・必修 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

無
企業等

との連携

薬理学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1 . 授業態度(20%)
2 . 筆記試験(80%) 履修上の

注意

・1年次の生理学の復習をしながら、授業に臨むこ
と。
・前期科目ですが今年度は後期に開講します
・教科書にて授業内容を振り返ること。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

リハビリテーションテキスト　栄養学・生化学 吉村芳弘 メジカルビュー社

8 まとめ １～７までの授業内容の重要ポイントを理解できる

書籍名 著者 出版社

6 低栄養・過栄養の栄養管理と病態栄養管理 各病態に応じた栄養療法を理解できる

7 栄養管理と他職との連携 多職種間で栄養管理を行うことの必要性を理解できる

4 エネルギー代謝と運動および代謝異常 エネルギーを生み出す仕組みについて理解できる

5 栄養評価と栄養補給法 栄養状態を評価するための方法と補給方法を理解できる

2 生化学と栄養学 栄養素の成り立ちについて理解できる

3 栄養素について 3大栄養素と微量栄養素の役割を理解できる

3年

回数 授業内容 学習目標

1 栄養学の必要性
リハビリテーションに栄養管理が必要であることを理解でき
る

無

   栄養問題は、かつての食料不足による単純な欠乏
症に代わって、生活環境やライフスタイルの変遷に
伴って新たな問題を発生させている。新たな栄養問題
は、体力低下や病気の回復力の低下、さらにはQOL
の低下など、リハビリテーションの観点からも問題とな
る。
  栄養とは生物が活動、成長、増殖していくために外界
から必要な物質を取り込み、生命を維持していく現象で
あることを学び リハビリテーションの専門職としても栄
養のもたらす効果や不利益について理解することを到

・栄養素の種類と働きについて理解する。

・栄養状態の評価・判定を理解する。

・リハビリテーションと栄養との関連性を理解する。

・各病態における栄養管理を理解する

担当 松村　史樹
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

栄養学

単位数 1 時間数 15 学年/学科 理学・作業 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名

講義



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

課題レポート　100％
※各演習ごとにレポートを提出する。各レポート
の平均点を成績とする。

履修上の
注意

レポートは試験と同じ取り扱いになるため、提出
の遅れや未提出がないようにする。

実務経験
紹介

作業療法士としてそれぞれの分野で実務経験あ
り

参考
図書等

適宜紹介

書籍名 著者 出版社

教科書 配布資料

移乗・移動に関する用具と生活環境整備について理解する

10 生活環境整備について②

11 生活環境整備について③

14 移乗・移動に関する用具と環境調整②

16 移乗・移動に関する用具と環境調整④

12 生活環境整備について④

13 移乗・移動に関する用具と環境調整①

15 移乗・移動に関する用具と環境調整③

8 ITを利用した生活支援②

9 生活環境整備について①

コミュニケーション支援と生活環境との関係、支援用具の操
作方法を理解する
コミュニケーション支援のための自助具の製作方法を習得す
る

6 コミュニケーション論②

7 ITを利用した生活支援①

住環境整備についての基本と支援方法について理解する

4 クッション製作実習②

5 コミュニケーション論①

クッション製作を通じて、姿勢保持のための支援方法とその
目的、および快適な姿勢保持の条件を理解する

2 姿勢保持の基礎 姿勢保持の基礎を理解する

3 クッション製作実習①

回数 授業内容 学習目標

1 テクノエイド論 テクノエイドについて理解する

理学・作業 学期 前期 授業形態 講義

非常勤講師
教員の
実務経験

1 時間数 30 学年/学科 3年

ADL・社会生活行為の支援活動のひとつである福祉用
具、補装具について体験を通じ学ぶ。
障害者や高齢者が自立生活を営むために必要な福祉
用具、補装具、生活環境のあり方について学び、リハ
ビリテーション専門職種としての役割、多職種との連携
について理解を深める。

・
・
・
・

・
・
・
・

福祉用具・補装具支援の理念、制度を理解する
姿勢保持の基礎と快適な姿勢保持の条件を理解する
姿勢保持のための支援方法とその目的を理解する
コミュニケーション支援と生活環境との関係、支援用具の操
作方法を理解する
コミュニケーション支援の自助具の製作方法を習得する
住環境整備についての基本と支援方法について理解する
移乗・移動に関する用具と生活環境整備について理解する
福祉用具・補装具支援における理学療法士・作業療法士の
役割、多職種との連携について理解する

無
企業等
との連携

単位数

リハビリテーション工学

無担当

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名



【授業の概要】 【到達目標】

理学療法概論

作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1
リハビリテーションにおける理学療法の位置づけと目
的

リハビリテーションにおける理学療法について説明できる

無

生活に関わるリハビリテーション専門職として、関係職
種の仕事を理解することが重要である。特にリハビリ
テーションにおける理学療法・作業療法・言語聴覚療
法の目的・手段を明確にしたうえで、各職種間の関わり
方を学習する。

・リハビリテーションと理学療法の違いを説明できる。
・理学療法の対象、目的、手段について説明できる。
・理学療法技術（特に動作介助技術）が模倣できる。

担当 吉冨　智江 有
企業等
との連携

2 多職種との連携 理学療法士と多職種連携について理解する

3
理学療法の実際①　理学療法におけるリスク管理（演
習）

実技を交えながらリスク管理の重要性を理解する

4 理学療法の実際②　運動療法（演習） 実技を交えながら、運動療法を理解する

5 理学療法の実際③　物理療法（演習） 実技を交えながら、物理療法を理解する

6
日常生活の中での理学療法技術①　基本的動作（演
習）

学生間で基本的動作介助が実施できる

7
日常生活の中での理学療法技術②　基本的動作（演
習）

学生間で基本的動作介助が実施できる

8
日常生活の中での理学療法技術③　補装具療法（演
習）

基本的動作を支援する補装具療法の重要性を理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

適宜紹介

参考
図書等

成績評価
方法

１．演習課題（20％）
２．確認試験（80％） 履修上の

注意

実技も含めながら理学療法の業務を学習するた
め、積極的に参加すること。

実務経験
紹介

理学療法士として医療機関で６年間、非常勤とし
て２０年間の実務経験あり。



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験100％

履修上の
注意

グループワークを行います

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等

教科書

特に定めない

8 まとめ② 言語・嚥下障害者への検査を体験し内容を説明できる

書籍名 著者 出版社

6 聴覚障害について
聴覚障害の種類を知り、聴覚障害者との会話の注意点を説
明できる

7 まとめ
言語障害について大まかに理解し、種類や症状を説明でき
る

4 発声・発語障害について 発声発語障害の種類を説明できる

5 小児領域の言語・認知について
言語・認知障害の概要を知り、言語障害児との関わりの方
の注意点を説明できる

2 摂食・嚥下障害 栄養素の成り立ちについて理解できる

3 成人領域の言語・認知　障害について 3大栄養素と微量栄養素の役割を理解できる

1 言語聴覚療法・言語聴覚士とは
リハビリテーションに栄養管理が必要であることを理解でき
る

無

言語聴覚療法の対象と内容を知り、言語聴覚障害およ
び言語聴覚士についての理解を深める

・言語聴覚療法の基本概念について理解できる
・言語聴覚士の対象者と業務内容について理解できる

担当 正司　真規 有
企業等
との連携

科目
区分

専門 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

言語聴覚療法概論

作業 学期 前期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

看護学概論

理学・作業 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

選択 科目名

講義

教員の
実務経験

1 オリエンテーション　看護とは

看護師とはどのような人なのかを説明できる
看護とは何か、看護実践とは何かを説明できる
看護の継続性と理学療法士・作業療法士との連携を説明で
きる

無

  チーム医療の中で協働する、看護および看護職につ
いて理解するために、看護の定義や役割、機能につい
て概説する。また、医療現場や多職種連携の場面にお
いて看護職の果たす役割を理解し、チーム医療におけ
る理学療法士・作業療法士と看護職との連携について
理解を深める。

1)看護とはなにか、看護職の対象の捉え方について知
る。

2)看護の提供のしくみや教育からその役割について知
る。

3)看護の機能と役割を理解し、チーム医療における理
学療法士・作業療法士と看護職との連携のあり方につ
いて考察できる。

担当 佐藤　美幸 有
企業等

との連携

2 看護の対象の理解
看護はどのような人を対象にするのかが説明できる
看護の対象者（人）の特徴を説明できる
生活者である人間に対して看護が果たす役割を理解できる

3 国民の健康・生活の全体像の把握 健康とは何か、障害とは何かを看護の視点で把握できる

4 看護の提供者 看護職の資格と養成、継続教育の概要を理解する

5 看護における倫理(講義・演習)1
倫理とは何かを考える
医療・看護をめぐる倫理的問題や倫理的ジレンマについて
考える

6 看護における倫理(講義・演習)2
倫理とは何かを考える
医療・看護をめぐる倫理的問題や倫理的ジレンマについて
考える

7 看護の提供のしくみ
チーム医療における看護の役割を理解する
看護サービスがどのように提供されているのかを理解する

8 広がる看護の活動領域
国際看護、災害看護など特殊な状況での看護活動の現状を
知る

書籍名 著者 出版社

教科書

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　看護学総論　 茂野　香おる　他著 医学書院

参考
図書等

適宜紹介

成績評価
方法

1 . 授業態度・参加度(10%)
2 . 演習課題(20%)
3 . 最終試験(70%)

履修上の
注意

・授業に集中するため、私語厳禁、携帯電話の使
用等は禁止させていただきます。

実務経験
紹介

看護師として10年以上の実務経験あり



専門科目 3 年次 
 

 

◇作業療法セミナーⅤ 

◇作業療法セミナーⅥ 

◇作業療法研究法 

◇作業療法管理学Ⅰ 

◇臨床作業学 

◇身体機能作業治療学Ⅲ 

◇精神機能作業治療学Ⅲ 

◇義肢装具学各論 

◇作業治療学演習Ⅰ 

◇作業治療学演習Ⅱ 

◇作業治療学演習Ⅲ 

◇作業療法治療学特論Ⅰ 

◇地域作業療法学演習 

◇社会福祉援助技術論 

◇生活環境論 

◇臨床実習Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

作業療法学科 



【授業の概要】 【到達目標】

事例報告書の作成、総合評価について理解する

個人情報保護について理解する

リスク管理について理解し実施できる
インシデント、アクシデント発生時の対応について理解する

実習でお世話になる施設について調べ、施設のことを知る

実習場面を想定して、作業療法評価が正しく円滑におこなえ
る

作業療法セミナーⅤ

無

主体的な学習態度やその方法を身に付け、臨床実習
に向けての準備性を高める。
作業療法や作業療法士について理解を深め、知識・技
術・コミュニケーションなど基礎的な技術の確認と応用
的な思考・技術を身に付けることの重要性について理
解を深める。

・

・

・

他者と連携しながら主体的に物事を考え、行動するこ
とができる
自身の振り返りを行いながら、自主的な知識と技術の
研鑽に励むことができる
臨床実習Ⅱの概要を理解し、それに向けた個々の継
続的取り組みや準備を行うことができる
他学年との地域セミナープログラム活動を経験し、発
表することができる

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 大田　茂臣
教員の
実務経験

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

地域セミナー④

有
企業等
との連携

2

3

回数

1

他学年との地域セミナープログラム活動を経験し、発表する
ことができる

国際生活機能分類について理解する

ICFシートを活用し、目標設定が行える

感染対策について理解し、実施できる

臨床実習の概要および到達目標、学生の心得を理解する

学生の役割と責任、成績表、デイリーノート、ケースノート、
サブノート、健康管理について理解する

1 時間数 30 学年/学科 3年

地域セミナー②

地域セミナー③

授業内容 学習目標

地域セミナー①

臨床実習にむけて　～作業療法評価の確認と実施～

単位数

4

5

12 臨床実習にむけて　～実習の手引き～

13 臨床実習にむけて　～施設調べ～

国際生活機能分類について①　概論

6
国際生活機能分類について②　ICFシート活用法・目標
設定

10 臨床実習にむけて　～実習の手引き～

11 臨床実習にむけて　～実習の手引き～

8 臨床実習にむけて　～実習の手引き～

9 臨床実習にむけて　～実習の手引き～

7 感染対策

参考
図書等

特に定めない

臨床自習の手引き

履修上の
注意

適宜配布

14

書籍名 著者

15 臨床実習にむけて　～作業療法評価の確認と実施～

レポート課題　100％

作業療法士として医療機関に10年以上勤務した経験あ
り

・課題提出は、提出期限および提出場所を厳守するこ
と
・地域交流授業ならびに地域セミナーについては日程
を確認し参加すること

実務経験
紹介

実習場面を想定して、作業療法評価が正しく円滑におこなえ
る

出版社

教科書

成績評価
方法



【授業の概要】 【到達目標】

14

書籍名 著者

15 全国模試

「PT・OTのための臨床技能とOSCE」
コミュニケーションと介助・検査測定編

筆記試験　100％

作業療法士として医療機関にて15年以上の実務
経験あり

講義順序は状況により変更する可能性がある

実務経験
紹介

自身の現時点での知識理解度を知り、復習することができる

出版社

教科書

成績評価
方法

履修上の
注意

適宜紹介
参考
図書等

「PT・OTのための臨床技能とOSCE」
機能障害・能力低下への介入編

金原出版株式会社

金原出版株式会社

監修：才藤　栄一

監修：才藤　栄一

学習支援プログラム③

13 学習支援プログラム④

臨床実習Ⅱ　振り返り

6 臨床実習Ⅱ　振り返り

10 学習支援プログラム①

11 学習支援プログラム②

8 臨床実習Ⅱ　振り返り

9 臨床実習Ⅱ　振り返り

7 臨床実習Ⅱ　振り返り

主体的に学習に取り組むことができる

主体的に物事を考え、行動することができる

臨床実習Ⅲ・Ⅳに向けた個々の継続的な取り組みや準備を
おこなうことができる

1 時間数 30 学年/学科 3年

地域セミナー②

地域セミナー③

授業内容 学習目標

地域セミナー①

学習支援プログラム⑤

単位数

4

5

12

臨床実習Ⅱ　振り返り

有
企業等
との連携

2

3

回数

1

他学年との地域セミナープログラム活動を経験し、発表する
ことができる

臨床実習Ⅱを振り返り、自身の課題について理解し、次の臨
床実習Ⅲ・Ⅳへの準備性を高める

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法セミナーⅥ

無

主体的な学習態度やその方法を身に付け、次年度の
臨床実習に向けての準備性を高める

作業療法や作業療法士について理解を深め、知識・技
術・コミュニケーションなど基礎的な技術の確認と応用
的な思考・技術を身に付けることの重要性について理
解を深める

・

・

・

他者と連携しながら主体的に物事を考え、行動するこ
とができる
自身の振り返りを行いながら、自主的な知識と技術の
研鑽に励むことができる
臨床実習Ⅲ・Ⅳの概要を理解し、それに向けた個々の
継続的取り組みや準備を行うことができる

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 大田　茂臣
教員の
実務経験



【授業の概要】 【到達目標】

三輪書店
標準作業療法学　専門分野　作業療法研究法　第2版 山田　孝

成績評価
方法

提出課題　100％
※課題の提出期限は厳守とし、遅れたものは受
理しない。

履修上の
注意

実務経験
紹介

臨床や大学院で研究および研究指導の経験あり

医学書院

参考
図書等

作業療法士のための研究法入門 鎌倉　矩子

教科書

（一社）日本作業療法士協会 新津印刷株式会社作業療法マニュアル68　作業療法研究マニュア
ル改訂第3版

8
学科教員による専門領域、関心領域の研究について
③

学科教員の作業療法に関わる研究の経験を聞き、どのよう
に研究に取り組むのかイメージをふくらませることができる
学科教員の体験を聞くことで研究を身近に感じ、研究に興味
を持つことができる

15

書籍名 著者 出版社

グループにて実施

　・文献抄読

　・研究テーマの決定

　・研究計画書の作成

自身の興味のある事柄について研究課題を見つけ、研究実
施をするために必要な基礎知識を学び、研究計画を立案す
ること合できる

13

14

11

12

9

10

6
学科教員による専門領域、関心領域の研究について
①

研究とは②：研究デザイン、研究手段に関する演習

7
学科教員による専門領域、関心領域の研究について
②

研究デザイン・研究手段に関する演習を行い、理解し説明が
できるようになる

5

2

3
研究とは①：研究疑問、文献レビュー

湧き上がってきた疑問を明らかにし、それを研究疑問、仮設
にして定義するという研究の流れを理解できる
研究の初期に行われる文献レビューの方法を学び、先行研
究の知見から研究命題の立案へとつなげることができる

4

1 オリエンテーション
この講義の概要及び到達目標について理解できる
この講義の流れについて理解できる

無

作業療法分野の中で興味のある事柄について、自身
の研究課題を見つけ、研究実施をするために必要な基
礎知識を学び、研究計画を立案する。

・作業療法における研究の意義について理解できる
・研究における倫理の必要性について理解できる
・研究の累計、手法について理解できる
・研究計画立案の手順について理解できる

担当 濱本　尊博

科目
区分

専門 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

有
企業等
との連携

作業療法研究法

作業 学期 後期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

履修形態 科目名 作業療法管理学Ⅰ

無

・作業療法士として求められる倫理、知っておくべき関
連法規、諸制度、管理業務の基本について学ぶ。
・保健医療における個人情報の適切な利用・管理につ
いて学ぶ。
・医療上の感染対策、リスク管理について理解し、より
安全な作業療法の提供方法を学ぶ。
・チーム医療、多職種連携の重要性を学ぶ。
・診療報酬・介護報酬について現状を学ぶ。

・作業療法士の倫理、職務に伴う責任や関連法規につ
いて理解する。
・診療記録と情報管理、個人情報の取り扱い、医療上
の感染対策について説明できる。
・リスク管理および、インシデント・アクシデント発生時
の対応について説明できる。
・作業療法の実施における多職種との業務調整やカン
ファレンスについて説明できる。
・作業療法の実施とその対価(診療報酬・介護報酬な
ど)について説明できる。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 大田　茂臣
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
組織の成り立ちとマネジメントについて 作業療法士が働く組織について理解する。

3
個人情報とは 個人情報の種類や意味、リスクを理解し、個人情報を学生

が取り扱うことができる。

回数 授業内容 学習目標

1
作業療法士におけるマネジメントについて 作業療法士の仕事（マネジメント）について理解を深める。

6
機器の取り扱い、保守点検・安全管理について 安全管理の必要性を理解する。

7
リスク管理について 臨床上、起こりうる危険についてKYTトレーニングを通して理

解を深める。

4
感染について 医療上の感染リスクを理解し、感染予防に努めた対応がで

きる。

5
診療情報と記録の仕方 診療情報を適切に把握し、SOAP形式で作業療法記録が記

載できる。

10
診療報酬・介護報酬について①調べ学習 診療報酬・介護報酬について、グループで調べて理解する。

11
診療報酬・介護報酬について　②調べ学習 診療報酬・介護報酬について、グループで調べて理解する。

8
多職種連携とコミュニケーションについて 多職種の仕事を学びし、円滑な連携ができるように理解を深

めるる。

9
作業療法のマネジメントについて 作業療法に必要なマネジメントを学び、理解を深める。

14
診療報酬・介護報酬について⑤発表 診療報酬・介護報酬について、グループで調べてたものを発

表し、ディスカッションする。

15
まとめ 筆記試験に向けてまとめる。

12
診療報酬・介護報酬について③調べ学習 診療報酬・介護報酬について、グループで調べて理解する。

13
診療報酬・介護報酬について④発表準備 診療報酬・介護報酬について、グループで調べて理解する。

書籍名 著者 出版社

教科書

　作業療法管理学入門　第3版 大庭潤平 医歯薬出版株式会社
2022(令和4)年度改定対応版リハビリテーション
診療報

本橋隆子 医歯薬出版株式会社
酬＆介護報酬マニュアル制度のしくみと算定のきほん

成績評価
方法

１．筆記試験（１００％）

履修上の
注意

特になし。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で１５年間の実務経験
あり。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

参考
図書等

適宜紹介

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

講義順序について、一部変更する可能性あり

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上の実務経
験あり

動作分析ができるようになる。
またその結果から、対象者の生活への影響を考え、対象者
に指導できるようになる。

書籍名 著者 出版社

教科書 適宜資料を配布する

14 事例を通してのADL場面の動作分析①

15 事例を通してのADL場面の動作分析②

12 高次脳機能評価④

13 高次脳機能評価⑤

10 高次脳機能評価② 様々な高次脳機能評価法を知り、各評価法について理解
し、説明できる。
疾患や症状に合った評価法を選択できる。
評価を正しく実践できる。
評価結果を解釈することができる。

11 高次脳機能評価③

9 高次脳機能評価①

AMPSの目的、評価対象や評価の流れを理解できる。
ADOCの使用方法や目標設定の重要性を理解できる。

6 人間作業モデル（MOHO）の理論と関連評価②

7 人間作業モデル（MOHO）の理論と関連評価③

4 ADOC

3 AMPS

5 人間作業モデル（MOHO）の理論と関連評価①

人間作業モデル（MOHO）について理解し、説明できる。
人間作業モデル（MOHO）を活用できる。

8 人間作業モデル（MOHO）の理論と関連評価④

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション
COPM① COPMを使用した評価のプロセスの流れを理解し、実施でき

るようになる。
2 COPM②

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

臨床作業学

無

これまで学んだ作業を用いた評価や作業治療学をもと
に、作業の臨床場面における応用に関する各種理論
や知識・技術を学習し、活用できるようになる。

・対象者の疾患特性や生活を考慮し、その人にとって
意味のある作業を理解する。
・対象者に合った評価方法を選択し、実践できるように
なる。
・各種治療理論に基づき作業療法実践の流れを理解
する。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 大田茂臣、山口　萌、非常勤講師
教員の
実務経験

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 身体機能作業治療学Ⅲ（筋・骨格系）

無

１.解剖学、運動学を基盤に上肢の機能解剖について
理解を深める。
２.上肢における筋腱、骨、関節、末梢神経の障害につ
いて発生・損傷機序、外科的治療を知り、整形外科（手
外科領域を中心に）の対象とする損傷に対する評価、
リハビリテーションについて学習する。

１.上肢の機能解剖について理解する。
２.骨、筋腱、神経、血管の修復過程を知る。
３.手外科における観血的治療、非観血的治療につい
て知る。
４.手外科における作業療法士の関わりを知る。
５.損傷に合わせたリハビリテーションを知る。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 徳若　雅之
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
上肢の機能解剖
肘関節・前腕の機能解剖

上肢における運動器疾患の治療に必要な
肘関節・前腕のバイオメカニクスについて理解を深める。

3
上肢の機能解剖
手関節の機能解剖

上肢における運動器疾患の治療に必要な
手関節のバイオメカニクスについて理解を深める。

回数 授業内容 学習目標

1
上肢の機能解剖
肩関節複合体の機能解剖

上肢における運動器疾患の治療に必要な
肩関節複合体のバイオメカニクスについて理解を深める。

6
骨折概論
骨折の治癒過程、上肢に代表される骨折の評価と治
療

上肢骨折について
評価と治療を理解する。（主に上腕骨近位端骨折）

7
骨折概論
骨折の治癒過程、上肢に代表される骨折の評価と治
療

上肢骨折について
評価と治療を理解する。（主に橈骨遠位端骨折）

4
上肢の機能解剖
手指の機能解剖

上肢における運動器疾患の治療に必要な
手指のバイオメカニクスについて理解を深める。

5
拘縮概論
拘縮の種類、評価と治療

上肢における運動器疾患で対象とする拘縮について
評価と治療を理解する。

10
末梢神経損傷概論
神経再生のメカニズム、評価と治療

上肢における末梢神経損傷について評価と治療を理解する。

11
末梢神経損傷概論
神経再生のメカニズム、評価と治療

上肢における末梢神経損傷について評価と治療を理解する。

8
腱損傷概論
評価と治療（スプリンティング、固定法、早期運動療法）

上肢における腱損傷について評価と治療を理解する。

9
腱損傷概論
評価と治療（スプリンティング、固定法、早期運動療法）

上肢における腱損傷について評価と治療を理解する。

14
評価
痛み、ADL

上肢における痛み、ADLの評価について理解する。

15
復習
（1～12について）

全範囲における触察法について復習をする。そして触察法
の手技について理解を深める。

12
評価
関節可動域、筋力

上肢における関節可動域、筋力の評価について理解する。

13
評価
知覚

上肢における知覚の評価について
回復過程における段階的な知覚評価について理解する。

書籍名 著者 出版社

教科書

作業療法マニュアル３３　ハンドセラピー 日本作業療法士協会

成績評価
方法

１.定期試験（授業計画1～8に対しての試験４５％、9～
15に対しての試験４５％）
２.小テスト：加点対象
　　平均80点以上5点・70点以上：4点・60点以上：3点
　　　　　50点以上2点・40点以上：1点
３.事前課題：加点対象　提出ごとに1点

履修上の
注意

・上肢について運動学、解剖学を復習して授業に臨む
ようにしてください。
・定期試験（２回）の合格基準はそれぞれ６割以上とす
る。

実務経験
紹介

作業療法士として整形外科領域で16年の実務経験。当
学院入職後もクリニック、スポーツ現場で臨床継続。

参考
図書等

手 その機能と解剖 編著　上羽康夫 金芳堂
手 その損傷と治療 編著　上羽康夫 金芳堂
臨床ハンドセラピィ Our Hand Therapy Protocol 編集　坪田貞子 文光堂



【授業の概要】 【到達目標】

単位数

担当 非常勤講師
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

作業 学期 前期 授業形態 講義

1 認知症の生活障害について①

認知症の方の生活について知り、関わり方を理解する
認知症に対する作業療法について理解し、考えることができ
る

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 精神機能作業治療学Ⅲ（応用Ⅱ）

無

精神科領域での作業療法の関わりや、精神領域で実
践されているさまざまな心理療法について学び、精神
障害の作業療法において用いることのできる種々の治
療技法にるいて体験的に学習する。

・

・

臨床で実践されている心理検査・心理療法・認知行動
療法などについて知る
作業療法士が用いる可能性の高い心理検査や治療技
法について体験し学習する

カウンセリングについて理解する

5 防衛機制とこころのしくみ①

ひとのこころの仕組みについて知り、適切な関わり方を理解
する

1 時間数 30 学年/学科 3年

2 認知症の生活障害について②

3 認知症の生活障害について③

回数 授業内容 学習目標

6 防衛機制とこころのしくみ②

7 防衛機制とこころのしくみ③

4 精神科臨床で用いられるさまざまな心理療法

8 インテーク面接、作業面接、集団オリエンテーション①

9 インテーク面接、作業面接、集団オリエンテーション②
インテーク面接、作業面接、集団オリエンテーションについて
理解し、適切に行えるようになる

精神科領域における作業療法の実践について理解する
精神科領域における患者の状況や患者との関わり方、リス
ク管理、作業療法士の役割を理解する

10 インテーク面接、作業面接、集団オリエンテーション③

11 インテーク面接、作業面接、集団オリエンテーション④

14 精神科医療における作業療法の実際③

15 精神科医療における作業療法の実際④

12 精神科医療における作業療法の実際①

13 精神科医療における作業療法の実際②

書籍名 著者 出版社

教科書 適宜資料を配布する

参考
図書等

適宜紹介

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

講義順序は状況により変更する可能性がある

実務経験
紹介

各講師とも臨床にてそれぞれの分野で実務経験
あり



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1.定期試験
　　１０0％
　　※定期試験の合格点は60点以上とする。

履修上の
注意

１.整形外科疾患、中枢神経家疾患の病態障害を理解して授
業に臨むこと。
２.実習では、フットワークよく動くこと。

実務経験
紹介

義肢装具士として長年に渡り義肢、装具の作製に
携わっている。

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

義肢装具のチェックポイント 日本整形外科学会 医学書院
義肢学 編　沢村誠志 医歯薬出版

14
下腿義足③
（異常歩行とその調整）

下腿義足について、異常歩行時の調整について理解する。

15
トピックス 世界に義肢装具の活用（動向）について知る。

12
下腿義足①
（下腿切断原因と断端管理）

下腿義足について、大胆切断原因と断端管理について理解する。

13
下腿義足②
（ソケットデザインとアライメント）

下腿義足について、ソケットデザインとアライメントについて理解す
る。

10
大腿義足②
（ソケットデザインとアライメント）

大腿義足について、ソケットデザインとアライメントについて理解す
る。

11
大腿義足③
（異常歩行とその調整）

大腿義足について、異常歩行時の調整について理解する。

8
筋電義手 筋電義手の構造、制御システム、手先具の種類について理解す

る。

9
大腿義足①
（大腿切断原因と断端管理）

大腿義足について、大胆切断原因と断端管理について理解する。

6
義手① 義手の種類、構造、部品について理解する。

7
義手② 肩義手、上腕義手、前腕義手、手部義手の適応について理解す

る。

4
スプリント作製実習③ 熱可塑性プラスチックを使用し、手指の変形予防を目的とするスプ

リントの作製を経験する。

5
スプリント作製実習④ 熱可塑性プラスチックを使用し、手指の変形予防を目的とするスプ

リントの作製を経験する。

1 時間数 30 学年/学科 3年

2
スプリント作製実習① 熱可塑性プラスチックを使用し、手関節の安静位保持を目的とする

スプリントの作製を経験する。

3
スプリント作製実習② 熱可塑性プラスチックを使用し、手関節の安静位保持を目的とする

スプリントの作製を経験する。

回数 授業内容 学習目標

1
上肢装具 上肢におけるスプリントの適応、作製手順、注意点について理解す

る。

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 義肢装具学各論

無

　リハビリテーション医学における義肢装具（療法）は、
機能代償を目的で処方されることも
　あるが、治療の過程で用いられる頻度も高い。本講
では、臨床に即した内容で講義する。

１.疾患装具の種類と疾患・障害を結びつけられるよう
になる。
２.義肢装具の分類（種類）と評価方法を理解する。

理学・作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 大坪誠、他
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業治療学演習Ⅰ

無

臨床実習Ⅱに向けて、当事者の方への摸擬評価体験などを
通して、作業療法の一連の過程を学習する

・
・

・
・

・

作業療法評価から実践までの流れを理解し説明できる
作業療法評価実践に必要な基礎知識や技術面の精度を上
げ、臨床実習に向けて準備性を高める
摸擬評価体験を通して、結果を記録できる
摸擬評価体験を通して、ICFを用いての情報整理、評価結果
の統合と解釈、主目標・副目標立案、全体像の把握、プログ
ラム立案までの作業療法評価過程について、経験し理解す
る
グループ活動を通して、多職種が協働することの意味につい
て考えることができる

作業 学期 前期 授業形態 演習

担当 徳若　雅之、吉木　奈王子
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 2 時間数 60 学年/学科 3年

1
オリエンテーション
事例提示、読み込み

講義の目的とルールを理解する
事例の情報を整理することができ
る

16

4 19

評価結果の共有
情報整理

評価結果の情報をクラスメートにわ
かりやすく説明して共有できる
共有した情報を、整理できる

当事者に対する評価を振り返り、で
きた点、改善点を知ることができる
評価から得られた情報を整理する
ことができる

当事者に対する評価
当事者に対して、リスク管理と評価
を行うことができる

回数 授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

3 18

2 言葉調べ
わからないことに対し、教科書や文
献を使い調べ、内容を理解する

17

当事者面接の準備
面接内容を考え、面接の準備をす
ることができる

評価のフィードバック
評価場面の動画を視聴して
の振り返り
評価のまとめ

6 21

9 24

8 23

当事者面接
当事者に面接を行い、必要な情報
収集を行うことができる

面接後の情報整理
面接から得られた情報を整理する
ことができる
対象者を理解することができる

5 20

10 25

介入の基本方針
主目標・副目標の設定、
発表

評価における総合判断をもとに，対
象者の生活機能を予後予測し，具
体的かつ実現可能な目標を提案す
ることができる

評価項目列挙 必要な評価項目の列挙ができる 全体像の把握
問題点を整理し、介入の基本方針
を考えることができる

7 22

13 28

12 27

プログラム立案、発表
目標を達成するための、作業療法
プログラムを立案することができる

15 当事者に対する評価
当事者に対して、リスク管理と評価
を行うことができる

30

14 29

評価結果立案

11 26

教科書 特に定めない（自分で必要な教科書を準備すること）

評価結果の統合と解釈
ICFシート作成

評価結果の統合と解釈を行うこと
ができる
情報収集、面接、評価の結果から、
ICFシートを作成することができる

当事者に対する評価の準備

自主的・積極的に評価の実技練習
ができる
グループで協力して、評価準備と役
割決めができる

評価計画の立案ができる

成績評価
方法

実技試験　30％
レポート課題　70％
※提出期限を厳守し、遅れたものは受理できない

履修上の
注意

・身だしなみについては臨床実習時と同等の基準で実
施する
・グループ活動が中心となるため、協調性と責任をもっ
て自分の役割を遂行すること

実務経験
紹介

各教員とも、作業療法士として医療機関での臨床経験
あり

参考
図書等

適宜紹介

書籍名 著者 出版社



【授業の概要】 【到達目標】

評価結果を共有することができる 評価結果を共有することができる

評価結果の統合と解釈を行うこと
ができる

評価結果の統合と解釈を行うこと
ができる

問題点を整理し、介入の基本方針
を考えることができる

問題点を整理し、介入の基本方針
を考えることができる

主目標・服目標の設定ができる 主目標・服目標の設定ができる

評価体験を通して、作業療法評価
の過程について理解することがで
きる

評価体験を通して、作業療法評価
の過程について理解することがで
きる

当事者に面接を行い、必要な情報
収集を行うことができる

面接後の情報整理 面接後の情報整理
面接から得られた情報を整理する
ことができる

評価項目の列挙ができる 評価項目の列挙ができる

評価項目を立案することができる 評価項目を立案することができる

評価を理解することができる 評価を理解することができる

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業治療学演習Ⅱ

無

臨床実習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳに向けて、精神領域の当事者の方への
摸擬評価体験などを通して、作業療法の一連の過程を学習
する

・
・

・
・

・

作業療法評価から実践までの流れを理解し説明できる
作業療法評価実践に必要な基礎知識や技術面の精度を上
げ、臨床実習に向けて準備性を高める
摸擬評価体験を通して、結果を記録できる
摸擬評価体験を通して、ICFを用いての情報整理、評価結果
の統合と解釈、主目標・副目標立案、全体像の把握、プログ
ラム立案までの作業療法評価過程について、経験し理解す
る
グループ活動を通して、多職種が協働することの意味につい
て考えることができる

作業 学期 後期 授業形態 演習

担当 大田　茂臣、非常勤講師
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 2 時間数 60 学年/学科 3年

回数 授業内容 学習目標

3 18

2 言葉調べ 17 言葉調べ

1
オリエンテーション
事例提示、読み込み

16
オリエンテーション
事例提示、読み込み

講義の目的とルールを理解する
事例の情報を整理することができる

回数 授業内容 学習目標

6 21
面接から得られた情報を整理する
ことができる

5 当事者面接 20 当事者面接

4 19

講義の目的とルールを理解する
事例の情報を整理することができ
る
わからないことに対し、教科書や文
献を使い調べ、内容を理解する

わからないことに対し、教科書や文
献を使い調べ、内容を理解する

当事者面接の準備
面接内容を考え、面接の準備をす
ることができる

当事者面接の準備
面接内容を考え、面接の準備をす
ることができる

当事者に面接を行い、必要な情報
収集を行うことができる

8 評価項目列挙 23 評価項目列挙

7 22

13 介入の基本方針 28 介入の基本方針

12 評価結果の統合と解釈 27 評価結果の統合と解釈

11 評価結果の情報共有 26 評価結果の情報共有

10 作業療法評価（動画） 25 作業療法評価（動画）

9 評価計画立案 24 評価計画立案

15 まとめ 30 まとめ

14 主目標・服目標の決定 29 主目標・服目標の決定

書籍名 著者 出版社

教科書 特に定めない（自分で必要な教科書を準備すること）

成績評価
方法

レポート課題　100％
※提出期限を厳守し、遅れたものは受理できない 履修上の

注意

・身だしなみについては臨床実習時と同等の基準で実
施する
・グループ活動が中心となるため、協調性と責任をもっ
て自分の役割を遂行すること

実務経験
紹介

各教員とも、作業療法士として医療機関での臨床経験
あり

参考
図書等

適宜紹介



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

課題レポート　100％
※各演習ごとにレポートを提出する。各レポート
の平均点を成績とする。

履修上の
注意

授業開講日時が変則的になることがあるので、日
程を確認すること
レポートは試験と同じ取り扱いになるため、提出
の遅れや未提出がないようにする。

実務経験
紹介

作業療法士としてそれぞれの分野で実務経験あ
り

参考
図書等

適宜紹介

書籍名 著者 出版社

教科書 適宜資料を配布する

26
児童発達支援事業所実
習

10 WRAP 25
児童発達支援事業所実
習

13 アートセラピー 28
児童発達支援事業所実
習

12 アートセラピー 27
児童発達支援事業所実
習

精神科作業療法の治療手
段の一つとして知る
自ら体験することで、対象者
への効果を考える

15 アートセラピー 30
児童発達支援事業所実
習

14 アートセラピー 29
児童発達支援事業所実
習

運動器疾患の画像の診か
たを説明できる
治療の手段である物理療法
の原理を理解することがで
きる
自ら物理療法を体験し、対
象者への効果を考える

精神科作業療法の治療手
段の一つとして知る
自ら体験することで、対象者
への効果を考える7 発達障害の作業療法 22

精神作業療法とヨガ（マイ
ンドフルネス）

6
運動器画像診断・物理療
法

21
精神作業療法とヨガ（マイ
ンドフルネス）

発達障害に対する作業療法
について自ら体験することで
理解する 手工芸などの作業活動を通

して対象者を社会参加につ
なげる作業療法士の活躍を
知る9 WRAP事前授業 24

作業活動の実践と地域と
のつながり

8 発達障害の作業療法 23
作業活動の実践と地域と
のつながり

精神科作業療法の治療手
段の一つとして知る
自ら体験することで、対象者
への効果を考える 実習を通して、児童発達支

援事業所の役割を理解する

児童発達支援事業所におい
て、作業療法士が対象者に
どのような目的でどのような
リハビリテーションを行って
いるかを知る

11 WRAP

SST事前授業

回数 授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

3 吸引 18 SST

2 吸引 17 SST
精神科作業療法の治療手
段の一つとして知る
自ら体験することで、対象者
への効果を考える

5
運動器画像診断・物理療
法

20 SST

4
運動器画像診断・物理療
法

19 SST

2 時間数 60 学年/学科 3年

1 吸引 16

吸引手技の体験を通して、
吸引についての基礎知識を
理解する

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業治療学演習Ⅲ

無

作業療法の一連の過程を体験型、事例検討を通じて
学習し、諸々の活動を治療手段として活用できるように
なる。

・作業療法実践の流れを事例学習や特別講義を通じて
理解する
・各領域における作業療法実践を理解する

作業 学期 後期 授業形態 演習

担当 非常勤講師、学科教員
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

筆記試験100％

履修上の
注意

・グループ活動、演習は協調性をもって積極的に
参加すること。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で10年以上実務経験
あり

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　身体機能作業療法学　第４版 山口　昇、玉垣　努 医学書院

14 廃用症候群に対するアプローチ①
廃用症候群の原因や概念を理解できる。

15 廃用症候群に対するアプローチ②
廃用症候群への対応について説明できる。

12 知覚再教育①
知覚再教育の目的や感覚に関する基本的な知識を理解で
きる。

13 知覚再教育②
知覚再教育の適応と方法について説明できる。

10 協調運動障害に対するアプローチ①
運動コントロールの方法や筋収縮の要素、失調症の臨床症
状について理解できる。

11 協調運動障害に対するアプローチ②
失調症状の治療の原則を説明できる。

8 不随意運動に対するアプローチ①
不随意運動の発生機序の概要を理解できる。

9 不随意運動に対するアプローチ②
不随意運動に対して行われる治療について説明できる。

6 筋緊張異常に対するアプローチ①
筋緊張に関する神経生理学的基礎を理解できる。

7 筋緊張異常に対するアプローチ②
筋緊張異常に対する治療方法を説明できる。

4 筋力・筋持久力運動①
筋力・持久力低下の要因と原理を理解できる。
筋力増強の機序を理解できる。

5 筋力・筋持久力運動②
筋力・筋持久力の訓練の種類と方法、その対象者を説明で
きる。

1 時間数 30 学年/学科 3年

2 関節可動域運動①
関節可動域制限の原因と機序を理解できる。

3 関節可動域運動②
関節可動域訓練の実施上の注意点や運動の選択基準を説
明できる。

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション
治療手段と計画の方法

講義の目的や意義、流れ、ルールについて理解できる。
治療プログラムの計画の流れや方法を理解できる。

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法治療学特論Ⅰ

無

身体障害分野の作業療法で行う治療原理や方法を知
り、治療・援助を実践するまでの過程や手技を学ぶ

・各身体機能障害の原因や発生機序について理解で
きる
・各身体機能障害で行う治療の原理を理解できる
・各身体機能障害で行う治療の手段、方法を説明でき
る

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 山口　萌
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

事例を通して、ニーズやアセスメント～ケアプラン作成の過
程を体験することができる。

地域における実践事例を通して、作業療法の役割や活動内
容を理解できる。

地域における実践事例を通して、作業療法の役割や活動内
容を理解できる。

14

15

標準作業療法学　専門分野　地域作業療法学　第4版 小川恵子 医学書院
事例で学ぶ生活行為向上マネジメント （一社）　日本作業療法士協会 医歯薬出版株式会社
作業療法マニュアル66　生活行為マネジメント （一社）　日本作業療法士協会

地域における作業療法実践事例の紹介②

成績評価
方法

1．筆記試験（100％）

履修上の
注意

書籍名 著者

授業開講日時が変則的になることがあるので、日程確認をす
ること。
作業療法学科教員の地域活動について見学・体験を行う。事
前に説明を受け、必要に応じてサポートできるように準備する
こと

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での実務経験あり。

参考
図書等

出版社

教科書

8 生活行為向上マネジメント演習⑦・・・グループワーク

9 介護保険制度の仕組みとサービス・・・講義

7 生活行為向上マネジメント演習⑥・・・グループワーク

12 ケアプラン作成（高齢期）②・・・グループワーク

13

10
ケアマネジメントとは、ケアマネジメントのプロセス・・・
講義

11 ケアプラン作成（高齢期）①・・・グループワーク

地域における作業療法実践事例の紹介①

学習目標

1
生活行為向上マネジメントとは、大切な作業の聞き取り
演習・・・講義・演習

6 生活行為向上マネジメント演習⑤・・・グループワーク

2 生活行為向上マネジメント演習①・・・グループワーク

3 生活行為向上マネジメント演習②・・・グループワーク

回数

生活行為向上マネジメントの基本的な考え、プロセス、マネ
ジメントシートを理解し、説明できる。

地域作業療法学演習

無

　介護保険を中心に社会資源についての理解を深め、それ
らを有効に活用し対象者の地域生活を支援するために必要
なケアマネジメントの理論と基本的な方法を学ぶ。事例をもと
にケアプラン作成の思考過程を体験し、その体験を通して、
ケアマネジメント機能を備えた専門職としてチームの中で作
業療法士が果たす役割について考える。

・ケアマネジメントの理論と基本的な方法について理解する。
・対象者の生活支援に活用する社会保障制度の概要及び
サービスの内容について理解することができる。
・事例を通して、ニーズアセスメント～ケアプラン作成の過程
を体験することができる。
・生活行為向上マネジメントの基本的な考え、プロセス、マネ
ジメントシートを理解し、説明できる。
・地域における実践事例を通して、作業療法の役割や活動内
容を理解できる。

有

作業 学期 前期

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義

地域における作業療法実践（見学・体験）
地域における作業療法士の関り方について見学・体験を通
して理解を深める。

授業内容

学年/学科 3年

担当 大田　茂臣・非常勤講師
教員の
実務経験

授業形態

4 生活行為向上マネジメント演習③・・・グループワーク

5 生活行為向上マネジメント演習④・・・グループワーク



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 社会福祉援助技術論

無

　障害者総合支援法を中心に社会資源についての理
解を深め、それらを有効に活用し、対象者の地域生活
を支援するために必要なケアマネジメントの理論と基
本的な方法を学ぶ。就労支援を中心に働くことの意味
や障害がもたらす職業生活上の支障、雇用の現状、就
労支援制度について幅広く学習し、作業療法士の取り
組みを考える。

・対象者の生活支援に活用する障害者福祉サービス
について制度の概要およびサービスの内容について
理解する。
・事例を通して、ニーズアセスメント～ケアプラン作成の
過程を体験する。
・ケアマネジメント機能を備えた専門職として、チーム
の中での果たす役割について理解する。
・自分にとって働くことの意味について理解する。
・障害の特性と職業生活上の問題を理解する。
・就労支援制度、支援機関について理解する。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 大田　茂臣
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
当事者・支援者のお話を伺う②
準備

面接のレイアウトや当日の役割決め、当事者への質問内容
を再度まとめる。

3
当事者・支援者のお話を伺う③
講義

相談支援専門員の役割を理解し、当事者への関わり方を深
く理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
当事者・支援者のお話を伺う①
準備

統合失調症の病態を理解し、当事者への質問事項をまとめ
る。

6
施設見学・就労継続支援・障害者支援施設・生活介護
事業所②

施設見学を行いながら、その施設の役割を理解する。

7
障害を持つ人への就労支援の実際、就労支援と生活
支援①

就労支援について学び、作業療法士として何ができるのか
考えることができる。

4
当事者・支援者のお話を伺う⑥
面接

当事者や支援者に対しての面接を行いながら、質問の意図
や話を深堀することを体験する。

5
施設見学・就労継続支援・障害者支援施設・生活介護
事業所①

施設見学を行いながら、その施設の役割を理解する。

10
ケアマネジメントについて② ケアマネジメントの意義や目的を理解する。

11
発達・精神障害領域：事例をもとにケアプラン作成① 症例をもとにケアマネジメントができる。

8
障害を持つ人への就労支援の実際、就労支援と生活
支援②

就労支援について学び、作業療法士として何ができるのか
考えることができる。

9
ケアマネジメントについて① ケアマネジメントの意義や目的を理解する。

14
資源開発について① 症例をもとに目標を達成するための社会資源が想起でき

る。

15
資源開発について② 症例をもとに目標を達成するための社会資源が提案でき

る。

12
発達・精神障害領域：事例をもとにケアプラン作成② 症例をもとにケアマネジメントができる。

13
発達・精神障害領域：事例をもとにケアプラン作成③ 症例をもとにケアマネジメントができる。

書籍名 著者 出版社

教科書

適宜紹介

成績評価
方法

課題レポート（１００％）

履修上の
注意

見学実習の注意点や準備物について、配した資
料を確認しておくこと。

実務経験
紹介

作業療法士経験15年以上あり。また各領域の講
師も就労支援施設の在籍経験が15年以上あり。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

レポート及び筆記試験

履修上の
注意

課題提出の形式・日時を厳守すること

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関での実務経験あり。市
介護給付適正員会の委員。

参考
図書等

適宜紹介

福祉用具の選び方・使い方⑦ベッドおよびベッド関連
用具・・・講義・演習

書籍名 著者 出版社

教科書

改訂6版　福祉住環境コーディネーター検定2級テキスト 東京商工会議所
適宜資料配布

6 基本的な建築図面の読み方・書き方①・・・演習
基本的な建築図面の読み方・書き方について説明できる。

7 基本的な建築図面の読み方・書き方②・・・演習

8 福祉用具の選び方・使い方①リフト・・・講義・演習

福祉用具の選び方・使い方について説明できる。

9 福祉用具の選び方・使い方①リフト・・・講義・演習

10
福祉用具の選び方・使い方②座位移乗用具ト・・・講
義・演習

11
福祉用具の選び方・使い方③入浴関連用具・手す
り・・・講義・演習

12 福祉用具の選び方・使い方④車椅子・・・講義・演習

13
福祉用具の選び方・使い方⑤電動車椅子・・・講義・演
習

14
福祉用具の選び方・使い方⑥車椅子シーティングとそ
の評価・・・講義・演習

15

2 生活環境整備の基本①・・・講義・演習

生活環境整備の基本について説明できる。
3 生活環境整備の基本②・・・演習

4 生活環境整備の基本③・・・演習

5 生活環境整備の基本④・・・講義

1
オリエンテーション、生活環境論の特徴と課題・制
度・・・講義

生活環境論の特徴と課題・制度について説明できる。

無

対象者が住み慣れた環境で生活を継続するために、
必要な生活環境支援について学び、より対象者の生活
を理解できるようになる。

・福祉用具の基本的な事柄（目的、部分名称、使用方
法）について理解する。
・住環境整備の考え方を理解する。
・ADL・IADLを支援するための福祉用具・住環境整備
の流れに沿って作業療法士の役割および多職種との
連携について理解する。

担当 濱本　尊博

科目
区分

専門 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

有
企業等
との連携

生活環境論

作業 学期 前期 授業形態



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1．臨床実習における提出物
2．症例報告会（レジメ、報告会の基本的態度）
3．到達度試験
　　OSCE、模擬事例試験、実習報告書
※上記3項目より基本的態度、臨床思考過程、臨床技
能2の割合で総合的に成績判定する

履修上の
注意

・臨床実習の手引きを熟読し理解しておくこと
・成績評価は左記に示す1～3において行う。合格基準はそれ
ぞれ6割以上とする

実務経験
紹介

臨床実習指導者講習会を終了した指導者が指導にあたる。ま
た学科教員も同講習会を終了したものが担当する

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書 臨床実習の手引き

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4

5

8 時間数 320 学年/学科 3年

2

3

回数 授業内容 学習目標

1
身体・高齢期・発達・精神領域のうち1つの領域の病
院・施設における臨地実習

各実習地において実習指導者のもと到達度目標を達成する
ことができる

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 臨床実習Ⅱ

有

臨床実習指導者のもと、対象者に関わる中で作業療
法の一連過程を経験し、作業療法や作業療法士への
理解を深める。
臨床実習を通じて、職業人としての態度、知識や技術
を習得する。

・
・

・
・

・
・
・
・

「作業療法」を職業とする志を確固たるものにする
「作業療法士」としての倫理観や基本的態度を身に付けるこ
とができる
対象者や障害に対する理解を深めることができる
作業療法の一連の過程（評価・目標設定・プログラム立案）を
理解できる
許容された臨床技能を実践できる
記録・報告ができる
場面や状況に応じた連絡・相談ができる
作業療法の管理・運営について理解することができる

作業 学期 後期 授業形態 実習

担当 学科教員
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



専門科目 4 年次 
 

 

◇作業療法セミナーⅦ 

  ◇臨床作業療法実践研究 

◇作業療法管理学Ⅱ 

  ◇作業療法治療学特論Ⅱ 

◇臨床実習Ⅲ 

◇臨床実習Ⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業療法学科 



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

・筆記試験：１００％

履修上の
注意

１.個人及びグループでの取り組みとなるため、各自が
目標を持ち取り組むこと。
２.定期的に行う模試の成績が一定水準に達しない場
合、別途課題を課す。

実務経験
紹介

各領域の臨床経験を有する教員である。

参考
図書等

PT/OT国家試験必修ポイント　専門分野　障害別医学 医歯薬出版株式会社
クエスチョン・バンク　PO・OT　国家試験問題解説2024　共通問題・専門問題 メディックメディア
PT・OT基礎固め　ヒント式トレーニング基礎医学編・臨床医学編 南江堂

書籍名 著者 出版社

教科書

PT/OT国家試験必修ポイント　専門基礎分野　基礎医学 医歯薬出版株式会社
PT/OT国家試験必修ポイント　専門基礎分野　臨床医学 医歯薬出版株式会社
PT/OT国家試験必修ポイント　専門分野　基礎OT学 医歯薬出版株式会社

15
業者模試④ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 30
業者模試⑦ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

14
業者模試③ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 29
業者模試⑦ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

13
業者模試③ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 28
業者模試⑦ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

12
業者模試③ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 27
業者模試⑦ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

11
業者模試③ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 26
業者模試⑥ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

10
業者模試② 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 25
業者模試⑥ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

9
業者模試② 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 24
業者模試⑥ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

8
業者模試② 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 23
業者模試⑥ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

7
業者模試② 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 22
業者模試⑤ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

6
業者模試の振り返り 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 21
業者模試⑤ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

5
業者模試① 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 20
業者模試⑤ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

4
業者模試① 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 19
業者模試⑤ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

業者模試④ 自身の課題について理解し、次の
試験への準備性を高める。

回数 授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

3
業者模試① 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 18
業者模試④ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

2
業者模試① 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。 17
業者模試④ 自身の課題について理解し、次の

試験への準備性を高める。

1 時間数 60 学年/学科 4年

1
オリエンテーション
国家試験の問題構成

国家試験の問題構成を知り、取り
組む準備をする。 16

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法セミナーⅦ

無

作業療法士国家試験に向け、必要な知識の整理や強
化・定着に努め、専門職としての認識を深める。

１.作業療法に関する基本的な知識や技術を身につけ
る。
２.国家試験に向けて総合的な力を身につける。
３..臨床実習で得られた知識と経験をもとに、職業人と
しての自己課題を明確にし、意識を高める。

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 吉木　奈王子
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 臨床作業療法実践研究

無

１.臨地実習を通じて出会った事例、様々な疾患、評価
法、治療法などについて、テーマを設定し、調査・分析
したものを体系的にまとめ発表する。

１.臨床実習での体験から、自身にとって興味関心のあ
るテーマを探し、研究疑問を設定できる。
２.文献レビューができる。
３.担当教員の指導を仰ぎながら、研究をすることがで
きる。
４.得られた知見を執筆要綱にそってまとめることができ
る。
５.得られた知見を他者に伝え、意見交換することがで
きる。

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 学科教員
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 2 時間数 60 学年/学科 4年

1
執筆要綱、提出締め切りに
ついて

論文の執筆要綱、提出締め切
りについて理解する。 16

テーマ学習⑮
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。

回数 授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

3
テーマ学習②
テーマ探し

臨地実習を振り返る中で研究
テーマを探す。 18

テーマ学習⑰
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。

2
テーマ学習①
テーマ探し

臨地実習を振り返る中で研究
テーマを探す。 17

テーマ学習⑯
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。

5
テーマ学習④
研究疑問の設定

グループディスカッションを通じ
て研究疑問を設定する。 20

テーマ学習⑲
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

4
テーマ学習③
研究疑問の設定

グループディスカッションを通じ
て研究疑問を設定する。 19

テーマ学習⑱
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

7
テーマ学習⑥
文献レビュー

研究疑問に関連する文献レ
ビューを実施する。 22

テーマ学習㉑
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

6
テーマ学習⑤
文献レビュー

研究疑問に関連する文献レ
ビューを実施する。 21

テーマ学習⑳
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

9
テーマ学習⑧
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。 24

テーマ学習㉓
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

8
テーマ学習⑦
文献レビュー

研究疑問に関連する文献レ
ビューを実施する。 23

テーマ学習㉒
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

11
テーマ学習⑩
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。 26

テーマ学習㉕
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

10
テーマ学習⑨
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。 25

テーマ学習㉔
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

13
テーマ学習⑫
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。 28

テーマ学習㉗
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

12
テーマ学習⑪
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。 27

テーマ学習㉖
論文作成

執筆要綱に沿って論文作成を
進める。

15
テーマ学習⑭
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。 30

研究発表会 自身の行った研究について他
者に伝えることができる。

14
テーマ学習⑬
研究実施

研究疑問について学びを深め
る。 29

研究発表会 自身の行った研究について他
者に伝えることができる。

書籍名 著者 出版社

教科書

作業療法マニュアル68　作業療法研究法マニュアル　改訂第3版 　一般社団法人日本作業療法士協会

成績評価
方法

課題：論文100％

履修上の
注意

１.ゼミ形式での実施とする。担当教員との連絡調
整を行い、スケジュール管理を行うこと。

実務経験
紹介

ゼミを担当する各教員については学術集会での
発表を多く経験する。

参考
図書等

それぞれの研究テーマに沿って担当教員と相談、決定



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法管理学Ⅱ

無

　作業療法士として求められる倫理、知っておくべき関
連法規、諸制度、管理業務の基本について学び、作業
療法士として働く意識を確立する。

・作業療法の実施とその対価（診療報酬・介護報酬な
ど）について説明できる。
・作業療法の実施における他職種との業務管理やカン
ファレンスについて説明できる。
・人事考課、労務管理について説明できる。
・作業療法士として働く自分の意識を明確にする。

作業 学期 後期 授業形態 講義

担当 大田　茂臣
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 4年

2
作業療法士のキャリアデザインについて② 新しい作業療法士の領域について考え、発表できるようにな

る。

3
レセプト請求体験 保険診療等で働く医療事務について学び、理解を深める。

回数 授業内容 学習目標

1
作業療法士のキャリアデザインについて① 現在の作業療法士の働き方を理解し、知識を深める。

6
作業療法士として働くための基礎知識③
地域における管理運営の基礎

地域で働く作業療法士の意義や目的を学び、理解する。

7
作業療法士として働くための基礎知識④
自由診療における作業療法士の働き方

地域で働く作業療法士の意義や目的を学び、理解する。

4
作業療法士として働くための基礎知識①
病院の作業療法部門における管理・運営

病院における作業療法士の管理・運営や協会の組織運営に
について学び、知識を深める。

5
作業療法士として働くための基礎知識②
施設の作業療法部門における管理・運営

施設における作業療法士の管理・運営や協会の組織運営に
について学び、知識を深める。

10
作業療法（士）に求められるもの
当事者の視点から

当事者からみえる作業療法を学び、作業療法士として大切
なものについて学び、理解を深める。

11
会社経営からみた作業療法マネジメント 会社経営からみえる作業療法に必要なマネジメントについて

学び、知識を深める。

8
作業療法士として働くための基礎知識⑤
発達分野で地域に根差した作業療法の実際

地域で働く作業療法士の意義や目的を学び、理解する。

9
作業療法士として働くための基礎知識⑥
地域での放課後デイサービスについて

地域で働く作業療法士の意義や目的を学び、理解する。

14
私の目指す作業療法士像①
演習・発表準備

自身が目指す作業療法士像をまとめる。

15
私の目指す作業療法士像②
発表

自身が目指す作業療法士像を発表し、他者と共有する。

12
地域作業療法 日本のみならず、世界の作業療法を学び、文化に合わせた

リハビリテーションを理解する。

13
キャリア開発 作業療法士の今後の働き方を考え、様々な視点から将来を

見据えていくことができる。

書籍名 著者 出版社

教科書

作業療法管理学入門　第２版 大庭　潤平 医歯薬出版株式会社

成績評価
方法

１．レポート課題（１００％）

履修上の
注意

特になし。

実務経験
紹介

作業療法士歴15年以上の経験あり。また当事者
も講師経験が15年以上あり。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 作業療法治療学特論Ⅱ

無

１.作業療法士が臨床で関わる機会のある疾患を中心
に事例検討などを通じて治療・援助を実践するまでの
過程や治療法を理解する。

１.基本的知識、評価手技を理解する。
２.事例を通じて必要な作業療法の一連の流れを理解する。
３.作業療法プログラムの立案、実施、リスク管理について理
解する。
４.作業療法の臨床実践事例を通じ、作業療法士に必要な視
点についての理解を深める。
５.得られた知見を他者に伝え、意見交換することができる。

作業 学期 前期 授業形態 講義

担当 非常勤、学科教員
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 4年

2
事例検討
（中枢疾患の事例）

中枢疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

3
事例検討
（中枢疾患の事例）

中枢疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

回数 授業内容 学習目標

1
事例検討
（中枢疾患の事例）

中枢疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

6
事例検討
（運動器疾患の事例）

運動器疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針
より、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

7
事例検討
（精神疾患の事例）

精神疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

4
事例検討
（運動器疾患の事例）

運動器疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針
より、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

5
事例検討
（運動器疾患の事例）

運動器疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針
より、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

10
事例検討
（認知症の事例）

認知症の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針より、
治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

11
事例検討
（認知症の事例）

認知症の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針より、
治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

8
事例検討
（精神疾患の事例）

精神疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

9
事例検討
（精神疾患の事例）

精神疾患の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

14
事例検討
（発達障害の事例）

発達障害の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

15
事例検討
（発達障害の事例）

発達障害の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

12
事例検討
（認知症の事例）

認知症の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針より、
治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

13
事例検討
（発達障害の事例）

発達障害の事例に対する作業療法評価、評価の統合と解釈、介入方針よ
り、治療プログラムの立案、治療実践について学び、理解を深める。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準作業療法学　専門分野　身体障害作業治療学　第4版 岩崎テル子 医学書院
標準作業療法学　専門分野　作業療法評価学　第3版 能美真一 医学書院

成績評価
方法

１.課題レポート：１００％
　（課題は5課題：1課題100点で平均点を最終点とす
る。）

履修上の
注意

１.変則的な授業開講日程となるため、日程確認をすること。

実務経験
紹介

各領域を担当する講師は各領域での豊富な経験を有
す。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 臨床実習Ⅲ

有

１.臨床実習指導者のもと、対象者に関わる中で作業療
法の一連の過程を経験し、作業療法・作業療法士への
理解を深める。
２.臨床実習を通じて、職業人としての態度、知識や技
術を習得する。

１.『作業療法士』を職業とする志を確固たるものにする。
２.『作業療法士』としての倫理観や基本的態度を身につける
ことができる。
３.対象者や障害に対する理解を深めることができる。
４.作業療法の一連の過程（評価・目標設定・プログラム立案）
を理解できる。
５.許容された臨床技能を実践できる。
６.記録・報告ができる。
７.作業療法の管理・運営について理解することができる。

作業 学期 前期 授業形態 実習

担当 学科教員
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 8 時間数 320 学年/学科 4年

2

3

回数 授業内容 学習目標

1
身体・高齢期・発達・精神領域のうち1つの領域の病院・施設
における臨地実習

各実習地において実習指導者のもと到達度目標を達成することが
できる。

6

7

4

5

10

11

8

9

14

15

12

13

書籍名 著者 出版社

教科書 臨床実習の手引き

成績評価
方法

１.臨床実習における提出物
２.症例報告会（レジメ、報告会の基本的態度）
３.到達度試験
　　OSCE（実習前、実習後）
　　模擬事例試験
※上記3項目より基本的態度40％、臨床思考過程
30％、臨床技能30％の割合で成績判定する。

履修上の
注意

１.臨床実習の手引きを熟読すること。
２.成績評価は左記に示す1～3において行う。合格基準
はそれぞれ６割以上とする。

実務経験
紹介

臨床実習指導者講習会を終了した指導者が指導にあ
たる。また、学科教員も同講習会終了した者が担当。

参考
図書等



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 臨床実習Ⅳ

有

１.臨床実習指導者のもと、対象者に関わる中で作業療
法の一連の過程を経験し、作業療法・作業療法士への
理解を深める。
２.臨床実習を通じて、職業人としての態度、知識や技
術を習得する。

１.『作業療法士』を職業とする志を確固たるものにする。
２.『作業療法士』としての倫理観や基本的態度を身につける
ことができる。
３.対象者や障害に対する理解を深めることができる。
４.作業療法の一連の過程（評価・目標設定・プログラム立案）
を理解できる。
５.許容された臨床技能を実践できる。
６.記録・報告ができる。
７.作業療法の管理・運営について理解することができる。

作業 学期 前期 授業形態 実習

担当 学科教員
教員の
実務経験

有
企業等
との連携

単位数 8 時間数 320 学年/学科 4年

2

3

回数 授業内容 学習目標

1
身体・高齢期・発達・精神領域のうち1つの領域の病院・施設
における臨地実習

各実習地において実習指導者のもと到達度目標を達成することが
できる。

6

7

4

5

10

11

8

9

14

15

12

13

書籍名 著者 出版社

教科書 臨床実習の手引き

成績評価
方法

１.臨床実習における提出物
２.症例報告会（レジメ、報告会の基本的態度）
３.到達度試験
　　OSCE（実習前、実習後）
　　模擬事例試験
※上記3項目より基本的態度40％、臨床思考過程
30％、臨床技能30％の割合で成績判定する。

履修上の
注意

１.臨床実習の手引きを熟読すること。
２.成績評価は左記に示す1～3において行う。合格基準
はそれぞれ６割以上とする。

実務経験
紹介

臨床実習指導者講習会を終了した指導者が指導にあ
たる。また、学科教員も同講習会終了した者が担当。

参考
図書等




